
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　深い森の中にそびえる大きな樹き。

　その樹が芽を出した頃より共にあるかのような一軒家が、魔女ヘカーテ・ルルアルスの工房だった。

「わんわん（うおー、すげえ。ファンタジーって感じだ）」

「なぁに、それ」

　俺たちを工房に招き入れたヘカーテがくすりと笑う。

「わふわふ（こういう樹と合体した家って、なんか憧れあるんだよなぁ）」

　こう見えて男の子だからな。しょうがないよね。

　エルフたちの住む世界樹の幹を利用した家も、森の隠れ家って感じで好きなんだが、ヘカーテの工房の樹は家の中にまで枝を伸ばしていて、エルフたちの家とは年季が違う。

「わふー（なんかここ、すごい落ち着くわー）」

　天井にまで葉っぱが生えてるせいだろうか。マイナスイオンを感じるわ。

「普通、魔女の家に招かれたら警戒するものなんだけどぉ」

「わふん？（そうなん？）」

「そうよぉ。魔女の工房は、魔女が最も力を発揮できる場所だもの。罠わなも呪いもかけ放題。ロウタくんが足を踏み入れた時点で、私のお腹なかの中にいるようなものよぉ」

「わふー……（俺がヘカーテのお腹の中にいる……。なるほど、バブみを感じるな）」

「……ロウタくんは時々何を言ってるのかさっぱり分からなくなるわねぇ」

　そんな馬鹿な、バブみを感じてオギャりたいのは全人類の根源的願望ではないのか。

「ちゅー……（ぬし様が何を言っておるのか分からんのはいつものことじゃが……）」

「にゃふー（ものすごく気持ち悪いことを言っているのは確かですねー）」

「わんわん！（気持ち悪くはねーよ！　いたって正常な願望だ！）」

　お嬢様に還かえりたいとか言い出さないだけマシだと思って頂きたい。

「めうめう（そんな不思議なところも素敵であるな、我が伴侶よ）」

　誰が伴侶だ。

　振り向いた先には、黄金色の長い毛を持つ猫が、静かに歩いている。

　いつの間にか俺を伴侶にしているこの猫は、百獣戦鬼ベヒモスさん。なんと魔王軍幹部最強の魔獣だという。

「めうめう（今はもう違うぞ。そこな魔女に力を全て渡したからな。今の余はそなたを慕う一匹の獣よ）」

　わーい、嬉うれしくなーい。

　ただでさえ、同じような猫とネズミを飼ってるのに、これ以上増えられても困るんだけど。

「ちゅー！（誰がネズミじゃ！　わしは誇り高き竜族の姫、レンヲヴルムじゃぞ！）」

「にゃー！（そして私はナフラです！　猫枠は私で埋まっていますよ！）」

「めうめう（おや、愛妾めかけがすでに二匹おるのか。よいよい。男子たるもの、そうでなくてはな）」

「ちゅ、ちゅー！（こ、こやつ！　言うことまでわしとかぶっとる！　パチもんじゃ！　こやつパチもんじゃ！）」

「めうめう（何を言うやら。そなたと余のどこが似ておるのだ？　見よ、太陽のように美しいこの黄金の毛並みを。月のようなロウタの白銀の毛並みとお似合いであろう）」

「ちゅー！（外見の話ではなーい！　毛が生えているのがそんなに偉いというのか！　わしだってわしだって、そのうちぬし様好みの外見になるんじゃからなー！　体毛がなんじゃー！）」

「にゃーにゃー！（むしろ外見なら私の方がカブってるじゃないですかー！　新入りのくせに生意気ですよー！　黄金の毛並みがふわふわで羨ましいんですよー！　短毛種にケンカ売ってるんですかー！）」

「わふ（おまえら本音が漏れてるぞ。嫉妬しまくりか）」

　そして俺はケモナーではないのです。三匹まとめておまえらにチャンスなどない。

　俺はもふもふされて可愛かわいがられながら、美味おいしいものを食べて、好きなだけ寝て、お嬢様のペットとして一生を楽しく暮らすんだ。

　せめて俺を扶養できる立場になってから来い。話はそれからだ。

「ここで座って待っててちょうだい」

　ヘカーテの案内で、俺たちは大きな木のテーブルの前で待たされる。

　座ってと言われても、椅子が必要なやつはここには一人もいない。

「わふわふ（床に寝そべるのも、慣れたもんだぜ）」

　フェンリル──ではなく、犬に生まれ変わってもう半年以上が経たっている。今では椅子の座り方なんて忘れてしまった。

「ちゅー（ぬし様の重さに耐えられる椅子もないじゃろうからな）」

「にゃー（椅子の脚が全部ぺしゃーんって折れるのが想像できますねー）」

　寝そべった俺の背中にレンとナフラが登ってくる。

　こいつらも当然のように俺の上に乗りやがる。

「めうめう（なんと、最近の愛妾の侍はべらせ方は背に乗せるのが流行なのか）」

　そんな流行は存在しないし、こいつらはおめかけさんでも何でもない。

「めう（では、余も失礼して……）」

　失礼しないで欲しい。

　まぁ、高さ的に俺の背中の上に乗ると、顔がテーブルの高さに対してちょうど良い位置になる。

　ここは甘んじてお前らに俺の背を使わせてやろう。

　感謝してよね。

「お待たせぇ」

　ヘカーテが戻ってきた。

　その背後にはポットにカップに皿が宙に浮かんでついてくる。

　宙に浮かんだ食器たちは、ヘカーテの指先の指揮に従って、俺たちの前に整列した。

「わんわん（相変わらず便利な魔法だなぁ）」

　ナフラも同じ魔法を使っているが、ヘカーテのはより洗練された動きだ。

　ズレなく置かれたカップに、ポットから紅茶がそそがれる。

「わふー（良い匂いだなぁ）」

　ハーブティ独特の爽やかな甘い香りに、俺は鼻をクンカクンカと動かす。

「うふふ、案外難しいのよぉ？」

　テーブルに肘を突いて座ったヘカーテがまた指を振ると、奥の部屋から大きな皿が飛んできた。

　そしてテーブルの中央に鎮座する。

　この香ばしい香り。俺は思わず顔を上げる。

「わふーっ！（パイだーっ！）」

　ヘカーテ特製のパイは前にも食べたことがある。

　あのときのパイは木苺ラズベリーがぎっしり詰まっていて、酸っぱさと甘さのバランスが絶妙だった。

　何よりサクサクの食感がたまらないんだ。

「わふわふ!?（今日はなにパイ!?　なにパイなの!?）」

「ふふ、当ててみてぇ」

　木製のナイフが、サクサクと音を立てて大きなパイを切り分ける。

　ほかほかの湯気が俺の鼻先まで漂ってきて、ほのかな酸味と芳ほう醇じゆんな甘い香りにすぐピンときた。

　俺は答えを叫ぶ。

「わふーっ！（アップルパーイ！）」

　アップルパイ。それはパイの中のパイ。王道中の王道。

　パイと言えばアップルパイ。俺はそう断言する。

「正解したロウタくんには二枚あげるわぁ」

「わふっ！（やったぜ！）」

　お代わりも当然ありなんですよね？

　小皿に切り分けられたパイが置かれ、じゅわっと断面から果汁が染み出している。

「ちゅー（ほう、これは良い香りじゃのう）」

「めうめう（余はパイなるものを初めて食べる。胸が高鳴るのだ。まぁ、我が伴侶ロウタに出会ったときの胸の高鳴りに比べれば、数段落ちるが……）」

　落とさないでください。

　そのままアップルパイに恋してくれ。

「にゃー（美味しいのは認めますけどねー。練習の味見役にされるナフラとしてはもう食べ飽きているというか……）」

「何か言ったかしらぁ？」

「ぎにゃっ!?（い、いいえっ！　何もっ!?）」

　こいつも一言多い癖が直らんなぁ。

　そんなことより、今はアップルパイだ。

「くーんくーん（食べていい？　食べていい？）」

　ブンブンと振られる俺の尻尾を見たヘカーテはくすりと笑う。

「召し上がれぇ」

「わっふー！（いただきまーすっ！）」

　全力でアップルパイにかぶりつく。

　特大サイズのアップルパイでも、俺の大きな口にかかれば一口だ。

「わふっ!?（こ、こいつはぁっ!?）」

　サックサク！　サックサクやで！

　前に食べた木苺のパイは冷めた状態でもサクサクだった。

　あれはあれで美味うまかったけど、この出来たてのサクサク感は尋常ではない。

　もはやサクサクを超えてザックザクだ。

　何層にもなった生地が歯に突き破られていく度に小気味いい音と食感を残していく。

　そして、生地に閉じ込められた林りん檎ごたち。火が通ったことで、果肉は柔らかくなり、酸味は抜け、噛かんだ瞬間ジュースと化した果汁が飛び出てくる。

　美味い。だがまだだ。

　まだまだ、それだけじゃない。

　たっぷりの林檎の層の下には、甘くなめらかなクリームが待っていた。

　林檎との相性は最強クラス。卵をたっぷり使ったカスタードクリームのお出ましだ。

　濃厚な甘さが爽やかな林檎の果汁とマッチして、尋常ではない味を生み出している。

「わふわふーっ!!（うんまーっ！　これうんまーっ!!）」

　美味すぎて気を失いそう。

　いや、駄目だ。気を失うわけにはいかない。

　せめてこのアップルパイを食べ尽くすまでは！

「……話を聞き終わるまでじゃないのねぇ」

　ヘカーテが呆あきれたような顔をしている。

「わふん？（話って何だっけ？）」

　一枚目のパイを飲み込み、二枚目のパイを咥くわえた俺は首をかしげる。

「ちゅー……（もう忘れとるのじゃ……）」

「にゃー……（ロウタさん、日増しに記憶力が低下してますよね……）」

「めうめう（そんなお馬鹿なロウタも素敵だぞ）」

　そんな目で俺を見ないで。

「わぐわぐ（もぐもぐ、いや、思い出したぞ。お嬢様の病気のことを聞きに来たんだ）」

　竜りゆう零れい草そうから作った薬で元気になったはずのメアリお嬢様。

　それが最近また微熱を出したので、心配になってヘカーテに聞こうと思っていたのだ。

　そうしたら、逆にヘカーテから呼び出されて、連れてこられたと思ったらこのベヒモスが現れた。

　そして現れたと思ったらベヒモスが猫になって、諸もろ々もろの説明をするからとヘカーテの家に招かれてアップルパイを賞味しているという流れだ。

「わふわふ（ほら見ろ、ちゃんと覚えてる。人をボケ老人みたいに言うんじゃない）」

　ちょっと頭を使わないペット生活を送りすぎて、脳が蕩とろけ始めてる気はしてるけども。

　生後半年ちょいでボケてたまるか。

「それじゃあ、食べながらで良いから聞いてちょうだい」

　ヘカーテは紅茶のカップを傾けてから、静かに話し始めた。

「まず、そうね。メアリちゃんの熱はこれから薬を渡しに行くから、すぐに下がると思うわ」

　そうか、それは良かった。

　薬自体の効果がなくなったわけじゃないんだな。

　熱が出てもまた薬を飲めば治るなら、そんなに心配することはなかったか。

「ちゅー（便所草が効かなくなれば、わしの小便を呑のませてやるから心配いらんのじゃ。あんな草より何倍も薬効があるのじゃ）」

「わんわん（お前マジでふざけんなよ）」

　お嬢様にネズミのおしっことか飲ませられるか。

「ちゅー！（ふざけとらんわ！　竜のいばりと言えば、古くは王族も不老不死を望んで探し求めたという貴重な霊薬じゃぞ！）」

「わんわん！（薬として調合するならまだしも、お前は直で飲ませようとしてただろうが！）」

　お嬢様に何という無礼を働こうとしているのか。絶対に阻止しなければ。

「ちゅー……（わしは親切心で言うとるのに……。なぜこのありがたさが理解できんのじゃ……）」

　ぶつぶつと文句を言うレンに一つ返す言葉があるとすれば、文化が違う。それしか言えない。

「話を続けていいかしら？」

「わふっ（あ、はい。どうぞ）」

　話が脱線するのはいつものこととは言え、お嬢様の病気に関わることだからな。真面目に聞こう。

「メアリちゃんの熱はいったんは下がるけど、それはしばらくしたらまた上がり始めるの」

「わふわふ？（だから、その時はまた薬を飲めば良いんじゃないの？）」

　半年に一回飲めば良いんだから、そこまで体の負担にはならないだろう。

「次に上がるのは一ヶ月後ね」

「わふ？（え？　だって、前は半年保もったじゃん）」

　薬に耐性が出来ちゃうってことだろうか。

「そして、次は一週間。その次は一日。最後は飲み続けても熱の上昇は抑えられなくなるわ」

「わ、わふわふ!?（ちょちょ、ちょっと待ってくれ。それってヤバいじゃん）」

　そんなにすぐに効果がなくなるとかあるのか？　新しい薬とかないの？

「薬はもう意味がないの。メアリちゃんの熱は、病気じゃないのよ」

　病気じゃない？

　どういうことだ。

　病気だから、ヘカーテが医者としてお嬢様を診ているんじゃなかったのか？

「メアリちゃんの体は、本来どこも悪くないのよ」

「わふ？（じゃあ、なんで熱が上がるんだ？）」

　体が悪くないのに、熱が出るなんておかしいじゃないか。

「順番に話しましょうか」

　そう言って、ヘカーテは紅茶を一口飲んだ。

「メアリちゃんの家系、ファルクスは長い歴史を持つ一族なの」

　貴族様だしな。そりゃその歴史も相当古いだろう。

「ファルクスの一族はずっと長い間、ひとつの役目を担ってきたの」

「わふ？（役目？）」

「そう、大事な役目。彼女たちは代々その役目を受け継いできたの」

　彼女たちとヘカーテは言った。

　そう言えば、パパさんは入り婿だったっけ。代々女系の一族なのだろうか。

「メアリちゃんが最初に熱を出したのは、その役目を受け継いだ三年後よ。そして同時に、それはあの娘この母、マリアンナが亡くなった日から三年後でもあるわ」

　お嬢様のママさんはお嬢様が小さい頃に亡くなったって言ってたな。それがヘカーテの言う役目と関係があるのだろうか。

「ファルクスの一族は長い長い間、その身を犠牲にその役目を守り通してきたわ」

「ちゅー（回りくどいのう。その役目とやらを先に言わねば、話が進まんのじゃ）」

　パイの欠片かけらをせわしなく囓かじり続けていたレンが言う。

「そうね。あまり口に出したくないことなのだけれど……」

　ヘカーテの目が暗く沈む。

「ファルクス家の、メアリちゃんの体を蝕むしばんでいるものは」

　ものは？　もったいぶらないで早く言ってくれ。

「魔王の封印」




　　　　†　†　†




　ふーん。なるほどー。魔王の封印ねー。

　なるほどなるほど。理解した。

「わ、わふぅ!?（って、魔王の封印!?）」

　俺はもっちゃもっちゃと咀そ嚼しやくしていたパイを吹き出した。

　どういうこと!?　病気の話をしてたはずなのに、魔王とか不穏なワードが出てきたんですけど!?

　お嬢様が魔王を封印してるの!?

「メアリちゃんに自覚はないわ。私が知らせてないから。けど、あの娘の体に魔王を封じる鍵が存在しているのは確かよ」

　意味が分からん。

　お嬢様はただの一般人だ。それがなぜ魔王の封印なんて話になるのか。

「魔王が千年前にこの世界を滅ぼそうとしていたのは知っているかしら」

「わん（ああ、お嬢様がよく読み聞かせてくれたからな）」

　英雄ロウタの伝説はお嬢様のお気に入りの本だ。俺に英雄と同じ名前を付けるほどである。

　何回も読み聞かされたので、内容は覚えてしまっている。

　英雄ロウタが仲間たちと共に魔王の配下である五体の将軍を倒し、最後には魔王も討ち滅ぼして世界を救ったというお伽とぎ噺ばなしだ。

「それは全部が作り話というわけじゃないの。実際に起きた出来事を元にしているのよ」

　マジかよ。

　まぁ、実際に魔王軍幹部が現代に蘇よみがえってるからな。証拠の現物は俺の背中の上でパイ食ってるし。

「ただしそのお伽噺は、実際に起きたことと結末は違っているわ。英雄たちは魔王を倒せなかったの。それほどまでに魔王は恐ろしい存在だったわ」

「ちゅー（まるで見てきたように言うんじゃのう）」

「見てきたから言っているのよ」

「わふっ!?（えっ!?　ヘカーテって当事者なの!?）」

「そうよぉ。びっくりした？」

　そりゃびっくりするわ。

　お伽噺の住人が目の前にいるとか。

　ってことは、話に出てくる英雄の一人がヘカーテなのか。

「英雄からはほど遠いけど、ね。大好きだった友達のことも守れなかった。愚かな魔女よ」

　ヘカーテは自嘲するように言う。

「あのとき、私たちの力では魔王を倒すことは出来なかった。魔王に対抗する唯一の手段として、勇者がその身を以もつて魔王を封印することになったの。だけど、その封印は凄すさまじい負担となって勇者を襲ったわ」

　ヘカーテは当時の景色を思い出しているのだろうか。

「長く生きても三〇歳まで。初代の勇者は封印から五年後に子供を産んで亡くなったわ」

　子供を産んだってことは、勇者は女性だったのか。

「ええ、アイリーン・ファルクス。私の世界一大切な友達だった。私は救えなかった友達への贖しよく罪ざいとして、彼女の子孫を見守って、封印を維持することにしたわ」

　それから、ヘカーテはファルクス家の封印者としての役目を伝え、その体と封印を保つ為ために生きてきたと言った。

　千年間、ずっとだ。

　子供が生まれて、封印と共にその子を託され、母のように慕われながら、日々封印の負担によって弱っていく子を見させ続けられた。

　そして、封印で弱った子がまた子を宿し、その子に封印を受け継ぎ、その子もまた亡くなる。

　ヘカーテはそんな千年をずっと続けてきた。

「でも、もうそれも限界が来たわ」

　封印の限界。それがメアリお嬢様の代で訪れたらしい。

「本来ならあと十年は保っていた封印が、もう解けようとしているの。竜りゆう零れい草そうの薬はあくまで熱を下げて体の負担を和らげることしか出来ない。封印の術式はもう解けようとしている」

「わ、わふ？（と、解けると、どうなるんだ？）」

「死ぬわ。メアリちゃんだけじゃない。この世界の全ての生き物が滅ぶことになる」

「…………」

　へ、ヘヴィ過ぎるわ。

　アップルパイの味がしなくなっちゃったじゃないか。

「な、何とかする方法はないのか？」

　そんなものはないという返事が来ることは分かっていながら、俺は思わず尋ねてしまった。

「あるわよぉ」

「わふーん!!（あるんかーい!!）」

　先にそれを言えよ！

　めちゃめちゃビビったわ！

「それには、ロウタくんの助けが必要不可欠だけどね」

「わふ？（俺の？）」

　可愛かわいいだけが取り柄の俺に、魔王に関わるような重大な問題を解決できるのだろうか。

　常識的に考えて、不可能では？

「ちゅー（常識的に考えて、ぬし様に解決できない問題は誰にも解決できんじゃろう）」

「にゃー（ロウタさんはいい加減あきらめて、自分が最強のフェンリルであることを自覚するべきだと思いますー）」

「めうめう！（うむ、余の伴侶であることも自覚して欲しいぞ！）」

　まだだ。まだ諦めんぞ。

　俺が認めてしまえば、実はちょっと体が大きいだけの可愛い子犬であるという可能性が潰ついえてしまう。

「にゃー（そんな可能性、最初から存在してないんですよねー）」

「わふー！（うるせー！　微粒子レベルくらいなら存在してるわ！）」

「ちゅー……（言ってて悲しくならんか、それ……）」

　か、悲しくなんてないもん。俺は可愛いペットの子犬だもん。

　他の誰が分かってくれなくても、お嬢様だけは分かってくれるんだ。

「わふわふ（そのお嬢様のピンチとあらば、ペットである俺が助けねばなるまい）」

　だけど出来れば、このモフモフの愛らしいボディで癒いやす方向が良いんだけど。

「バリバリに戦う方向ねぇ」

「わふー……（ですよねー……）」
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「わふわふ（やるなら、さっさと終わらせようぜ）」

「やってくれるのね？」

　ヘカーテが確認を取るように、俺の目をのぞき込んでくる。

「わふわふ（やりたいやりたくないというか、やらないとこの世界が滅ぶんだろ？）」

　それは困る。大いに困る。

　お嬢様だけじゃない。この世界にはもう俺の大事な人たちが沢山いる。その人たちを守るためなら一肌脱ごうじゃないか。

「わふわふ（つーか、世界が滅んだら、俺の食っちゃ寝ペットライフの消滅も意味するじゃん）」

　それだけは絶対に防がねば。

　お嬢様には長生きしてもらって、末永く俺の面倒を見てもらわねばならんのだ。

「ちゅー（どこまでも私利私欲じゃのう）」

「にゃー（ロウタさんらしいですねー）」

「めうめう（そんなロウタも素敵だ）」

　ええい、言いたい放題言ってくれやがって。どうせお前らも手伝うことになるんだよ。

「わふわふ（で、具体的には何をやれば良いんだ？　魔王の封印が解けてから魔王を倒しても遅いんだよな？）」

　それで間に合うんなら、お嬢様の負担になっている封印を今すぐ解けば良い。

　それをしないということは、封印を解くことが解決方法には繋つながっていないということだ。

「にゃー……（ロウタさんが賢いことを言ってる……）」

　そこ、話の腰を折らない。

「ロウタくんの言うとおりよぉ。魔王の封印は解かない。でも魔王は封印された状態では倒せない」

　え、それ矛盾が発生してないか。

　それならどうやって魔王を倒すんだよ。

「ロウタくんには過去に行って魔王を倒してもらうわぁ」

「わ、わふ？（か、過去に行く？）」

「そう、千年前のまだ封印される前の魔王を倒してしまうの」

　いやいやいやいや。そんな過去に行くって簡単に言われても。

　タイムマシンじゃないんだから。

「私の得意魔法は知っているかしらぁ？」

　得意魔法ってあれだろ。ものを浮かすやつと、行きたい場所へ瞬時に移動できるやつと──

「あと、もう一つは時空魔法」

「わふわふ（時空魔法って、時間を早くしたり遅くしたりとか？）」

　俺はヘカーテが魔法を使う姿を思い出す。

　そう言えば、エルフの村でヘカーテが折れたり燃えたりした世界樹をまるで時間を逆戻りさせているように治していた。

「ちゅー（不可能じゃ。時空魔法はそんな便利な魔法ではない）」

　脳筋のように見えて長生きドラゴンのレンが俺の頭に乗ってくる。

「ちゅーちゅちゅー（数時間逆戻りさせるだけでも凄まじいことじゃが、それが千年前ともなると話にならん。術式を構築できたとしてもそれを魔法陣として刻むだけで膨大な時間がかかるし、なにより魔力がまったく足りん。机上の空論なのじゃ）」

「そうねぇ。でもその時間は充分にあったのよ。私がこの計画を考えたのが昨日今日の話だと思って？」

「ちゅー？（なんじゃと？）」

「千年かけたわ。魔法陣と魔力。この二つを解決するための方法を考えるのにね。ロウタくん、覚えているかしら」

「わふ？（何を？　あんまり俺の記憶力に期待するなよ？）」

「魔王軍幹部の将軍たちを、呼び覚ましたのが私なのはもう分かっているわよね」

　目の前でベヒモスを復活させられたからな。

　今までの幹部たちもヘカーテが復活させていたんだろう。

　それが何のためかは全然分かってないんだけど。

「そうねぇ、最初は魔王軍じゃなくて、あの滝が始まりなんだけれど」

　滝？　滝って言うとレンの住んでたあの滝か？

　俺がゲロビームを吐きすぎたせいで、穴ぼこになって潰れちゃったんだよな。

　そんで俺とレンの魔法合戦で魔力溜だまりってやつが出来て、それを異変と感じたギルドが冒険者を派遣してきたんだ。

　何とかごまかして帰ってもらおうとしたんだけど、結局俺たちの策は失敗して、あわやギルドに問題が伝わってって思ったときに、ヘカーテがなぜか滝にいたんだよな。

　なんかもの凄すごく複雑な魔法陣を描いて、その場にあった大量の魔力を消し去ってくれたんだよ。

「わふ？（もしかして、あれが？）」

「そう、あれが過去へ行くための魔法陣を刻んだ最初の一歩」

　ヘカーテはファルクス家を見守りながら、封印の限界が来ることを理解していた。

　だから過去へ戻るための魔法陣を千年かけて構築し続けてきたらしい。

　魔法陣が書き上がったのはつい最近で、杖つえを媒介にあとは転写していけば良いそうだ。

「問題はその魔法陣の礎となる強大な魔力」

　魔力溜まりがそのうちの一つとしてぴったりだったということか。

「わふわふ（じゃあ、魔王軍の幹部を一体ずつ復活させてたのは？）」

「メアリちゃんの封印の負担を減らすのと同時に、魔力源として使うつもりだったのよ。私でも一人ずつなら相手に出来るから」

　だから一体ずつしか出てこなかったのか。

　ていうか、あいつらを一対一なら倒せるのか。ヘカーテめっちゃ強いじゃん。

　結局戦ったのは俺だけど、もともとヘカーテは自分一人でこの計画を実行するつもりだったのだろう。

　俺はヘカーテにとって、完全に計算外の存在だったというわけだ。

「最初はロウタくんの魔力も奪うつもりだったんだけどね」

　マジかよ。

「魔ま狼ろう王おうフェンリルなんて、とびっきりの魔物だもの。警戒しない方がおかしいわぁ」

　そりゃそうか。ヘカーテは最初から俺の正体に気づいてたもんな。

「だけど、メアリちゃんのために竜零草を取りに行った覚悟を見て考え直したわ。それだけじゃない。ロウタくんは何度も色んな人たちを助けてきた。ロウタくんならきっと何とかしてくれる。そう期待させる何かがあなたにはある」

　いや、そんな期待されても困るんだけど。

　俺はずっと自分の快適ペットライフを守ることしか考えてない。

　誰かを助けたつもりもないしな。結果的にみんなが勝手に助かっただけだ。

　だいたいこのフェンリルパワーのおかげであって、俺自身は大したことはしてないんだよな。

「わふ……？（ん……？）」

　フェンリルパワーで気がついたんだけど、ヘカーテが予定通り魔力を奪ってくれていれば、俺ってフェンリルじゃなくなっていたんじゃ……。

　他の魔王軍幹部みたいに力を失って、マジで可愛い子犬ちゃんになれたんじゃ……。

　いや、今からでも遅くない。

　ヘカーテさん、俺をモフモフな子犬に変えてくれ！

「嫌よぉ」

　嫌ですか。そうですか……。

「私はもうロウタくんに賭けると決めたの」

　ヘカーテはいたずらっぽく微笑ほほえむ。

　そんな重大責任をたかがペットの犬に押しつけないでもらいたい。

　まぁでも、お嬢様のためだからなぁ。

　愛犬である俺としてはやるしかあるまいて。

　そもそも魔王が復活したら、何もかもが終わるのだ。やる以外の選択肢はない。ないのだが……。

「わふー（あー、めんどくせーなー。もーめんどくせー）」

「ちゅー（だが、やるのじゃろ？　ぬし様はいつもそうじゃからな）」

「にゃーん（やりたくないって言いながら、やっちゃうのがロウタさんですからねー）」

「めうめう（その面倒見の良さ。素晴らしいのだ。余は惚ほれ直すばかりだぞ）」

　よせやい。褒めても何も出ないぞ。

　あと惚れ直すのはマジでやめてくれ。

「ロウタくんが受けてくれて本当に良かったわ。最悪、魔王を倒しても千年前から戻って来られない可能性もあったから」

「わふっ？（え、なにそれ、聞いてない）」

　情報の後出しとかずるくないですかね！

　安全性！　安全性はちゃんと担保されてるの!?

　生還は第一条件でしょ!?

「どうかしらねぇ」

「わふー!?（ちょっとー!?　そこははっきりしてくださいよー！）」

　俺はヘカーテの足元まで這はいずっていき、キャインキャインとすがりつく。

「にゃーん（そこでヘタれるのもロウタさんらしいですねー）」

「ちゅー（やれやれ、いつものこととは言え、しまらんのう）」

「めうー（泣きわめくロウタも素敵だぞ）」

　ええい、こいつら、好き勝手言いやがって。

　絶対巻き込んでやるからな。

「わんわん？（そう言えば、過去に行くのは俺だけなのか？）」

「本当なら私ひとりで行く予定だったんだけどねぇ。ロウタくんたちのおかげでかなり魔力に余裕が出来たから、あと何人かは一緒に連れて行けると思うわ」

　なるほど、とりあえずレンとナフラは確定だな。

「めう！（余も当然行くぞ！　伴侶と離れるわけにはいかぬからな！）」

「残念だけど、ベヒモスちゃんはお留守番ねぇ」

「めうっ!?（何故なぜだ!?　余では力不足というのか!?）」

　力不足と言えば、力不足か。こいつの力はもう過去へ行く為ための魔力に変換されちゃってるしな。

「あなたも含めた五大魔将は魔法陣の支柱になってもらわないといけないから、現代から移動してもらうわけにはいかないのよね」

「めうう（むむぅ。役目があるというならば仕方ないか……）」

　あのムキムキの黄金獅じ子しの姿なら、戦いの役に立っただろうが、今のこいつじゃ連れて行ってもうるさいのが増えるだけだしな。

「ちゅーちゅー（そうじゃそうじゃ。新参者は大人しくしておれ）」

「めうめう（考えてみれば、伴侶の帰りを待つというのも悪くない）」

　なにこの子、強い。

「めうめう！（無事に帰ってきたら、すぐに祝言を挙げるぞ！）」

　お断りします。

「ちゅちゅー！（さっきから黙っておれば、ぬけぬけと！　新参者がぬし様の嫁となるのはわしらのあとじゃ！）」

　いや、お前のあとでもないけどな。

　うるさいの一号がちゅーちゅー鳴きながら、二号に飛びかかる。

　そして前足ではたき落とされて、転がされまくった。

「ちゅー！（や、やめるのじゃー！）」

「めうめう（これで余が正妻であるな。そなたは第二夫人だ）」

「ちゅー！（認めん！　認めんのじゃー！）」

　レンはネズミからドラゴンに戻れば、ベヒモスより強いと思うんだが、こいつネズミの姿でいる時間が長くなりすぎて、自分がドラゴンだということを忘れている気配がする。

「わふわふ（人の背中の上でケンカするんじゃない）」

　まったく、話の腰を折るの、これで何回目だ。

「連れて行くメンバーはロウタくんに任せるわぁ。出発まで少し時間がかかるから、じっくり選んでちょうだい」

　選べと言われてもなぁ。

　まぁ、知り合いに当たってみるか。

　お茶会のようなヘカーテの説明会はそれで終わり、俺たちは屋敷に戻ることにした。
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「んく、んく……」

「はい、よく飲めました」

　ヘカーテに渡された水薬をメアリお嬢様が飲み干す。

「うう～、苦いです」

　顔をしかめるお嬢様。良薬口に苦いらしい。

「頑張ったメアリちゃんには、これをあげる」

　ヘカーテが小さな丸い玉をお嬢様の口に放り込む。

「んんー！　甘いです！」

「菫すみれの花びらで作ったキャンディよ」

　よほど美味おいしいのか、お嬢様は口の中でころころとキャンディを転がして幸せそうだ。ぽこりと膨らんだほっぺたが可愛かわいらしい。

「わんわん！（わいにも！　わいにもおくれ！）」

　俺は舌を出して、ヘカーテにおねだりする。

　俺に同調する他の連中はいない。レンは寝てるし、ナフラとベヒモスはヘカーテの家だ。

　なので、このキャンディは俺だけのものだ。

　さぁ、おくれ。一つと言わず、ザラッと袋に入ってるやつ全部くれてもいいのよ。

「キャンディは苦いお薬を飲んだ子だけのご褒美なのよねぇ。ロウタくんも飲みたいのかしらぁ？」

「わふっ（それはノーセンキュー）」

　薬はいらんがキャンディは欲しい。そんな犬ごころを理解してもらいたい。

「ヘカーテ先生、ロウタにもひとつあげてくださいな」

「わふー（お、お嬢様ー！）」

　お嬢様優しい！　大好き！

「もう、メアリちゃんはロウタくんに甘いわねぇ」

　そう言ってヘカーテは俺にもキャンディをくれる。

　薄紫色の球体の中に、さらに濃い紫の花びらが入っていて、とても綺き麗れいだ。

「わふっ！（まぁ、俺は見た目よりも味ですけどね！）」

　キャンディを舌で巻き取って、俺は口の中で味わう。

「わふー（あまーい）」

　甘さ自体はそこまで強くないが、菫の独特な香りが口から鼻へ抜けていく。

　香水のように強い香りなのに、あとに残らない爽やかさがある。

　確かにこれなら、水薬で苦くなった舌をリフレッシュしてくれるだろう。

　さすがはヘカーテ、考えて作られてある。

　などとレビューしたところで、キャンディは溶けてなくなってしまった。

「わふー……（もう一個もらえないかな……）」

　上目遣いで様子を探るが、ヘカーテは呆あきれた溜ため息いきをつくばかりだった。

「もう、診察の邪魔をするなら出て行ってもらうわよぉ」

「わ、わふっ（う、うそうそ、ごめん。もう邪魔しないからー）」

　俺はお嬢様のお腹なかに頭を乗せて、断固退席拒否の構えを取る。

「そ、それで先生、メアリの、娘の病状は……！」

　ヘカーテの背中に声をかけたのは、相変わらず心配性なパパさんだ。

「大丈夫よぉ。薬はすぐに効き始めるから、明日の朝にはもうすっかり熱も下がっているわぁ」

「そうですか、良かった……」

　パパさんはほっと胸をなで下ろす。

「お父様はいつも大おお袈げ裟さです。ちょっと熱が出ただけですよ」

「そうは言ってもだなぁ……」

　普段はダンディなパパさんだが、お嬢様のこととなると本当に情けなくなるな。それだけお嬢様のことを大切に思っているってことなんだが。

「はいはい、今日はもうこのまま休ませてあげなさいな」

　ヘカーテが手を叩たたいて、俺とパパさんを外へ出そうとする。

「むー、ずっと寝てて眠くないです」

「わがまま言わないの。明日また様子を見に来てあげるから」

「えへっ、やりましたっ」

　途端笑顔になるお嬢様。ヘカーテはそんなお嬢様の頭を優しくなでる。

　こうやって見ると母娘おやこみたいだなぁ。

　ヘカーテからすれば親友の子孫だもんな。歴代のファルクス家当主ともずっと付き合いがあったわけだし、そりゃ可愛いだろう。

　言っちゃなんだが、ヘカーテほどの凄すごい魔女が辺境伯とは言え、ファルクス家の面倒を見ていたのが不思議だった。

　理由をヘカーテから聞いた今、その愛情もよく分かった。

「それじゃあ、あとはお願いね」

「「「はい、ヘカーテ様」」」

　ヘカーテはメイドさんたちにあとの世話を任せて俺たちと一緒に部屋を出る。

「明日からはもう、普通にいつも通りの生活に戻ってもらって良いから、ガンドルフも心配するのは程ほどにして休みなさい」

「いつも本当にありがとうございます、ヘカーテ先生。先生がいなければメアリは、メアリは……ぬおお……！」

「はいはい、泣かない泣かない。マリアンナのことも、もっと長生きさせてあげたかったけどね。あなたにも辛つらい思いをさせたわね……」

「いいえっ、妻は、マリアンナはずっとあなたに感謝していました。そして、申し訳ないとも……。ずっと付き合わせて済まないとも……。私にはその言葉が何を意味していたのかは分かりませんが、きっとマリアンナは──」

「それ以上は言わないでちょうだい」

　涙ぐむパパさんの口に人差し指を押しつけて、ヘカーテは寂しそうな顔をする。

　そうか、パパさんはヘカーテの過去やファルクス家にまつわる封印の秘密を知らないんだな。

　知っても、解決方法がなければ苦しむだけだもんな。

　お嬢様の病気の治療薬──実際には、病気の治療じゃなくて封印で痛んだ体を治すための薬──を探すのにもずいぶんとお金と手間をかけていたみたいだし、本当のことを知ればどんなことをしてでも助ける方法を見つけ出そうとしたに違いない。

　そして、魔女ヘカーテの力をもってしても、過去へ戻ってやり直す以外に方法がないようなことだ。

　パパさんは苦しんでボロボロになっていくだけだろう。

　言わない優しさもあるということか。

　パパさんの見送りを断って、ヘカーテは屋敷の外へ歩いて行く。

「わんわん（お嬢様はしばらくの間は大丈夫なんだよな？）」

「ええ、少なくともひと月の間は何も問題ないわ」

　その間に俺が過去へ戻って魔王を倒してくれば、お嬢様も良くなっているって寸法だ。

　でも、そういう過去を変えると色々問題が起きそうな気もするけど、その辺は堂なんだろうな。

　パパさんとママさんが出会わずお嬢様が生まれないとかにはならないんだろうか。

「そのために私がいるのよ。千年前から生きている私なら、変わってしまった歴史を今に近い状態に修正できる」

　なるほど、さすがは大長老。

「ん？　何か言ったかしら？」

「わふっ!?（いいえっ、何もっ!?）」

　思っただけだよ。

「ちゅー（前から思っておったが、ぬし様はちょいちょい思っていることが口に出ておるぞ）」

　マジかよ。そういうことは早く言ってくれよ。

　犬の姿だとお嬢様たちには言葉が分からないから油断しちゃうけど、普段からも口に出てたのかよ。

「それじゃあ、ロウタくん。過去へ向かう儀式は一週間後にするわ。それまでに覚悟を決めておいてちょうだい」

「わふわふ（覚悟を決めろと言われても、やるしかないんだけどな）」

　深刻に考えなくても、ヘカーテにレンやナフラもいるし、何とかなるだろう。

　俺はゲロビームを吐くだけの固定砲台役くらいにしか役に立たんぞ。

「わふわふ（まぁ、それでもみんなに挨拶くらいはしていくかなぁ）」

　過去から元の時間に戻ってこれるとは言え、俺の主観ではしばらく留守にすることになりそうだし。

「わふ！（そうと決まれば、さっそく行くか！）」

　外はもうすっかり暗い。お屋敷のみんなもそろそろ寝てしまう時間だ。

　夜と言えば、やはり森のお散歩だろう。
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　森に住む魔物たちは、人の前には姿を現さないように心がけている。

　もともと辺境の森で人が入ってくることは滅めつ多たにないが、それでもたまに迷い込んでくる者は、ガロたち魔ま狼ろう族が魔物と接触しないように、さりげなく森の外へ追い払っているらしい。

「わふわふ（あいつらもご苦労なことだよなぁ）」

　それも千年前からずっとやってるらしいからな。

　初代魔狼王とやらの命令らしいが、そいつも苦なことを命じるもんだぜ。

　偶然にもその命令は魔王がいたのと同じ千年前というタイミングだ。

「わふわふ（偶然ってあるんだなぁ）」

　もしかしたら、魔狼族にも魔王と何か因縁があるのかも知れないな。

「ちゅー（そりゃあるじゃろうな）」

　さっきまで寝ていたレンが俺のたてがみから顔を出す。

「ちゅちゅー（わしも気になっておったのじゃ。千年前はわしの生まれた年でもある）」

　ああ、レンは千年間、洞窟に引きこもってたんだっけ。よくそんな長い間引きこもれたもんだ。

「ちゅー（まぁ、少し寂しくはあったがな。洞窟にはネズミやコウモリはおったからのう。話し相手には困らんかったのじゃ）」

　その話はリアルに来るのでやめてくれ。小動物しか友達がいないドラゴンとか悲しすぎる。

「わふわふ（ちゅーか、生まれてからずっと引きこもってた割には、お前って結構知識あるよな）」

　魔術のこととか。魔物のこととか。

　あとは俺とゼノビアちゃんが初めて洞窟へ行ったときも、『茶でも馳ち走そうしてやろう』なんて、人間文化に詳しいことを言っていたのを覚えている。

「ちゅちゅー（高位のドラゴンの仔こは親から知識をある程度継承できるのじゃ。トト様とカカ様のことはおぼろげじゃが、しっかりとわしの記憶に残っておる）」

「わふー（ほへー、そんなことができるのか。ドラゴンって凄いな）」

「ちゅー（そうじゃろうそうじゃろう。ぬし様はわしへの尊敬が足りておらんのじゃ。これを機にもっとわしを認めるのじゃ。古き蒼竜ブルードラゴンレンヲヴルムを褒ほめ称たたえるのじゃ）」

　古き蒼竜レンヲヴルムの両親も、まさか自分の娘がネズミに変身して、犬に求婚するような千年喪女と化しているとは欠片かけらも思うまい。

「わふ……（すみません、レンのお父さんお母さん、あなたたちの家系はこいつで絶えそうです……）」

「ちゅー！（絶えんのじゃ！　子作りばんばんするのじゃ！）」

「わふ（物理的な限界ってあると思うんだ）」

「ちゅー（そのための変へん化げの術であろうが。そのうちぬし様の好みの姿を手に入れてみせるのじゃ！）」

「わふわふ（いや、無理だと思うぞ。俺の美的感覚は人間だし、でも体は犬だし）」

「ちゅー！（ぬし様はおかしいのじゃ！　変態すぎるのじゃ！　どっちかをやめい！）」

　断る。今の俺こそが理想なのだ。

「わふわふ（これも今気がついたんだが、なんでお前は洞窟にずっと引きこもってたんだ？　魔狼族みたいになにか約束があったわけじゃないだろ？）」

「……ちゅー（……そう言えば、なんでじゃったかのう）」

「わふ……（千年も生きてボケちゃったのか、おばあちゃん）」

「ちゅー！（まだボケるような年齢じゃないのじゃ！）」

　レンはプンスコと怒って俺にかじりついた。

「わふー！（痛いっつーの！　噛かむな！）」

「ちゅちゅー……（しかし、なんで引きこもっておったんじゃろうのう。わしの翼ならどこへでも飛んでいけたはずじゃが……なんでじゃったか……あの洞窟にいれば、誰かにまた会えるからだったような……いつの記憶じゃこれ……もしや卵の頃か……？）」

　いや、知らんけども。

　レンにはレンの事情があるらしいが、思い出せないのならば仕方がない。

　何やら考え込み始めたレンを背に乗せたまま、俺は夜の森を走り抜けた。

　すると、木々の隙間から、大きな黒い影が飛び出てきて、俺と併走する。

「ガウッ！（ロウタ様！　お出いでになられたのですね！）」

「わふわふ（おー、みんなどうしてるかなと思ってな）」

　魔狼族とはちょくちょく会っているが、お嬢様が熱を出してからは来てなかった。

「ガウガウ！（ありがとうございます！　皆も、王の尊顔を拝見できれば喜びます！）」

　相変わらず大おお袈げ裟さな言い回しだが、ガロはいつもこうなので今さらだ。

　ちゃんと出てくる前に厨ちゆう房ぼうに忍び込んでお土産も失敬してきたぜ。

　ガロと一緒に魔狼族の集落までやって来ると、大勢の魔狼族に取り囲まれた。

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　いと貴き王よ！）」」」

「わふわふ（あー、はいはい、みんな元気で何より）」

　こいつらの調子にも慣れたもんだ。

　魔狼族たちの挨拶を受けながら、みんなにお土産を配っていく。

　大喜びで尻尾を振りながら、ソーセージにかぶりつくみんなを眺めていると、大人たちの隙間を縫って、小さい仔こ狼ろうたちが俺の前に飛び出てきた。

「キャンキャン！（おとうさまー！）」

「キャフキャフ！（いらっしゃいませなのー！）」

　白黒の小さな魔狼たちが俺の足元をちょろちょろと駆け回る。

「わんわん（よお、シロ、クロ。母ちゃんの言うことをちゃんと聞いてるか？）」

「キャンキャン！（ばっちりなのー！）」

「キャフキャフ！（シロとクロ、とっても良い子にしてるのー！）」

「わんわん（そうかそうか）」

　シロとクロは前に会ったときより、ちょっと大きくなったような気もする。俺がそれより大きくなってるので当てにはならないが。

　これでもだいぶ小さく変化してるんだけどな。変化を解けばまた山より大きい特大サイズになってしまう。

「お前たち、良い子にしているというのならば、何故なぜまだ起きているのだ」

　低い声で言ったのは、人化したガロだ。

　俺の好みを知ったガロはことあるごとに人化して俺を誘惑しようとする。

　黒髪褐色のナイスボディな姿は、実際、俺好みな美人さんなので困る。

「「キューンキューン（ごめんなさいおかあさまー）」」

　耳を垂らして尻尾を巻いたシロクロがガロに抱きかかえられる。

「それに、最初の挨拶から間違っている」

　なるほど、確かに間違えているな。

　おとうさまではなく、おうさまだ。

　そこはしっかり線引きしておかないとな。

　ガロは良く分かっている。

「いらっしゃいませ。ではなく、お帰りなさいませ、だ」

　分かっていなかった。
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　こいつ、この集落を俺の故郷にさせようとしてやがる。

「「キャンキャン！（お帰りなさいませ、おとうたまー！）」」

「わ、わふー！（や、やめろー！　親子して既成事実を作ろうとするんじゃなーい！）」




　　　　†　†　†




「な、なんと!?　王が過去へ!?」

　ヘカーテから聞いた話を伝えると、ガロは飛び上がって驚いた。

「わふわふ（ああ、向こうに行ったらどれくらいで帰れるか分からないからさ。一応挨拶をしにきた）」

　あと、欲を言えばガロにも付いてきてもらいたいという打算がある。

「で、でしたら、わたくしめもお連れください！　決して足手まといにはなりません！」

　ガロならそう言ってくれるよな。

　五大魔将にも手傷を負わせられるガロなら、戦力になってくれるに違いない。

　しかし、ガロは魔狼族を治める長おさだ。

　俺がいない間も森の安全を守ってもらわなければいけない。

　毎日忙しく森をパトロールしているガロを引き抜くわけにはいかないだろう。

　やっぱり連れて行くことは出来ない。

　魔王討伐というこの役目は、暇なやつにしか務まらないのだ。

「わふわふ（ありがとうな、ガロ）」

　礼を言いつつ、その旨を伝えると、自分の立場の重要性を分かっているのか、ガロは素直に引き下がった。

「残念ですが、ここで王のご帰還をお待ちすることにいたします……」

「わんわん（悪いな。でも、ガロからすれば一瞬のことだから、そんな心配はいらないと思うぞ）」

　ヘカーテの魔法で旅立った瞬間に返してもらえれば、ガロたちから見れば一瞬の出来事だ。

　むしろあまり深刻な空気を出さないで欲しい。

　俺としては、すっと終わらせてさっと帰ってくるつもりなのだ。

「分かりました！　魔王を倒し、無事にご帰還なさったときには！」

「わふ（おう）」

　帰ってきたときには、また河原でやった肉パーティでもしよう──

「魔狼族全軍による人間界侵攻を！」

「わふー！（ちがーう！）」

　いい加減それは諦めて！




　　　　†　†　†




　やれやれ、ガロに同調して遠とお吠ぼえを始めた魔ま狼ろう族を宥なだめるのに時間を食ってしまった。

　久々に『黙れ小僧』をやるはめになるとはな。

　効果は絶大で魔狼族だけじゃなくて、近くにいた他の魔物もみんな土下座していた。

　こんなところでフェンリルボディの成長を確かめたくはなかった……。

「わふ（すっかり明け方だなぁ）」

　森の土の感触を味わいながらお屋敷へ帰っていると、空に細い煙が上がっているのが見えた。

「わふ（あの方向はエルフ村か）」

　かつてお屋敷に盗賊として侵入してきたエルフたちと一緒に、奴隷として捕まっていたその姉たちを助けたのも懐かしい話だ。

　自由になったエルフたちはこの森で村を再建することにした。

　実りの豊富なこの森をエルフたちは気に入り、仲間も少しずつ集まってきて村は順調に大きくなっているようだった。

「わふわふ（せっかくだし、あいつらにも挨拶していくかー）」

　朝ご飯にご相伴できるかも知れないしな！

　村へ向かっていくと、すぐにエルフたちに遭遇した。

「ロウタ様だ！」

　俺を見つけたのは末っ子のオルルだ。

　このエルフたちは五姉妹で、上から順にアイウエオと、ルルの上に付いている。

　オルルが声を上げると、他のエルフもどやどやと集まってきた。

　中には初対面のエルフもいる。

　たぶん、元の村が焼かれたときに散り散りになった仲間の一人だろう。

「ようこそいらっしゃいました、ロウタ様。いえ、お帰りなさいませの方が良いかしら……」

　深々と頭を下げて出迎えてくれたのは、ここの村長でもある長女のアルルだ。

　あと、そのお帰りなさい作戦は魔狼族にもうやられたから効かないぞ。

「くっ、一手遅かったですか……」

　悔しそうに指の爪を噛むアルル。

　いや、なんでお前らそんなに俺を自分たちのとこに根付かせたいの？

　こんなでかい犬を扶養しても得なことなんて何もないよ？

　精々尻尾を振って愛想を振りまくことしか能がないわんちくしょうですよ、僕は。

　そのとき、俺のお腹なかが大きく鳴いた。

　ソーセージは魔狼族にあげたから、何も食べてなかったんだよな。

　予想以上に大きな音が出たので、ちょっと恥ずかしい。

　アルルはくすりと笑って、俺を村へと招いた。

「さぁさぁ、こちらへ。朝あさ餉げの用意は出来ておりますの」

「わふ（あ、悪いね。なんか催促したみたいで）」

　村でもひときわ大きなテーブルに着かされた俺の前に色々な料理が並べられる。

「わふー（朝ご飯にしては豪勢だなぁ）」

「エルフは朝餉を一番多く取りますの」

　なるほど、朝食は一日の活力の源とも言うしな。理にかなっている。

　俺は朝昼晩とすべて全力で食ってるけども。

「どうぞ、王様」

　次女のイルルがパンを千切って俺に差し出してくる。

　これこれ、この木の実パン、好きなんだよねぇ。

　香ばしくてもちっとした食感がたまらない。

「こっちもどうぞー」

　三女のウルルが食べさせてくれたのはキノコのスープだ。

　肉厚なキノコがゴロゴロと入っていて、肉のような旨うま味みが舌に拡ひろがっていく。

「こっちもこっちもです」

　四女のエルルが山菜のサラダを皿ごと持ってきてくれる。

　いいぞいいぞ、全部この口に放り込んでくれ。

　ゆがいて苦みを取った山菜は、それでもシャキシャキの食感をしっかり残したまま舌の上で踊る。

「王様、これも食べて」

　五女のオルルがもぎたての果物を、皮を剥むいて寄よ越こしてくれる。

　酸味が利いていてジューシィな果肉がたまらない。

「わふわふー！（ふはははー。どんどん持ってこーい！）」

　美女に傅かしずかれながら飯を食えるとか、ここは天国かな。

　と、あまり調子に乗っていると、目を覚ましたレンに囓かじられるのでやめておこう。

　エルフたちにも一応事情を話しておこうかな。

「そ、そんな、わざわざ人間たちのためにロウタ様が行かなくとも！」

　イルルがすがりついて言う。

「わふわふ（いや別に、人類を救うためとかじゃなくて、単にお嬢様に元気になってもらいたいだけだからな。それに魔王を倒さないと、お前らの村だってなくなっちゃうし）」

「王様、行かないでー」

「ここでずっと平和に暮らしましょう」

「王様、食べて寝るだけで良い。ずっとここにいて」

　くっ、なんて魅力的な提案。お嬢様に飼われていなかったら、うんと頷うなずいてしまうところだぜ。

　ウルル、エルル、オルルにまで抱きつかれ、俺の決意がぐらぐら揺れる。いや、もともと決意なんて大層なものはないんだけれども。

「やめなさい、あなたたち」

　姉妹たちを窘たしなめたのは長女のアルルだった。

「ロウタ様、妹たちが大変失礼をいたしました」

　アルルの言葉に他の姉妹たちも俺から体を離す。

「ロウタ様、ごめんなさい」

「王様、きっと帰ってくるよね」

「大魔女ヘカーテ様が付いてるんですもの、きっとご無事に魔王を退治してくださるはずです」

「王様、ずっと待ってる」

　あの、悲壮な空気出してるところ申し訳ないんだけども、多分一瞬で帰ってくるよ？

「「「ロウタ様の無事をいつまでもお祈りしておりますーっ!!」」」

　食事を終えた俺は、エルフたちに声援を送られながら村をあとにする。

「わふー……（この雰囲気ですぐ帰ってくるの、すごくいたたまれないんだけど……）」




　　　　†　†　†




「わふー！（まぁ、知らんけどなー！）」

　森を抜けると、そこはジェイムズのおっさんの畑だ。
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　あり得ないサイズの巨大野菜たちが所狭しと収穫の時を待っている。

　骸骨兵の骨粉と俺のお小水のコラボが生み出した、栄養たっぷりのお化け野菜たちだ。

　味も栄養も抜群で、食料を大量消費する俺でも食い切れない量がある。

　最初この野菜たちが出現したときは、おっさんもたまげていたが、今は慣れた様子で世話をしてくれている。

　大きく育って、美味おいしく食卓に並べよー。

　野菜畑を横断すると、メアやイルーシブ夫妻が暮らす厩きゆう舎しやが見えてくる。

「わふー（おはよーさん）」

「ヒヒン（おやおや、狼おおかみさん。今日も早起きだねぇ）」

「ブルル（感心ですねぇ）」

　寝床から顔を出したイルーシブ夫妻が挨拶を返してくれる。

　早起きじゃなくて徹夜で遊んで帰ってきたんだけどな。

「わふ？（あれ、メアは？）」

　ひときわ大きな黒馬の姿が見えない。

「ヒヒン（メアなら、赤髪の剣士さんに連れられて朝駆けに行ったよ）」

「ブルル（メアは元気いっぱいですからねぇ）」

　ゼノビアちゃんめ、すっかりメアを私物化しているな。

　あのお化け馬はファルクス家の馬ですよ。ちゃんと捕まえてきた俺の許可を取ってもらわないと、ぷんぷん。

　帰ってきたら文句を言ってやろう。言葉は通じないんだけど。




　　　　†　†　†




　畑を抜けてお屋敷に帰ってきた俺は、さっそく厨ちゆう房ぼうへ向かう。

「わんわん！（おっさん！　朝ご飯おくれー！）」

　裏口から声をかけると、ジェイムズのおっさんが顔を出す。

「まったく、また朝帰りかよ。うちの犬は不良だぜ」

「わふふ（でへへ、サーセン）」

　エルフ飯も美味うまいが、やっぱりおっさんの料理を食べないと食った気にならないんだよな。

　森から帰ってくるまでの間にすっかり空腹だ。

「ほらよ。朝からヘビーだが、お前には関係ないだろう？」

「わふー！（あたぼうよ！）」

　おっさんが出してくれた飯は極厚肉のソテーだ。

　焼いたときに出た脂と肉汁をベースに作ったバターソースがたっぷりかかっていて、俺の食欲を刺激しまくる。

「お前の友達がしょっちゅう肉を持ってきてくれるんでな。うちの食糧難は当分大丈夫そうだ」

　魔狼族たちもおっさんの料理に夢中で、獲物を狩ってはこっそり届けに来るらしい。駄賃に半分料理してもらうというギブアンドテイクの関係が出来ているそうな。

　ちなみに俺はその肉をタダで食わせてもらっている。テイクアンドテイクである。

「わふー！（うめー！　魔物肉うめー！）」

　凶暴でグロテスクな外見の魔物も、おっさんの手にかかれば極上の料理に早変わりだ。

　柔らかいが噛かみ応えもしっかりある肉にかぶりつくと、肉汁がはじけだしてくる。

　肉の断面はルビーのように赤々としているが、火はしっかり中まで通っていて、丁寧に筋も取り除いてあるから、噛んでいて歯に挟まってくるような不快感もない。

　ひたすらに美味いが押し寄せてくる。

「わふわふー!!（やっぱりおっさんのメシは世界一だぜーっ!!）」

　おっさんに背中をなでられながら、俺は存分に料理を味わった。

「お嬢様のご病気も、良くなるって聞いてな。一安心だぜ。今回は微熱で済んだが、以前は熱が出る度に大変だったからなぁ」

　竜りゆう零れい草そうを取ってくる前は、熱で食事を取れないお嬢様のためにおっさんは苦心してメニューを考えていたもんな。

　お嬢様の病気が、実は魔王の封印の影響だって知ったら、おっさんはどう思うだろう。

　料理ではどうにも出来ない無力さに辛つらい思いをするだけだろう。

　おっさんにもこのことは知ってもらいたくないな。

「わふわふ（まぁ、俺がささっと解決してくるから、美味しいごはん作って待っててよ）」

「お、もう行くのか？　昼飯も楽しみにしておけよー」

「わふわふー！（もちろんだぜ！　出発前にしっかり食いだめするつもりだからな！）」
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「お、ロウタじゃーん」

　お屋敷で昼寝でもしようかと思っていたら、メイドのベティちゃんに見つかった。

　今日もそばかすが元気で可愛かわいらしい。

「久々にブラッシングでもしてあげようか？」

「わふっ！（やってやって！）」

　ごろんとその場に横になると、ベティちゃんがブラシで俺の毛を梳すいていく。

「流石さすがに生え替わりの時期じゃないと抜けないかー」

「わふん（まぁね。あの毛は騒ぎの元になるから、あんまり抜けないでもらいたいけど）」

　焼却炉に押し込んでも燃えない頑丈なあの毛が見つかったら、みんなに犬ではないとばれてしまう。

　まぁ、あの毛を使ったぬいぐるみのおかげでゼノビアちゃんが助かったりしてるので、一概に無駄とも言えないんだが。

「あら、ベティったら」

「一人だけずるい……」

　そこへやって来たのはモコモコ髪のコニーさんとサラサラ黒髪のミラさんだ。

　この三人は仕事のシフトが重なっているのか、よく一緒にいるところを見かける。

「ロウタ、私たちもブラッシングして良いですか？」

「フワフワにする……」

「わんわん！（もちろんだぜ！　存分にブラッシングしてくださいな！）」

　なにせこの巨体だからな。ベティちゃん一人では到底間に合うまい。

「ここか？　ここがええのんか？」

「わふふー（ああー、そこそこ、いいっ！　もっと、もっとブラッシングしてぇ！）」

　ベティちゃんたちのテクニシャンなブラシ使いに俺はメロメロだ。

　三人で協力してブラッシングしてもらった結果、俺はいつにも増してフワフワな毛を手に入れた。

　このフワワフな胸毛でお嬢様をモフモフしてあげよう。きっと喜ぶぞう。

「わふわふ！（じゃあな、ベティちゃん、コニーさん、ミラさん！　ブラッシングありがとー！）」
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　と、お嬢様の部屋へ向かおうと思ったら、むんずと背中をつかまれた。

「ちょっと来い」

　ああ、このつかみ方、とっても覚えがあるわ。

「わふわふ（ゼノビアちゃんったらもー。試し切りの相手は勘弁してよ。またへし折れて泣くことになるよ？）」

「何を言っているのか分からんが、お前が私を馬鹿にしていることは伝わっているぞ」

　な、なんだと……。ゼノビアちゃんのくせに俺の心を読んだのか……!?　ゼノビアちゃんのくせに、ゼノビアちゃんのくせに……！

　ゼノビアちゃんは相変わらずの腕力で俺の巨体を外へと引きずっていった。

　場所はいつもの裏庭だ。おっさんの厨房が窓から見えるが、料理に集中してこちらに気づく様子はない。

「さて、ここでなら話しても良いだろう。長い間お前に話しかけていると、私がおかしくなったとメイドたちが噂うわさするからな」

　ああ、そこやっぱり気にしてたんだ。

「ヒヒン（ゼノビアさんは朝駆けの間も、僕に話しかけてくれるんですよ）」

　手綱を付けたままの黒馬が、嬉うれしそうに嘶いなないた。

「わふん（おや、メアじゃん）」

　どうやら朝駆けから帰ってきたばかりのようだ。

「ヒヒン（おはようございます、ロウタさん。朝駆け、気持ちよかったです）」

「わふわふ（そりゃ良かったな。あとでゼノビアちゃんが何を話してるのか教えてくれよ）」

　ぬいぐるみが好きだったり、意外と少女趣味なところがあるからな。面白い話が聞けそうな気がする。

「ヒヒン（駄目です。それは女同士の秘密なのです）」

　そういや、こいつもメスだった。知らない間にゼノビアちゃんと固い友情を結んでいたらしい。

「……話はヘカーテ殿から聞いた」

　おや、昨日の話なのにもう耳に入っているのか。

「あまりに壮大な話すぎて、私の頭では理解しきれていないが、お前が重要な役目を担っていることはよく分かった」

　俺だって理解できてないけどな。

　過去を変えると未来がどうなっちゃうのかとか。並行世界とかタイムパラドックスとか、どうなってるんだろうな。

　ちなみに俺はその並行世界もタイムパラドックスも何かは分かっていない。

　知っている単語を並べてみただけだ。犬に知識を求めるな。

「私も付いていこうと思った」

　マジで。来てくれるなら大歓迎よ。

　ゴリビアちゃんの戦闘力は大いに助けになってくれるだろう。

「だが、正直いまのお前と比べれば、足手まといにしかならんだろう」

　そんなことないよ。めっちゃ頼りにしてるよ。心細いこの子犬を助けておくれよ。

「お前も分かっているようだな。私が戦力外であると」

　分かってないよ。バリバリ戦力になるよ。助けてよ。俺を助けてよ。

「そうだな。お前の言うとおり、私では助けにはなれない。だからせめて、お前のいない間はお嬢様を守る剣になろう」

　あっ、これもう完全に通じてねぇ。

　いつも肝心なときに会話が成立しないんだ、ゼノビアちゃんは。

「だから安心して行ってこい」

　むしろ、余計に安心できなくなったんですけど。

　ゼノビアちゃんは連れて行く面子メンツに入れるつもりだったんだけどなぁ。

　だって暇人だし、完全に選抜メンバーの条件に適合してるじゃん。

　うちで働いてないのは俺とゼノビアちゃんだけやで。

　良い笑顔のゼノビアちゃんに見送られ、俺はしょんぼりとお屋敷に戻った。
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　ゼノビアちゃんが付いてきてくれないことが判明して、落ち込んだ俺の毛並みがちょっとしなびた気がする。

　これはお嬢様になでてもらって、元気を取り戻さなければなるまい。

「わふー！（というわけで、お嬢様ー！）」

　俺はお嬢様に朝の挨拶をするべく、廊下を小走りに進む。

　お嬢様の病気が、魔王の封印の負担によるものと判明したわけだが、ヘカーテの薬は熱をしばらくの間はしっかり下げてくれるらしい。

　その間は普通にいつも通りの生活を送って大丈夫なようだ。

　苦しむお嬢様の姿を見なくて良かったが、これにも期限がある。

　過去へと俺たちを送る魔法をヘカーテが完成させ次第、魔王を倒しに行かねばならないだろう。

「わふわふ（まったく、可愛い子犬の俺がなんで魔王退治になんて行かないといけないのか）」

　ここは勇者のアルスちゃんの出番じゃないのか。

　聖剣を失ったとは言え、戦闘能力はゼノビアちゃん級で頼もしい味方になってくれそうだが、残念ながら俺はアルスちゃんの居場所を知らない。

　勇者に対するコンプレックスを克服したアルスちゃんは、今までのことの罪滅ぼしをするように、人に害をなさない大人しい魔物の保護や、そういった魔物を狙う怪しい密輸業者の摘発に尽力しているらしい。

　世界中を飛び回っているアルスちゃんを探し出すのは難しいだろう。

「わふーん……（これはマジで俺らだけで行くことになりそうだな……）」

　ちょっと不安になってきたわ。

　早くお嬢様に可愛がってもらって、この不安を解消しよう。

　お嬢様の部屋の前まで行くと、空になった食器を載せたワゴンと一緒にドアから出てくるところだった。

「わふわふ（あれはミランダさんとトアちゃんか）」

「「失礼いたします、お嬢様」」

　背筋を伸ばした美しいお辞儀をして、ふたりはドアを閉じる。

「先輩、お嬢様、お食事を残さず食べてくれましたねっ」

「ええ、昨日まで辛そうだったのが嘘うそのよう。ヘカーテ様には本当に感謝しないと。トアも夜通しの看病、ご苦労さま」

「いいえっ、お嬢様のお付きとして当然ですっ。先輩こそ、旦那様のお仕事もあるのに、こちらを助けていただいて……」

「良いのよ。あなたの仕事ぶりを確認するつもりもあったから」

「ひ、ひえっ……！　お、お手柔らかにお願いしますっ……！」

「冗談よ。あなたをお嬢様のお付きにして良かったと思ったわ。少し前までまだまだ半人前だと思っていたけど、今ではもう立派な当家の侍従よ。あなたを指導した者として鼻が高いわ」

　俺もトアちゃんの仕事ぶりを間近で見ている者として鼻が高いわ。ふふーん。

「あっ、ロウタ」

　おっと見つかってしまったようだ。この巨体が隠れるスペースなどどこにもないので当然だが。

「ロウタもお嬢様のお見舞い？」

　トアちゃんが俺を見上げながら、あごの下をなでてくれる。

「わんわんっ！（うっす！　お見舞いっす！　まぁ、お見舞いというか俺がなでられたいだけなんだけど）」

「退屈そうにしていらっしゃるから、お相手してあげてね」

「でも、騒がないように静かにね」

「わふっ！（任せてちょうだいよ！）」

　添い寝までサービスして、お嬢様の眠りを誘っちゃうよ。

　単に俺が一緒にお昼寝をしたいだけとも言うが。

　俺はミランダさんとトアちゃんと別れ、お嬢様の部屋に入る。

「わんわんっ！（お嬢様ーっ！　愛いとしのロウタが馳はせ参じましたよー！　ご機嫌うるわしゅうー？）」

　前足でドアを開けると、ベッドに上半身を起こしているお嬢様がいた。

「…………」

　しかし、その顔はこちらを向いていない。

「わふ？（あれ？　お嬢様？　大好きなロウタですよ？）」

　ベッドの反対側へ向かって、お嬢様のご尊顔を拝見しようとすると、お嬢様はまたぷいっと反対側を向いてしまった。

「わ、わふっ？（お、お嬢様？　ど、どうして、こっちを向いてくれないんですのん？）」

　怒らせるようなことを何かしました!?

「……ロウタ、昨日はどこへ行っていたんですか」

「わ、わふぅ（は、はわわ……朝帰りがついにバレてしまった……）」

　いつもはお嬢様が起きる前にはベッドに戻っていたから気づかれていなかったが、今日は寄り道をしすぎてしまった。

　みんなのごはんが美味おいしすぎるのが悪いんや。

「一緒に寝てくれなかったロウタなんて知りませんっ」

　ぷくーっとふくれっ面になるお嬢様。可愛かわいい。

　じゃなかった。早く許してもらわないと。

「きゅーんきゅーん！（ごめんよーごめんよー、お嬢様ー！）」

　昨日は流れで部屋から出されちゃったし、森で用事もあったからなぁ。

　お嬢様はあのあとすぐに寝たのかと思ったら、なかなか寝付けなかったようだ。

　熱を出してる間は、ずっと寝たきたりの状態だったもんな。

　熱が下がって元気になったら、そりゃ寝付けなくもなるか。

「きゅーんきゅーん（お嬢様ー、機嫌直して下さいよー）」

　俺は鼻をピスピス鳴らしながら、ベッドの左右を行き来し、お嬢様の顔を見ようとする。

「…………」

「きゅーんきゅーん（ひーんっ、怒らないでよお嬢様ー。もうやらないからー）」

「……反省しましたか？」

「わんっ！（はいっ、しました！　海よりも深く反省しましたっ！）」

「もうっ、お返事だけは良いんですから」

　お嬢様が俺のほっぺたを両手で引っ張ると、むにーっと伸ばす。

「許してあげます」

「わふーっ！（やったぜ。お嬢様の優しさは聖母のごとしや！）」

　お嬢様の寛大な心に、俺は尻尾を振って喜びを表す。

「じゃあ、仲直りしたところで行きましょうか」

「わふっ？（えっ？　行くってどこへ？）」

　お嬢様は寝間着を脱ぎ捨てて、動きやすい服装に着替える。

　お着替えするならメイドさん呼んできましょうか？

　それには及ばず、お嬢様は手早く着替えてしまうと、ファーが付いた帽子を手に取った。

「お出かけですっ」

「わふーっ!?（ええーっ!?）」

　でも、まだ病み上がりだし、外は結構寒いし、メイドさんたちが許してくれないと思うぞ。

『そうですか。元気になったのなら、溜たまった宿題を終わらせてしまいましょうか』とかミランダさんなら言いそうだし。

「せっかく元気になったのに、みんなまだ寝ていなさいって言うんです」

「わふん（そりゃそうでしょうよ）」

　俺だってそう言うよ。

　見たところお嬢様はすっかり元気になったようだけど、いくらヘカーテの薬が凄すごくても、もう一日くらいは休んでいた方が良いんじゃなかろうか。

「なので、抜け出しちゃいましょう」

「わふーっ!?（ええーっ!?）」

　まさかの無許可でお出かけだった。

「さぁ、ロウタ協力して下さい」

　こ、この俺に脱走幇ほう助じよをしろと……!?

　お、俺は正義の番犬ロウタ！　いくらお嬢様であろうとそんな悪いことの手助けはできませんぞっ！　見損ないますな！　メイドさんに今すぐ報告させていただきます！

「私に寂しい思いはもうさせないって約束しましたよね」

「わふっ……!?（うっ、それは……!?）」

　俺がこのお屋敷に来て、初めてお嬢様が熱を出したときに言った言葉だ。

『ロウタぁ……。どこへも行っちゃ嫌ですよぅ』

　俺はその言葉に『はいはい、もうどこにも行きませんからねー』と答えたのだった。

「わふっ！（約束しましたね！　はい！）」

「それなのに、ロウタはそれから何回勝手に出かけましたか？」

「わふー……（えー、ひーふーみーよー……。数え切れないですね……）」

　気づかれていないと思っていた夜中のお出かけも、しっかりバレていた模様。

　お嬢様がお勉強している間も、王都に出かけたり、ひとりだけ楽しんでしました。正直すまん。

「私のお願い、一つくらい聞いてくれますよね？」

「……わふ（……はい、喜んでー）」

　良い笑顔で窓を開けるお嬢様に、俺は降参の白旗の代わりにしっぽを振った。
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「わふー（良いのかなー。見つかったら大目玉食らいそうだよなー）」

　ミランダさんに怒られるの嫌なんだけどー。

「ロウター、風が気持ちいいですねー！」

　俺の背に乗ったお嬢様はご機嫌だ。

「わふー（まぁ、お嬢様が楽しそうだから良いか）」

　ミランダさんのお叱りは甘んじて受け入れようじゃないか。美人のメイドさんに叱られるのは一周まわってご褒美みたいなもんだし。

「あのときみたいでわくわくしますねっ」

　ああ、そう言えばこうやってお屋敷を脱走するのは初めてじゃなかったな。

　あのときは俺もまだそれほど体が大きくなかったし、お嬢様と並んでゆっくり歩いて湖に向かったんだ。

「前はこの辺りで疲れて帰っちゃったんですよね」

「わふわふ（ああー、そうでしたね）」

　お嬢様がお昼寝をしていた木を発見する。

　疲れたお嬢様がここで寝ちゃって、そしたら魔物の気配がしたので、勇気を出して追い払おうとしたら、ゲロビームでなぎ払うことになったんだ。

　あれで俺が狼おおかみですらないって気づくことになったんだよなぁ。

　あのときはここまで来るのに結構かかった気がしたけど、今の俺の脚だと数分もかかってない。

　これなら湖まであっという間だなぁ。

「懐かしいですねぇ」

「わふぅ（ですねぇ）」

　風を切って走る俺の上で、お嬢様が帽子を手で押さえている。

　目を細めているのは風が強いせいではなく、昔を思い出しているからのようだ。

「ねぇ、ロウタ」

「わふっ（はい、お嬢様）」

「……んー、やっぱり、あとで話します」

「わふー？（えー？　教えてくださいよー。気ーにーなーるー）」

「ふふっ、あとです。あと」

「わふー（ちぇー）」

　お嬢様はいたずらっぽく微笑ほほえむばかりだ。

　そして俺はお嬢様を背に乗せたまま、もちろん少しも揺らさないように注意を払いながら、湖に到着した。

「しばらく来られてなかったから、久しぶりに感じますね」

　最後にお嬢様と来たのは、ドリ子様ことエリザベスお嬢様が訪ねてきたときか。

　あのとき、湖でスケッチをすることになって、お嬢様が湖を背景にした俺たちの絵を描いてくれたんだ。

　抽象的すぎて俺には理解できなかったが、ドリ子様いわく、お嬢様は絵の天才らしい。

　王都に持って行かれたあの絵が今頃どういう評価を得ているのか、気になるところだ。

「わー、冷たい。これは入って遊ぶのは無理そうですね」

「わふっ（もう冬が近づいてますからねぇ）」

　前足をちょびっと湖の水面に付けてみるが、あまりの冷たさに思わず全身を身震いさせてしまった。

「あははっ、ブルブルってなりましたよっ」

「わふ？（え？　受けた？　もっかいやります？）」

　俺が再び前足を付けて体を震わせると、お嬢様のツボに入ったらしく、きゃらきゃらと笑った。

「ロウタ、ここで座って休みましょう。走って疲れたでしょう？」

「わふっ（いや、全然）」

　メアリお嬢様の重さなんてないに等しいし、夜中はこれの何十倍もの距離を走ってガロたちのところへ遊びに行ってるからな。

「わふわふ（しかし、お嬢様の背もたれという大事な役割があるからな。飼い主の背もたれになれるのは大型犬の特権ですよ）」

　この巨体ならば、背もたれどころか、ソファやベッドでも余裕だ。

　ふかふかモフモフの毛でお嬢様を包んでご覧に入れよう。

「ロウタは温かいですねぇ」

「わふふ（へへへ、そうでしょうそうでしょう）」

　腹ばいに寝そべった俺の脇腹にお嬢様がもたれかかってくる。

　俺の長い毛はお嬢様をすっぽり隠してしまった。

　冷えた湖から伝わってくる冷気も、ここなら通さない。

「ぬくぬくですねぇ」

「わふわふ（しっかり温まってくださいね）」

　俺の背中に乗っていたから下半身は温かかっただろうけど、吹き付ける風は冷たかっただろう。

　お嬢様のお鼻が少し赤くなっている。

「ふふっ、ロウタ、鼻水出てますよ」

「わふぇ？（あれ？）」

　寒いのは俺もだった。

　お嬢様が鼻水をハンカチで拭いてくれる。お嬢様は優しいなぁ。

「わふー……（はぁ、そんな優しいお嬢様ともしばらくの間お別れかぁ……）」

　こっちの人たちからすれば俺がいなくなる時間は一瞬だろうけど、俺の主観だと魔王を倒すまでどれだけかかるかさっぱり分からないもんなぁ。

　ああ、やだやだ。可愛かわいいペットに世界の命運を握らせるんじゃないよ。

「……ロウタ？　どうしたんですか？　今日はなんだか元気がありませんね」

「わふー？（そうですか？　お嬢様ったら気配り上手なんだから）」

　体が気遣いで出来てるのかな？

　お嬢様が俺の顔に手を伸ばしてきて、ほっぺたを両手でコネコネする。

「何か嫌なことでもあったんですか？」

「わふ（あると言えば、ありますかねぇ）」

　嫌ではあるが、やらないといけないからなぁ。

「嫌なことがあったら、吐き出した方が良いんですよ」

　その台詞せりふはお嬢様にこそ言いたいんだが。

　小さい頃にお母さんを亡くして、友達らしい友達もいないままこんな山奥の森で暮らして、絶対いやなことあるでしょう。

「私はロウタが来てからずっと幸せいっぱいです。嫌なことなんて何もありません。でも、ロウタがつらそうな姿を見るのは嫌です」

「わふー……（お嬢様……）」

　なんて、優しい子なんや。天使、いや女神を超えた優しさだ。

　俺をフェンリルに転生させたあのポンコツ女神より、よっぽど慈愛に満ちあふれている。

「さぁ、どうぞ。何でも話してください」

　むにーっとほっぺたを伸ばされる。

「わふ（まぁ、どうせ言葉は通じないし、ここは思い切って吐き出しちゃおっかな）」

　お嬢様は俺の思っていることを見抜いてくる鋭さはあるが、流石さすがに細かい言葉までは理解できないだろう。

　種族の壁は愚痴を吐くのに最適というわけだ。

「わふわふ（いやー、実は過去に戻って魔王を倒せって言われてるんですけど、ぶっちゃけ怖いんですわ）」

　しょせん前世は社畜の現世はペットですぜ。

　この高性能なフェンリルボディで魔王軍幹部を倒すことは出来たけども、その親玉ともなると、この力も通用しないんじゃないかと不安なのだ。

　上手うまく倒せたとしても、本当に今の時代に帰ってこれるのかとか。帰ってきたら未来が変わっていてお嬢様がいなかったりするんじゃないかとか。

　考え始めるとキリがない。どうしようもないから考えないようにしていたことが、言葉になって吐き出される。

　まぁ、我ながら小心者すぎて情けないが、俺はそういうやつなのだ。

「わふー（というワケなんですよ）」

　お嬢様の言うとおり、吐き出したら何かすっきりしたな。

　やっぱりお嬢様の言うことに、間違いはないな。ペットの心のケアまでしてくれるなんて、飼い主の鑑かがみやで。

「なるほど、そうだったんですね……」

　お嬢様が相あい槌づちを打ってくれる。

　言葉が通じていないのに、ドンピシャのタイミングだ。

　さすがお嬢様、俺との息はぴったりだな。

「ロウタが、魔王を倒しに……」

「わふわふ（そうそう、俺が魔王を倒しに……え？）」

　え？　なんで分かったのん？

　鋭いお嬢様とは言え、流石に話した内容までは分からんだろ。言葉が通じてないのに。

「ロウタ」

「わふ？（はい？）」

「ごめんなさい」

「わふ？（え、何が？）」

「私、ロウタの言葉が分かるんです」

「……………………。わふ？（……………………。え？）」

　沈黙がふたりの間に流れる。

　いや、いやいやいやいや。ないわー。

　そんなんあり得ませんわ。

　だって、あれでしょ？　俺の言葉が分かってたんなら、今までの俺の変態ペロペロ発言とかも全部聞かれてたってことでしょ？

　ないわー。めっちゃないわー。

「わ、わぉぉぉぉぉぉん!!（う、嘘うそだと言ってよお嬢様ーっ!!）」

　お屋敷の人たちはみんな俺の言葉が分からないと思ってたから、めちゃくちゃなこと言いまくっちゃったよ！

　ペロペロしたいとか。スリスリしたいとか。ナイスアングルですねとか。

　ペットの身分を利用した俺のお楽しみが全部バレていただと……!?

「わぉぉぉぉん！（殺せー！　いっそ俺を殺せー！）」

　恥ずかしさのあまり、俺はゴロゴロと地面を転がる。

「わわっ、ロウタ。大丈夫ですよ。ロウタの言葉が分かるのは私だけです。お屋敷のみんなには聞かれていませんよ」

「わぉぉん！　わぉぉぉぉぉぉん！（一番聞かれたくない人に聞かれてるんですよぉぉぉぉぉぉぉぉっ！）」

　てことは、あれかな。お嬢様には俺の正体もバレてたってことなのかな。

「はい、ロウタが犬じゃないことは最初から分かっていました」

「わぉぉぉぉぉぉんっ！（ノォォォォォォォォォォっ！）」

　必死になって犬のフリをしていたというのに、お嬢様には最初から気づかれていたというのか。

「ロウタと初めてお屋敷を抜け出したとき、わたし、途中で寝ちゃったでしょう？」

　来る途中通りかかった木の下でお昼寝してましたね。

「あのときも本当は起きていたんです。ロウタが犬じゃないことは分かっていましたけど、森を削り取っちゃうほどの強い力を持った魔物さんだとは思っていませんでした」

「……わふー……（……それまでバレてたんですね……）」

　何もかもお見通しじゃないですか……。

　てことは、お嬢様はそんなやべえ魔物だってことに気づいても、同じように接してくれていたのか。

　こんな凶悪な顔をしたビームを吐く狼おおかみとか、恐ろしいに決まっている。

　お嬢様はそれでも気づかないフリをして、俺を可愛がってくれていたのだ。

「ロウタの力を知っても、ちっとも怖くありませんでしたよ」

「……わふん？（……そうなんですか？）」

「はいっ、ロウタはとっても優しい子だって分かっていましたから」

　お嬢様の笑顔がまぶしい。こんなに良いご主人様なんていないぞ。

「落ち着きました？」

「……わふ（はい、お見苦しいところをお見せしました……）」

　お嬢様によしよしされて、俺はようやく平静を取り戻した。

「わふわふ（しかしお嬢様も人が悪いですぜ。もっと早く教えてくれても良かったのに）」

　どうりで意思疎通できまくると思ったわ。

　早い段階で知っていれば、変態発言も控えていたものを。

「ふふっ、ごめんなさい。言い出す機会がなくて。それにロウタが面白くて」

　んもう、お嬢様ったらいたずらっ子。

　俺は恥ずかしさで死にそうだよ。

　もう一回転げ回りたい気分である。

「でも、そうですか。お母様が亡くなる前に教えてくださったことは本当だったんですね」

　お嬢様の母君であるマリアンナ様は、お嬢様に封印を継承する前は自分が魔王封印を担っていた。

　そしてお母様の体に限界が来て、役目をお嬢様に移すときに、封印にまつわる話を聞いたらしい。

「私、半分くらいは信じていなかったんです。いえ、信じたくなかった。私の大好きなお伽とぎ噺ばなしが、嘘になってしまうから」

　英雄ロウタが仲間たちと魔王を倒す冒ぼう険けん譚たんは、お嬢様のお気に入りの本だ。

　何度も読み聞かせてもらった。

　確かにヘカーテから聞いた千年前の出来事は本の内容とはまるで違っていた。

　魔王は倒すことが出来ず、封印することが精一杯で、術者の寿命を削るその封印も、何代にもわたる継承で徐々に弱まって、もう限界が来ている。

「でも、本当のことだった」

「……わふ（……お嬢様）」

「ロウタ」

「わふ（はい）」

「ありがとう」

「わふっ？（えっ？）」

　ありがとうなんて言われるタイミングだったかな？

　さっきからろくでもないことばかり暴露しちゃってるんだけども。

　魔王の話も言葉が通じてないと思ってたからぶっちゃけちゃったわけで、お嬢様に聞かせる話じゃなかったよな。

　無駄に不安を煽あおることになっちまった。

　出来ることなら、お嬢様には何も知らないままでいて欲しかったぜ。

「ロウタはそうやって、みんなの知らないところで、沢山の人を救ってきたんですね。物語の五大魔将だって、ロウタが全部倒していたなんて」

　いや、そんな大層なことじゃないですよ。

　俺のペットライフを邪魔するから、仕方なくって感じです。

　全然、みんなを救おうとか考えてのことじゃないんで。

　どこまでも他力本願で自分本位なのが俺ですよ。

「ありがとう、ロウタ。きっとロウタがいなかったら、私は、私たちはもっと大変なことになっていたと思います」

　どうかなぁ。ヘカーテもいるし、きっと大丈夫でしたよ。

　だから、そんな恩に着るとかやめてくださいな。

　俺はあくまでお嬢様を楽しませるしか能がない可愛かわいいペットなので。

　今まで通りに接してくれると嬉うれしいなぁ。

「……ロウタはきっとこれからもずっとそんな調子なんでしょうね」

「わふっ（ですです。お調子者なのは変われませんぜ）」

「何でもないことのように、大変な問題に立ち向かって。きっとたくさん怖い思いもつらい思いもしたでしょうに、誰にも言うことなくみんなを助けてくれて……」

　いやいや、そんな重大な話じゃないから。

　このフェンリルボディがあればこその楽勝っぷりですよ。

　俺は基本ヘタレなんだから、このチートな体がなかったら、しっぽ巻いて逃げてるよ。

「だからって、怖くないわけじゃないでしょう？」

「わふ……（まぁ、それはねぇ……）」

　ぶっちゃけ普通に怖かったっす。

　レンやナフラがいるから、わりとおちゃらけられたけど、ひとりだったら確実に病んでたね。

「だから、ありがとうなんです。そして、知らなくてごめんなさい」

「わふわふ（それは違いますよ、お嬢様）」

　やっぱり俺は自分のためにしか行動していない。

　お嬢様に知って欲しくなかったのだって、俺が帰るべき日常がお嬢様と共にあるからだ。

　優しいお嬢様のペットの犬であることが、俺にとって一番幸せな状態なのだ。

　お嬢様たちのために何かを我慢して戦ったつもりはない。

　むしろ、俺の方こそ、こんな食費のかかる、図ずう体たいのデカい、ビームまで吐く得体の知れない魔物を飼ってくれてありがとうだ。

「ロウタ……」

　いやマジでありがとうございます。

　どう考えてもこんな犬いねーよ。お嬢様は正体が分かっていた上で知らないフリをしてたけど、お屋敷の人たちはまだ気づいてないってことだよね。

　フシアナアイすぎるのでは？

　お屋敷の人たちが重症だ。

　ヘカーテに目を診てもらった方が良いが、そのままの方が都合が良いので一生フシアナアイでいてください。

　お嬢様の綺き麗れいな青い瞳もフシアナアイにならないかなー。

　許されたとは言え、言葉が通じていた事実はダメージがデカすぎるんですけど。

　青い瞳をじーっと見つめていると、お嬢様がぽつりとつぶやいた。

「ロウタ、行かなくても良いんですよ」

　それは過去に行くなという意味だろうか。

　お嬢様に魔王の封印が解けかかってる話をしちゃったから、どういう状況か分かっていて言っているんだろう。

　封印が解ければお嬢様は死ぬし、復活した魔王によって世界は滅ぼされてしまう。

「ロウタはこれまでずっと頑張ってきたじゃないですか」

　頑張った自覚はまったくないのだけど、戦いたくないってのは本音ではあるなぁ。

「ロウタにずっと任せっきりで、私は何も知らなくて、そして最後もロウタに何もかも背負わせるなんて嫌です……」

「わふー（お嬢様……）」

「私、死にたくないです。もっと生きて、ロウタと遊びたい。お父様やお屋敷のみんなとずっと仲良く暮らしたい。エリザベスちゃんともっとお話ししたいですし、王都の学校にだって通ってみたいです。でも、でもっ、私のせいでロウタが危険な目に遭うのは嫌なんですっ！」

　俺を見上げるお嬢様の瞳に涙が浮かんでいる。

　こぼれ落ちそうになっているそれを、俺はペロリと一舐なめした。

　やったー。初ペロペロだー。

　ではなく。

　俺はお嬢様を見つめ返して答える。

「わふわふ（お嬢様、さっきも言ったけど、俺は世界を救うために魔王を倒しに行くわけじゃないんだ）」

　もっと言えば、お嬢様のためでもない。

　あくまで自分のためだ。

　この楽しいペット生活をずっと続けていくために、それを邪魔する魔王を倒しに行く。それだけの話なのだ。

　だいたいまだこっちに転生してきて半年ちょっとだぞ。

　半世紀はペット生活を楽しむつもりなのに、こんな始まったばかりで終わってたまるものか。

「わんわん（なので、お嬢様が気にする必要は一切ないのです）」

「ロウタ……」

「わふわふ（まぁ、ちゃちゃっと行ってパパッと帰ってきますから。なので、ありがとうでもごめんなさいでもなくて、お嬢様から言ってほしい言葉があるなぁ）」

「…………」

　お嬢様は目尻の涙をぬぐって、赤くなった鼻を少しすすって、それからとびきりの笑顔を俺に向けてくれた。
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「行ってらっしゃい、ロウタ。早く帰ってきてくださいねっ」

「わんっ！（行ってきます！　もう、ちょっぱやで帰ってきますわ！）」
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　そうは言っても、ヘカーテの準備がすぐ終わるわけではなく、俺たちが過去へ飛び立つ目処めどが立ったのはそれから数日後の夜だった。

「わふわふー……（しまらんなぁ……。わりと格好付けた感じに旅立てると思ったのに、あのあとも普通にお嬢様と遊んで飯食ってゴロゴロしてしまった……）」

「にゃーん（最後の思い出が作れて良かったですねー）」

「わんわん！（最後じゃねーし！　これからも思い出作りまくるし！　魔王なんざ秒速で倒してやるし！）」

「ちゅちゅー（うむ、さすがはぬし様なのじゃ。ぬし様の活躍、特等席から見物させてもらうのじゃ）」

「にゃー（お菓子持って来れば良かったですねー）」

「わふぅ……（あの、君たち。何しに行くの？）」

　お前らも一緒に戦うんだからね。なんで俺一人でやることになってるんだ。

　戦いになったら絶対の絶対に巻き込んでやるからな……。

　俺は固く決心し、お嬢様が寝静まったのを見計らって、ベッドからそろりと抜け出す。

「ロウタ……」

　お嬢様が俺のぬくもりを探して宙を掻かく。代わりに俺の体温が残った枕を預けると、安心したようにそれを抱きしめた。

「わふっ（さてと、行くか）」

　お別れの挨拶なんて必要ないぜ。

　魔王を倒して戻ってきたら、またお嬢様に添い寝をして元通りの日常生活だ。

「行くのか」

「ひゃふっ!?（ひょわっ!?）」

　いきなり背後から声をかけてきたのは、ゼノビアちゃんだった。

「わふー（びっくりさせないでよ、もー）」

　変な声でたわ。

　ゼノビアちゃんって、野生で生きるガロの背後を取るくらい、気配を消す達人だからなぁ。

　足も速いし、実は剣士より盗賊とかの方が向いているのでは。

　いや、致命的に方向音痴だから無理だな……。探索に出かけたら即迷子になるだろう。

「お嬢様やお屋敷の方たちのことは、私に任せろ。お前がいない間、必ず守ってみせる」

「わふわふ（まぁ、ヘカーテの時間移動の魔法なら、ゼノビアちゃんから見て一瞬で帰ってくることになると思うんだけど）」

　その心意気は買った。

　頼んだぜ、ゼノビアちゃん。

　自宅警備員の仕事をちゃんとまっとうするんやで。ニートの汚名返上の良い機会だ。

　俺は手を振るゼノビアちゃんと別れ、お屋敷の外まで出た。

「にゃー（それじゃあまずは、ヘカーテ様に指定された場所へ跳びますねー）」

　ナフラの空間転移で、景色が変わる。

　そこは大きな満月を背にした剣先崖のすぐ近くだった。

「ここに来るのも久しぶりだなぁ」

　最近やたらと懐かしい場所に行くことがある気がする。

　ここでムラムラしすぎて遠とお吠ぼえした結果、ガロたち魔ま狼ろう族と会うことになったんだよなぁ。

　あのときはビビりすぎておちょこ一杯おしっこ漏らしたんだっけ。

「ちゅー（それはわしと会ったときではないか？）」

　違うな。あれは全開で漏らしてたんだ。おちょこ一杯なんて可愛かわいいものじゃない。全力のお漏らしだった。

「ちゅちゅー（ひとの巣に押し入って自分の縄張りを主張するなど、これほど豪儀な男子おのこがいるのかと驚いたものじゃ）」

　まぁ、それお前の勘違いだけどな。普通に漏らしただけです。

「ちゅー（思えば、あれがぬし様に惚ほれた瞬間だったかもしれぬのじゃ……）」

　お前、惚れた理由が失禁で良いのか。

　照れた様子で前足を頬ほおに当てて、いやんいやんと身をくねらせるレンに俺はドン引きする。

　茂みを抜けて崖の手前に到着すると、大勢の森の仲間たちが俺を待っていた。

　魔狼族を筆頭に、俺が王都から連れてきた魔物やエルフたちもいる。

「ガウッ！（ロウタ様！　せめてお見送りだけでもさせてください！）」

「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　どうかご無事で！）」

　ガロの号令で、魔狼族たちが整列して道を空けてくれる。

「わふぅ（そういう大仰な見送りとか恥ずいんだけど……）」

　陰キャな俺はそういう注目を浴びるやつは苦手なのだ。

　二つに分かれた魔狼族たちの間を歩いて、崖先へ向かう。

「王様ー！　お気を付けてー！」

「これ、村のみんなで作ったパンです！」

「これはスープです！」

「これは山菜の煮付けです！」

「これは干した果実です！」

　エルフたちが押し寄せてきて、色々なお土産を持たせてくれる。

「わ、わふ……！（え、ちょ、そんな持てない……！）」

「にゃーん（まぁまぁ、空間魔法であとでしまっておきますから、今は受け取ってあげたら良いじゃないですか）」

「ちゅー（うむ、エルフたちの案ずる気持ちは受け取ってやらねばな）」

　確かにありがたいが、なんでお前らが偉そうなんだ。

　頭にパンを載せて、口にはスープの入った鍋を咥くわえて、体中には色んな食品がくくりつけられている。

「わふ……（なんやこれ……。電飾を付けたクリスマスツリーか）」

　満月のせいで俺の体がキラキラ輝いて、本当にそういう置物みたいになっている。

「いらっしゃい、ロウタくん。来てくれて良かったわ……ぷぷっ……」

「わふー……（笑っても良いぞ、ヘカーテ）」

　今の俺の格好はさぞかし滑稽なことだろう。

　チクショウめ。初めてこの崖に来たときのことを思い出す。あのときも首にぶら下げたソーセージのせいで面白いことになったんだ。

　今日はあのときより豪華な仕様だぜ。ピカピカ反射してめちゃくちゃ目立っている。

　なにそれ、まったく嬉うれしくない。

　崖先で待っていたのはヘカーテだけではなかった。

「明日も朝早いのに……、やるなら早くしてよねっ」

「ミラーカさん、あなた夜の一族なのにすっかり朝型の生活に慣れてしまって……」

　当家の使用人として働くようになった、元五大魔将のカーミラとリッチーがいる。

　今はメイドのミラーカちゃんと執事のリッチモンドさんだけど。

　お屋敷での使用人生活が板に付きすぎて、本当に魔王軍の幹部だったのかと疑いたくなるほどだ。

『……眠い……何でも良い……』

『まったく、今日は久しぶりに研いでもらって気分爽快だったというのに、吾わが輩はいに何用だというのだ』

　念波による声は、お屋敷の門に飾られているはずの石像と、おっさんのお気に入りの包丁から聞こえてくる。

　こいつらも元五大魔将だが、石像と包丁に封じられて以前の面影もない。

　本人たちは今の生活に非常に満足しているようだが、お前らマジでそれでいいのか。

「めうめうっ（久しぶりだな、我が伴侶よ）」

　最後の五大魔将はベヒモスだ。

　自ら進んでヘカーテに力を明け渡した変わり者だが、その理由が俺に惚れたからという。

　だからケモナーじゃないから、獣にモテても嬉しくないんだって！

「めうめう（余と会えなくて寂しかったか？）」

「わふっ（いや、全然）」

　何ならちょっと忘れてたくらいだ。

「めうめう（つれないところがまた余の琴線に触れるっ）」

　触れないでくれ。

　何を言っても好意的に受け取るところが最強すぎる。

「わふわふ（強つわ者ものすぎてお前のポジション奪われそうだぞ、レン）」

「ちゅー（ふん、何を言っても無駄なのじゃ。ぬし様の旅に付き合えるのはわしの方！　そこのナフラもどきは大人しく留守番しておるのじゃ！）」

「にゃーん！（ナフラもどきとか、どっちに対しても失礼ですーっ！　レン様ひどいー！）」

　いかんな。帰ってきたらベヒモスを含めて三馬鹿ではなく四馬鹿になりそうな気配がする。

　俺の背中のスペースがどんどんこいつらの住すみ処かになっていくぞ……。

「この子たちには魔法陣の支柱になってもらうの」

　ヘカーテが杖つえを握って言う。

「わふっ（えっ、それは生贄いけにえ的な？）」

　俺の質問を聞いたミラーカちゃんたちがすくみ上がる。

　わりと冗談で言ってみたんだが、ミラーカちゃん的には、ヘカーテはやりかねない相手に思えるようだ。

「それでも良かったんだけどねぇ」

　やめてやれよ。ミラーカちゃん泣いちゃってるじゃん。

「魔法陣を構築するのにあの子たちの魔力を使ったからね。あくまで融和性の高い触媒としていてもらうだけよ。特に体に負担がかかることはないわ」

　ヘカーテの言葉に、ミラーカちゃんとリッチモンドさんはあからさまにほっとしている。あいつらヘカーテに何されたんだろう。

「それじゃあ、各々魔法陣の支柱まで跳んでもらうわね」

　ヘカーテが杖を振ると、元五大魔将たちの足元が白く発光する。

　森の各地に仕込まれた魔法陣の支柱部分に行くのだろう。

　跳ばされる前にミラーカちゃんがこちらを睨にらみつけるように言う。

「まぁ、その、なに。あんたに関わって酷ひどい目に遭ったけど、今の生活はわりと気に入ってたりするから、礼は言わないけど恨みもしないわ。精々、魔王様に殺されないように気をつけるのね」

「ほっほっほっ。私もミラーカさんと同じ思いです。魔王様のことは相変わらず靄もやがかかったように思い出せませんが、今の私はファルクス家の執事。あなたのご無事をせめてお祈りいたしましょう」

　ミラーカちゃんに続いて、リッチモンドさんが祈るような姿勢を取り、ふたりの姿が消える。

『ずっと眠れるようにしてくれた……。感謝……』

『吾輩を振るえる最高の使い手を用意してくれたことには、吾輩礼を言うぞ！』

　ギガースとベリゴールもまた、俺に礼を言って姿を消す。

「めうめう（余はいつまでも待っておるぞ。必ず無事に戻ってくるのだぞ、我が伴侶よ！）」

　伴侶じゃないけど、ありがとうな。友達としてならお前とは仲良くなれそうな気がするわ。

　最後に残ったベヒモスも消えてしばらくすると、森の各地から光の柱が立ち上った。

「さぁ、ロウタくん。覚悟は良いかしら」

「わふわふ（覚悟なんて最初から決まってないけど、まぁ行ってくるわ）」

「ちなみに私は行けないから、案内はナフラに頼んでね」

「わふっ!?（えっ!?　聞いてないんですけど!?）」

　こんな直前になってから言う!?

　ヘカーテまで来てくれないなら、世界の命運をこの三馬鹿に託すことになるんだぞ！

　良いのか、おい！

　自慢じゃないが俺たちはポカをやらかすことにかけては一流だぞ！

　俺たちがポンコツなせいで世界が滅ぶ！　あかんやつでしょこれ！

「ごめんなさいね。過去の私と現在の私が遭遇するとどうなるか分からないし、なるべく不安要素は消したいのよ」

　俺たちだけで送る方がよっぽど不安要素が強いと思うんですけど!?

　ヘカーテという保護者が付いて来られないと知って、途端に不安になってきた。

　え、頼りになる俺の仲間は、ネズミと猫だけ？

　俺の保有戦力、低すぎぃ！

「ちゅー！（ネズミではない！　古き蒼竜ブルードラゴンレンヲヴルムじゃ！）」

「にゃー！（私だって、錬金術の結晶であるホムンクルスのナフラですよー！）」

　そう言えばそうだった。

　だって、こいつら能力を使うことが滅めつ多たにないからなぁ。

　ナフラの空間魔法は移動に便利だけど、あとは厨ちゆう房ぼうに盗みに入ったりとか。戦闘能力関係ない。

　レンに至ってはマジで食っちゃ寝するだけだし。

「ちゅー！（それは戦いの場におらぬからよ！　しっかと眼まなこを開けてわしの活躍を見るが良いのじゃ！）」

「にゃー！（ナフラもヘカーテ様に過去の情報は教えてもらっていますよ！　道中の道案内はお任せ下さい！）」

　おお、珍しくふたりがやる気に満ちあふれている。

「わんわんっ！（分かった。そこまで言うのなら見せてもらおうじゃないか。お前らが役に立つということをっ！）」

　そして俺はお前たちの背後に隠れて安全に旅をさせてもらうっ！

「ロウタくんは何を考えているか、本当に顔に出るわねぇ」

　あれっ、また魂胆がバレてる？

　やだなぁ、さすがに今回は俺もやりますよ。ははは。あわよくばレンたちで倒してくれるんじゃないかななんて思っていませんよ。ははは。

「…………」

　すみません、思っていました。

　無言の圧力がつらいと思っていたら、どうやらそうではないようだ。

　ヘカーテの視線は俺の首元に注がれている。

「ロウタくん、どんなに無む茶ちやをしても、その首輪はなくさないようにしてね」

「わふ？（首輪？　そりゃヘカーテにもらったものだから、大事にするけども）」

　犬に擬態するため首輪を欲しがる俺に、ヘカーテがわざわざ作ってくれたのだ。

　伸縮自在で、俺が巨大化しても千切れない優れものだ。

　ヘカーテにもらって以来、肌身離さず付けている。

　いや、ちゃんとお風呂に入るときは外して洗ってもらってるから臭くはないよ？

「それはロウタくんの魔力を吸い上げて溜ためておく道具なの。半年近い時間をかけて、ほぼ満タンまで溜まっているわ」

「ちゅー（何かの魔道具であることは分かっておったが、これはそんなものじゃったのか）」

　そう言えば、レンはヘカーテの首輪のことを疑っていたな。俺は別に気にしてなかったけど、俺の魔力を吸い上げていたのか。

　まったくそんな自覚はなかったわ。

「それはロウタくんの魔力が異常に多いせいねぇ。少しずつと言っても、並の魔物ならすぐに干ひ涸からびてしまうぐらいの量を吸い上げていたんだけど」

　なにそれ怖い。そりゃレンも気配を察知して警戒するわ。

「その魔力はこっちの時代に帰ってくるときに必要になるの。行きは魔力溜まりや五大魔将の魔力を使って過去に跳ばすけど、帰りはその魔力がない可能性の方が高いわ」

　確かに、ヘカーテの言うとおりだ。

　それでも俺の魔力だけで足りるんだろうか。

「未来から過去へ送るには膨大すぎる魔力が必要で、あなたたちを千年前まで送るのが精一杯。だけど、過去から未来へ跳ぶのであれば時の流れに逆らわない分、今より少ない魔力で帰ってこられるはずだわ」

　なるほど、俺にはその辺の理屈はよく分からないが、ヘカーテが言うならそうなんだろう。

「送還の魔術は過去の私に行ってもらってちょうだい。当時の私はまだ未熟だったけど、それは知識がなかったからよ。ナフラに私の研究結果を刻んでおいたから、過去の私なら読み取れるはずよ」

　なるほど、若いヘカーテに時間魔法を使ってもらうのか。

「……今は若くないとでも言うのかしらぁ」

「わふっ!?（そんなこと言ってないでしょ!?　ていうか、いま口に出してなかったよね!?）」

　そんなに分かりやすいか、俺。

　でも、それなら確かに魔王を倒したあとにこっちへ戻ってこれるな。

「それでもロウタくんの魔力を溜め込んだその首輪がないと魔術を発動することは難しくなるはずよ」

　それは怖いな。

　魔王をせっかく倒しても、こっちの時代に帰って来られなければ本末転倒だ。

　俺はお嬢様との幸せなペットライフを守るために行くのだ。

「だから決してなくさないようにして。あなたたちが帰ってきて、初めてこの計画は成功と呼べるのだから」

「わふっ！（押お忍す！　肝に銘じるっす！）」

　背筋を伸ばして応えると、ヘカーテは頷うなずいて杖を大地に突き立てた。

　そして、ヘカーテが呪文の詠唱を始める。

「ヤラ……フェオ……オセル……ケン……イス……エオー」

　広げたヘカーテの両腕から複雑な文様が宙に向かって伸び始める。

「ちゅー（立体魔法陣……！　これほどの術式、いったい何年かければ編み出せるというのじゃ……！）」

　レンが俺の頭の上で驚いている間にも、魔法陣は組み上げられていく。

　何層にも重なった魔法陣は、円から球へと形を変え、その光を強めていく。

　低い地鳴りのような音がして、その魔法陣に穴が開いた。

「行って、ロウタくん。あの穴の先が千年前に繋つながっているわ」

　剣先崖から飛び降りた先に、その穴は俺たちが通るのを待っている。

「わんっ！（おう！　ここまでありがとうなヘカーテ！　魔王を倒して、過去を変えてくるぜ！）」

　お前の友達が死なないように、お前が苦しむことになった長い時間を楽しいものに変えられるよう、俺なりにやってみるわ。

「ちゅー！（さぁ、行くのじゃ、ぬし様よ！）」

「にゃー！（道中の制御はナフラにお任せあれー！）」

　俺の背中にしっかりつかまったレンとナフラを乗せて、俺は崖を走り出す。

「わふー！（うひょー！　怖ぇぇぇぇぇぇっ！）」

　高い剣先崖から飛び降りるのは中々の恐怖だ。

　ヒモなしバンジーとはまさにこのこと。

　穴に向かって飛び出すと、すかさずナフラが浮遊魔法で俺たちを覆う。

　そして、無事に穴を通過した。

　穴を通る瞬間、後ろを振り向くと、俺を見送るみんなの姿と、汗だくで時間魔法を行使し、それでも俺の無事を祈って微笑ほほえんでくれるヘカーテの姿が見えた。

　そして、穴の暗闇は俺たちを包み込み、視界は完全に闇に閉ざされた。
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　長いような短いような、まったく何も見えない闇の中を、俺は浮遊している。

　この暗闇の先には千年前の世界が待っているのか。

　怖くはあるが、ちょっとわくわくもしている自分がいる。

　千年前のこの辺りってどうなってたんだろうなぁ。

「にゃーん（そろそろ着きますよー）」

　ナフラがそう言うと、暗闇の向こうに白い点が見えた。

「ちゅー（あれが出口のようじゃな）」

　白い点は見る見る間に大きくなり、暗闇に慣れた俺の目にはそれが眩まぶしすぎて思わず目を閉じる。

　そしてその先には──

「にゃーん（はい、到着ですー。足元にお気を付け下さーい）」

　バスガイドさんのようなことをナフラが言って、足の裏に地面を感じる。

　眩しさにおそるおそる目を開けると、そこは、森だった。

「わふー？（あれー？　何にも変わってなくないか？）」

　いつもの森じゃん、ここ。

　魔王がこの近くにいるんでしょ？　なんかもっと荒れ果ててたり魔物が跋ばつ扈こしていたりするのかと思ったら、そうでもないようだ。

「わふ（あ、でも崖がねえや）」

　振り返ると、俺たちが飛び降りた剣先崖がない。

「にゃーん（ちょっと場所もずれちゃったみたいですねー。でもちょうど良い場所に出られたみたいですよ）」

「わふん？（そうなの？）」

　ナフラと違ってヘカーテから過去のことを詳しく聞いていない俺には良い場所なのかどうかも分からない。

「ちゅー（ぬし様よ。やはりこの森には魔王がいると思って良さそうじゃぞ）」

　レンが何かを感じ取ったのか、毛を逆立たせて警戒している。

「ちゅちゅー（瘴しよう気きの濃さが千年後とは全く違うのじゃ。まるで巨大な魔物の腹に収まったかのようじゃ）」

　そうなのか。俺は全然何も感じないが。

　クンクンしてみるが、別に臭いもいつも通りって感じだ。

「ちゅー（この重圧も意に介さないとは、さすがぬし様じゃのう）」

「にゃー（鈍感さんなだけかもしれないですけどねー）」

　うるせー。可愛かわいいペットに瘴気を感じろとか、難易度の高いことを言うんじゃないよ。

「わふわふ（とりあえずこれからどうするんだ？　魔王をすぐに倒しに行けば良いのかね）」

　それが最短の道筋だろう。

　魔王さえ倒してしまえば、お嬢様の一族が封印を続ける運命が確実に変わる。

「にゃーん（あまり過去を変えすぎてしまうと、ヘカーテ様でも修正が難しくなると思いますよー。それにまずこの時代のヘカーテ様に会って事情を話さないと）」

　ああ、そうか。魔王を倒した後、俺たちのいた時代と齟そ齬ごをなくしてお嬢様が生まれるように修正するためには、ヘカーテの協力が不可欠だった。

　千年後も生きているのはヘカーテだけだもんな。

　あいつに会わないで魔王だけを倒しても意味がないのか。

「にゃーん（幸いにして、ちょうどいま降りたのが、ヘカーテ様たちがすぐ近くにいる場所なんですよー）」

　まじかよ、そういう情報は早くちょうだいよ。

「わふっ（どっちだ？　ナフラ、案内頼む）」

「にゃー（承知しましたー）」

　俺はナフラの案内に従って、森を駆け抜ける。

　確かに言われてみれば、千年後の森に比べてちょっと空気が重いような気はする。

　それに遠くから魔物の気配を感じる。

　俺たちが何者か分からず、様子を窺うかがっているのか近づいてくるつもりもないようだが。

「ちゅー（わしら、これでも魔物じゃからな。人間がこの森にいれば問答無用で襲いかかってくるじゃろうが、同じ魔物なら積極的に敵対はしてこんのじゃろう）」

　なるほど。誰が魔物だ。

「にゃー（ロウタさんですねー）」

　知ってるわ。認めたくないけども。

　進み続けていると、にわかに森が騒がしくなってきた。

「わふっ（なんだ、この音）」

　鋼がうち合わさるような音とともに、何かが吠ほえ猛たけるような声まで聞こえてくる。

「ちゅー（何者かが襲われているようじゃな）」

　魔物同士の争いを積極的に起こすことはなくても、人間がいれば問答無用で襲いかかる。

　レンはさっきそう言っていた。

「わふー！（それってつまり、この先にいるヘカーテが襲われてるってことじゃねーの!?）」

　やべえ、急がないと。

　俺は走る速度を上げて、音の元へと走り抜けた。
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　戦いは絶望的だった。

　聖女アイリーンを守る騎士の一団は負傷し、半数がすでに戦力外だ。

　今も魔王軍の幹部ですらない魔物に手こずって、負傷者の数を増やしている。

　魔王の本拠地が近づいているだけあって、生息している魔物の強さも桁違いだ。

「いったん下がって！　後列は前進！　大盾で攻撃を防いで！　私が魔術を発動するまでの時間を稼いで！」

　そう叫ぶのは若きハイエルフの魔術師ヘカーテ・ルルアルスだった。

　本来、騎士団を率いるはずの団長はずっと前の戦いで戦線を離脱している。

　唯一、魔王領の魔物を倒せるヘカーテが指示役になるのは無理からぬことだった。

　ヘカーテたちを襲っているのは、双頭を持つ亜竜アンフィスバエナだ。

　真性の竜ではないとは言え、魔王から供給される瘴気を存分に吸ったアンフィスバエナは、本来の数倍の強さをもって騎士たちをなぎ払った。

　尻尾の一撃で大盾は容易たやすくひしゃげ、騎士たちはなすすべもなく吹き飛ばされる。

「ＧＯＲＵＲＵＲＵＲＵＲＵ……」

　アンフィスバエナがこちらを睨にらみつけてくる。

「くっ、まだ魔術の完成が……！」

　この双頭の亜竜を倒す高位魔術の発動には、まだ数秒の時間がかかる。

　アンフィスバエナの攻撃を一度躱かわすことが出来れば、その時間も出来るだろう。

　しかし、ここを退くわけにはいかない。

　ヘカーテの背後には聖女アイリーンが乗る馬車がある。

　聖女を何としても魔王の元へと送り届けるのがヘカーテたちの任務だった。

　だが、このままでは万事休すだ。

　この亜竜を倒すには一手が足りない。

　あと寸すん毫ごうの時で良い。誰か時間を稼げる者はいないだろうか。

　目線だけで周囲を見渡すが、そんな者はどこにもいなかった。

　騎士たちはみな傷つき疲れ果て、こちらの防御には間に合いそうにない。

　だが、ヘカーテは詠唱を止やめない。最後の一瞬まで諦めてなるものかと、アンフィスバエナを睨みつける。

「ＧＯＲＵＲＵＧＡＡＡＡＡ！」

　アンフィスバエナが双頭の顎あぎとを大きく開け、その牙をもってヘカーテを引き裂こうと襲いかかってくる。

　魔術は間に合わない。ヘカーテは最後に見る景色が毒々しい色をした亜竜の口の中だと思うと辟へき易えきした気分になった。

　だが、それはヘカーテが最後に見る景色ではなかった。

　視界の端に映ったのは、白銀の閃ひらめき。

「わふー！（どっこいしょー！）」

　間の抜けたかけ声とともに飛び出してきた白銀の塊は、亜竜にぶつかり、大きく弾はじき飛ばした。

　民家の屋根を越す巨大な亜竜の質量を弾き飛ばす、凄すさまじい突進力。

　それが何者なのかヘカーテは知りたくなったが、今は目の前の敵を倒すのが先決。

「風獄シルフイード斬裂撃・セイヴアーっ！」

　無数の風の斬撃がアンフィスバエナを切り刻む。

「ＧＯＲＵＲＵＲＵＡＡＡＡＡＡ!?」

　全身から紫色の血しぶきを上げて、亜竜は大地に倒れ伏した。

「ハァっ……ハァっ……」

　窮地を乗り切ったヘカーテは、息を荒くついて膝を突いた。

「いや、まだよ……」

　ヘカーテは顔を上げる。

　アンフィスバエナは倒したが、乱入してきた白銀の塊が何者か分からない。

　ヘカーテは杖つえに寄りかかりながらも何とか身を起こし、乱入者を睨みつけた。

「わふ？」

　こちらの強い視線に対し、キョトンとした表情を返してくる。

　白銀の毛並みを持つ巨大な狼おおかみだった。

　尻尾を振って、まるで敵意などないかのようだが、今のはまさかこちらを助けてくれたというのだろうか。

　だが、油断は出来ない。魔物は人間に対して敵意を持つ。

　個体差は大きいが、魔王の瘴気に浸った魔物は凶暴性を増す。

　この狼は正気を失った魔物特有の赤い目にはなっていないようだが、だからといって襲いかかってこない保証はない。

「立て続けの攻撃魔術は疲れるんだけど……！」

　杖を掲げてヘカーテは魔術を構築する。

「わ、わふっ!?（ちょ、待って待って！）」

　白銀の狼が慌てたように声をかけてくる。

　人語を解するのは強力な高位の魔物の証明だ。

　先手必勝で倒すしかない。

　杖の先に魔術を灯ともすヘカーテ。慌てる白銀の狼。

「おやめなさい!!」

　それを止めたのは、馬車の中から現れた、美しい少女だった。




　　　　†　†　†




「わ、わふっ!?（ちょ、待って待って！）」

　助けたのに、なんで敵扱いなの!?

　ここはキャー素敵、モフモフさせてー！　ってなるパターンじゃないの!?

　急いで森を抜けた俺たちは、巨大な魔物に襲われている一団に遭遇した。

　とりあえず彼らを助けるために体当たりで時間を稼いだのだが、その魔物を倒した魔術師がこちらに敵意満々なのだ。

　ぶかっとしたローブを着て、フードを深々と被かぶった姿は男か女かも分からない。

　しかし、こちらに向けてくる殺気は本物だ。

　助けたのにー！　恩を仇あだで返されるとはこのことやで！

　敵意がないことを伝えるため、俺は精一杯の無害アピールを決行するが、まるで効果がない。

　このつぶらな瞳と大きく振られる尻尾を見ても騙だまされないだと、なんて冷酷なやつなんだ。こいつはきっと人の心がないに違いない。

「わふー！（動物虐待反対ー！）」

　俺の必死の呼びかけも虚むなしく、魔術師の攻撃魔術が発動する。

「おやめなさい!!」

　うおっ。びくってなった。

　突然響き渡った声に、魔術師も驚いて動きを止めている。

　そこまで大きな声じゃなかったけど、よく通る綺き麗れいな声だ。

　カリスマ性を感じるぜ。それにこの声、どこかで聞いたことがあるような気もする。

　声は、魔術師の背後にある馬車の中から発せられたようだった。

「アイリーン……」

　魔術師がつぶやく。

　あれ？　落ち着いてみると、この魔術師の声にも聞き覚えがあるぞ。

　俺が疑問を重ねていると、馬車のドアが開いて、中から人が出てきた。

　砂金を流したような美しい髪に、海のように深い青の瞳。全てを包み込むような優しい微笑ほほえみを浮かべた少女が、そこに立っていた。

「わ、わ、わ……（え、っていうか、あなたは……）」

　俺は馬車から出てきた人物に見覚えがあった。

　めちゃめちゃ見覚えがあった。

　だって彼女は──

「わっふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!?（お嬢様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?）」
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　車輪が壊れ、傾いた馬車の中から、白い衣装に身を包んだ少女が降りてくる。

「危険はありません。杖を収めて下さい」

「アイリーン、様……。ですが……！」

「大丈夫です。彼からは悪意を感じません」

　せやせや、こんなつぶらな瞳の可愛かわいいわんこを攻撃しようなんて、罰が当たるで。

「……分かりました」

　少女が言うと、魔術師は術式を解除して杖を下げた。

「わふー……（ふう、怖かった……）」

　俺は改めて場を取り成してくれた少女を眺める。

「わふわふ（あの娘こ、どう見てもお嬢様のご先祖様だよな）」

　そっくりってレベルじゃねぇ。

　ビックリして思わず叫んじゃったわ。

　普段からお嬢様のそばで暮らしている俺が見間違うレベルのそっくりさんだ。

　年齢的にはお嬢様より少し上だろうか。

　背も高いし、あちこち育っている。お嬢様がそのまま何年か成長したらこんな姿になるだろう。

　魔術師がアイリーンって呼んでたし、名前的にもご先祖様で確定だな。

「そちらへ行っても良いですか？」

「っ、アイリーン様、危険です！」

　少女が俺に向かって歩いてくるのを、魔術師や騎士たちが止めようとする。

　しかし少女が静かな視線を向けると、自らの発言を恥じ入るように片膝を突いた。

「助けてくれて、ありがとうございます」

　そう言って少女が手を差し出してくる。

「わ、わふー？（えっと、どういたしまして？）」

　俺は犬なのでその手にキスするわけにもいかず、頭を差し出してみる。

「ふふっ、先ほどまでの猛たけ々だけしい姿が嘘うそのように可愛らしい方ですね」

　少女は微笑んで、俺の頭をなでてくれる。

　わーい、よしよししてくれたー。

　この種族にこだわらない優しさ、間違いなくお嬢様の血筋を感じる。

「わふわふ……？（ちなみに俺が言っていることは、聞こえてたり……？）」

「はい、明瞭に」

　ああ、やっぱりね。お嬢様が聞けるんだもん。そのご先祖様だって聞けるよね。

　今回は変なこと言わないように気をつけよっと。

「私は、アイリーン・ファルクスと言います。私たちを救って下さったあなたのお名前をお聞きしても良いですか？」

「わふっ（ロウタです）」

　あなたの子孫が付けてくれた名前です。良い名前でしょ。

「ちゅー（わしはレンヲヴルムじゃ）」

「にゃー（私はナフラと申しますー）」

　続いて俺のたてがみからぴょこんと出てきた二匹も、アイリーン様に挨拶した。

「ふ、増えた……!?　め、面妖な……！」

　少し下がった場所にいる魔術師が、こちらを見て引いている。

「ヘカーテ、失礼ですよ」

「も、申し訳ありません」

　やーい、叱られてやんのー。

　って、今ヘカーテって言った？

「ですが、この者たちはあまりに怪しすぎます。アイリーン様のおっしゃるとおり敵意はないことは分かりましたが……」

　魔術師が深々と被っていたフードを脱ぐ。

「私はまだ信用しておりません。お前たち、アイリーン様に不ふ埒らちな真ま似ねをすればただではおかないわよ」

　俺はその顔を見てびっくりした。

「わ、わふん!?（へ、ヘカーテ!?）」

　銀色の髪に、翡ひ翠すい色の瞳。

　俺の知るヘカーテより、少し背も低いし胸もないが、間違いなくヘカーテ本人だ。

「わふわふ……（ここでヘカーテに会えるのか……）」

「にゃー（ナフラの案内は正確でしたでしょう？）」

　ナフラがふふんと得意げに胸を張る。

　そうだね。俺らはもともとヘカーテを探してたからね。もう少し平和的に出会いたかったけどね。

「私を知っているの？　お前たち、いったい何者なの？」

「わふわふ（えーと、いったいどこから話せば良いのか）」

「……分かった。話なら私が聞くわ。アイリーン様は申し訳ありませんが、怪我けがをした者たちの手当てを」

「はい、任せて下さい」

　さっきの魔物たちとの戦いで、騎士たちはみんな重傷を負っているように見える。

　アイリーン様は彼らの元へと歩み寄ると、そっと傷口に手をかざした。

「おお、痛みが嘘のように消えて……」

「傷を塞いだばかりなので、まだ動いてはいけませんよ」

「ありがとうございます、聖女様……！」

　怪我を癒いやしてもらった騎士たちは涙を流してアイリーン様に感謝する。

「にゃふー（すごい回復魔法の腕ですねー）」

　ナフラも回復魔法を使えるが、こいつから見てもアイリーン様の腕前は大したものらしい。

　魔王を封印する能力以外にもすごい才能を持ってるんだなぁ。

「ここにいては治療の邪魔になる。話ならこちらで聞くわ。念のため言っておくけど、怪しい動きをしたらすぐに……」

　若いヘカーテが杖つえの先に魔力を集めて脅しをかけてくる。

「ヘカーテ」

　治療を続けるアイリーン様がこっちを怒った目で見ている。

「も、申し訳ありません……」

　ザマァ。こっちにはアイリーン様がついとるねんぞ！　脅しても無駄だぞ！

「にゃーん（虎の威を借るなんとやらですねぇ）」

　ふふふ、他力本願こそが俺のポリシーよ。権力を持っている相手には全力で媚こびていく所存。

　俺たちはヘカーテに連れられて、少し離れた場所に腰を下ろした。

「助けてくれたことには礼を言うわ。だけど、お前たちの正体が全く分からない。魔王領にいる魔物のくせに、なぜ我々を助けてくれたの？　それに私のことを知っているようだけど、それはなぜ？　この密命を帯びた遠征は誰にも知られていなかったはずなのに」

「わふわふ（それには込み入った事情があるんだけど……、困ったな。マジで何から話せば良いんだ）」

　未来から過去を変えにやって来たと言って、素直に信じてもらえるだろうか。

「にゃーん（ロウタさんロウタさん、口で説明するより早い方法がありますよ。若くともヘカーテ様なら分かるはずです）」

　なるほど、さすが便利キャラ。ぜひその方法でやってちょうだいよ。

「にゃーん（ヘカーテ様、ナフラめの目を見ていただけますか？）」

「なに？　瞳から直接情報を読み取れというの？　出来ないことはないけど、魔物のお前がなぜそんな技術を……」

「にゃーん（まぁ、良いから良いから。それも全部情報を受け取って下されば分かりますから）」

「……分かったわ。でも、妙な真似をしたら」

「わふわふ（はいはい、そのやりとりはもう飽きたから）」

　俺がうながすと、ヘカーテは溜ため息いきをつき、触れそうなくらいナフラに顔を近づけ、その瞳をのぞき込む。

　ナフラの青の瞳と、ヘカーテの翡翠の瞳が、お互いの輝きを反射し合って、次第に色が混ざり始めた。

「く……ぅ……」

　言葉で話すよりも膨大な量の情報をナフラから受け取っているのか、ヘカーテの額に汗が浮かんで苦しそうだ。

　数分ほどふたりはそのまま見つめ合い、瞳の輝きが元に戻る。

「……はぁっ、はぁっ……！」

　よほどの負荷がかかったのか、ヘカーテは荒く息をついて両手を地面につく。

「わふわふ（ヘカーテ、大丈夫なん？）」

「にゃーん（未来のヘカーテ様から預かってきた諸もろ々もろの情報を、圧縮して送りつけましたからねー。ヘカーテ様以外がこれを受けたら脳が焼け切れると思いますー）」

　さらっと怖いことを言うんじゃないよ。

「わ、わふ……（だ、大丈夫か、ヘカーテ？　つらいなら少し休むか？）」

　ソファの代わりなら任せてくれ。さぁ来い。受け止めてやる。

「ろ、ロウタ、くん？」

　お、未来のヘカーテの呼び方で呼ばれた。

「ナフラ、に、レンちゃん……」

　記憶の確認をするように、ヘカーテは俺たちの名前を呼んで、その顔がハッとする。

「なんてこと……！　このままじゃ……！」

　千年後からのメッセージを受け取り、これから起きる事実を知ったのか、ヘカーテは嘔おう吐と感を堪こらえるように口を押さえて震えている。

　本当に大丈夫なんだろうか。かと言って俺に出来ることはこのモフモフを提供することくらいなんだが。

「……見苦しいところを見せたわね。もう大丈夫よ」

　しばらく苦しんでいたヘカーテだったが、呼吸を整えて立ち上がる。

「未来の私に記憶を乗っ取られたワケではないけど、何年も一気に老け込んだようにも感じるわ。例えるなら他人の千年分の人生を本で読まされたような感覚ね。何億というページを一気に読まされて気分が悪いわ」

　それって気分が悪いで済む話じゃないと思うんですけど。

　マジでヘカーテじゃなかったら頭がパーンってなってそうだ。

「そう、でも、分かったわ。未来の私もとてつもないことを考えたものね。ロウタくん、ナフラ、レンちゃん。未来から助けに来てくれてありがとう」

　いやいや、まだ何も出来てないから、礼を言うにはちょっと早いぜ。

　さっきの魔物との戦いも、俺たちが来てなくても何とかなっていただろうしな。

　むしろ余計なことをして、未来へ続く流れに干渉してしまったかも知れない。

　魔王を倒す以外のことは、なるべく本来の流れの通りに動かないと、お嬢様が生まれる未来まで変わってしまうかも知れないからだ。

「わふわふ（助けに来たのは良いんだけど、俺はそこまで詳しい事情を知っているわけじゃないんだ。今のヘカーテたちの状況を教えてもらえると助かる）」

「分かったわ。魔王を倒し、未来を変えるまでは、まだ時間の猶予がある」

　そして、ヘカーテは俺の知らない千年前の世界のことを教えてくれた。

　いま現在、この世界は滅亡の危機にあった。

　突如辺境から大発生した魔物の大群が世界中の国々を襲い、人々は抵抗する間もなく鏖おう殺さつされていった。

　五大魔将と呼ばれる五柱の強大な魔物に率いられた大軍勢に勝てる者などおらず、人類の生存権は消滅しかかっている。

　そんな中、逆転の一手として考案されたのが、アイリーン様の肉体に魔王を封じるというものだった。

　生まれつき魔力が高く、数々の回復魔法や結界魔法を編みだし、多くの人々を救ってきたアイリーン様は聖女とまで讃たたえられるほどの人物だった。

　魔王すら封印できる魔法は、彼女自身が考案したものだ。

　自らの家系の続く限り封印を持続できる大魔法である。

　たとえ子孫に魔法の素質がなくとも、その血を誓約の媒介として、理論上は永遠に封印を保持できる。

　ヘカーテや騎士たちは、その使い手であるアイリーン様を魔王の元へまで届けるために派遣された、選よりすぐりの戦士たちだった。

　少数精鋭の部隊は、魔王軍の目から隠れつつも長い旅を続け、ようやくこの魔王領までやってくることが出来た。

　遠征中だった五大魔将が、なぜか兵たちを置いて魔王領まで戻ってきた今が、まとめて彼らを封印出来るチャンス。

　そのために、アイリーン様たちは命懸けでこの務めを果たそうとしている。

「今なら、五大魔将がなぜ帰ってきたか分かるわ」

　未来の記憶を受け取ったヘカーテがつぶやく。

「五大魔将は自分の意思で人間を滅ぼそうとしているわけじゃない。彼らは全員、魔王の瘴しよう気きによって操られているのよ」

「わ、わふー!?（な、なんだってー!?）」

　衝撃の事実。

　いや、実を言うとその予感はあった。

　俺の知るあいつらを見ていると、そこまで凶悪な魔物には思えなかったからだ。

「未来で復活した彼らの記憶はあやふやじゃなかった？」

「わふ（ああ、そう言えばそんな感じだったな）」

　ミラーカちゃんとか『敬愛する魔王様』とか言っておきながら、顔すら覚えてないって言ってたもんな。

　普通そんな相手の顔を忘れるわけがない。

　他の連中も似たり寄ったりで、千年前のことをまともに覚えている者はいなかった。

「今の五大魔将にはまともな意識はないはずよ。ただ魔王からの世界を滅ぼせという指令に従って動いているだけの操り人形にすぎないわ」

　ううむ、魔王やべーな。

　あんなに強かった五大魔将を洗脳して操れちまうのか。

「遠征して薄くなった瘴気をまた摂取するために、五大魔将は長く魔王領の外にいられないんだわ。おそらく今までも定期的に何度も戻ってきていたはず」

　だったら、魔王がいなければ、あいつらもこんなことはしていなかったのか。

　未来で新しい姿を得た五大魔将は、意外と愉快で良いやつらだったしな。

　ミラーカちゃんとリッチモンドさんなんか、完全に人間としての生活に馴な染じんじゃってるし。

「わふわふ（じゃあ、魔王さえ倒しちまえば、あいつらも人を襲わなくなるのかな）」

「すぐにというわけにはいかないでしょうね。それに五大魔将より先に魔王を倒そうとすれば、彼らが魔王を守ろうとするでしょう。先に排除しておかなければならないのは変わらないわ。魔王の瘴気が消えたとしても、その洗脳が完全に解けるまでには長い時間がかかるはずよ。どのみち彼らも一度は封印する必要がある」

　あとは、あいつらが復活するっていう出来事も存在しないと、望んだ未来へ繋つながらない可能性もあるな。

　すまんなミラーカちゃんたち、こっちでもお前らを封印する必要がありそうだ。

「わふわふ？（その封印はアイリーン様にやってもらうのか？　体の負担になったりしないのかな）」

「魔王を封印することに比べれば、ないのと同じよ。代々のファルクス家に課せられた負担は、魔王の封印が原因だから」

　なるほど、魔王の負担が一〇〇だとしたら、五大魔将は一とか二なわけだ。

「その差はもっと大きいでしょうね」

　マジかよ。魔王がヤバすぎる。本当に倒せるのか不安になってきたな。

「未来の私が千年かけた計画よ。信頼して」

　ご本人様にそう言われちゃ、信じるしかないな。

「わふわふ（おっけ。状況は分かったぜ。それじゃあ、俺は何をすれば良い？）」

　このまま進めば、予定通り魔王の元までたどり着き、アイリーン様は魔王を封印することになるだろう。

　それじゃあ結局同じことになる。

　未来のヘカーテは、この流れを変えられるのは俺だけだと言っていた。

　しかし、その具体的な方法は何も聞いていないのである。

「わふわふ（まぁ、聞いても俺の頭じゃ理解できないと思うので、その都度指示してもらえると嬉うれしいです）」

　自分、前世でも指示待ち人間だったもので。

　そんなんだからブラック企業でこき使われたんだな、って前世の話はどうでも良い。

　さっさと魔王を倒して、お屋敷で幸せペットライフを再開するんだ。

「計画はもう私の頭に入っているわ。基本的には過去と近い状況になるよう進めていく。あまりに違う行動を取り過ぎると、未来からの情報が役に立たなくなってしまうから」

　ああ、やっぱりか。

　前世のにわかＳＦ知識のおかげで、ヘカーテの言っていることがなんとなく分かる。

「アイリにはこのまま魔王を目指して進んでもらうわ」

　あ、様付けが抜けてる。おまけに愛称でまで呼んでら。

　未来でも、ヘカーテはアイリーン様のことを大事な友達って言ってたな。身分や役目がないところでは二人は親友の仲なんだろう。

「騎士たちの守りでは不安があるけど、私たちはその間に彼らの先にある障害を取り除いておく」

　なるほど、未来でガロたち魔ま狼ろう族と一緒に、森の調査に来た冒険者たちを護衛したような感じだな。

「ちゅー（障害というのは、五大魔将のことも含めてじゃな）」

「そう、先に倒して力を弱らせた状態で封印すれば、アイリの負担もさらに軽減できるわ」

　五大魔将を封印したという結果だけあれば、そのときの苦労が楽になろうと無視して大丈夫ってことか。

　未来を大きく変える魔王の封印以外は、史実通りに出来るだけ進めていく。

　魔王を封じることなく倒すことで変わってしまう未来は、千年先も生きるヘカーテが裏から調整していくんだろう。

　ヘカーテにとっては、魔王を倒してからが本番なのかも知れない。

「わふわふ（でも、そんな都合良く五大魔将の居場所を見つけられるのか？）」

　五大魔将が瘴気を摂取するためにこの森に帰ってきてるのは分かったけど、この森ってめちゃめちゃに広いぞ。

　たぶん未来で封印されてた場所の近くを探せばいそうな気もするけど、ベリゴールとかは剣に封印されてて勇者アルステラちゃんの所持アイテムになってたからな。

　現在地までは分からんぞ。

「にゃーん（ふふふ、そこはわたくしめの出番ですよ）」

「わふん？（おん？　何か名案でもあるのか？）」

「にゃーん（五大魔将の方々には、未来で座標アンカーを付けさせていただきましたので、どこにいようと空間転移でひとっ飛びです）」

　おお、抜け目ねぇ。

　時代が変わっても存在が同じなら、空間転移で追跡できるのか。

　普段からどこでもドア感覚で使ってるから忘れてるけど、これも大概チートな能力だよなぁ。

「ロウタくんは一度全員を倒しているんでしょう？　なら、倒し方はもう分かっているわね」

　まぁ、倒し方って言っても、基本的にゲロビームで倒してるからな。

　戦術もくそもないんだけど。

「わふわふ（いちおう未来の順番通りにいくと、最初に倒すのはリッチモンドさんか）」

　執事姿のナイスシニアを思い出すが、彼の本来の姿は巨大な骨の怪物リッチーだ。

「わふー（あー、いや待てよ）」

　確かリッチーにはゲロビームが効かなかったんだ。体を完全に消滅させても、細かい粒子から再生して復活してしまう。

　あいつを倒すには、必要な条件があった。

「わふっ！（魔狼族！　あいつらの協力が必要だ！）」

　俺がリッチーを倒すとき、どうしたか。

　それは魔狼族と一緒に食っちまったのだった。

　ゴリゴリボリボリとリッチーの体を食べることで倒したのだ。

「正解よ」

　ヘカーテは俺の答えに頷く。

「わふわふ（でも、魔狼族のみんなは今どこにいるんだ？）」

「まさにこの森にいるわ。魔王率いる魔物の軍勢に唯一抵抗できている勢力が彼らなの」

　マジかよ、魔狼族つええな。

「本来なら私たち封印部隊は、この先で魔狼族に出会い、彼らに協力してもらって五大魔将を封印していったの」

　あいつらがこの時代からこの森にいたとは驚きだった。

　千年前から森を守ってるって言ってたもんな。そりゃいるか。

　この時代のあいつらとも仲良くなれれば良いんだが。

「未来の私の記憶だと、彼らには悪いことをしたわ。魔王を封印して世界が平和になった後、魔物への過剰な迫害が始まって、魔狼族との争いにならないよう、彼らをこの森で匿かくまうことしか出来なかった。協力してくれた彼らに恩を仇あだで返すことになってしまったわ」

　ああ、ガロたち魔狼族は、先祖代々から人間に恨みを持ってたな。

　あれはこの森から出られなくされたことによる恨みだったのか。

　あれ？　じゃあ、ガロの言ってた千年の盟約ってなんだったんだろう？

　千年間、森を守り通せば、魔狼王が復活し、世界に向かって進軍するとかなんとか言ってたような。

　英雄のお伽とぎ噺ばなしのように、どこかで間違って伝わっちゃったのかな。

「何のお話をしてるんです？」

　後ろから声をかけられて俺は飛び上がった。

「わふっ!?（はわ、お嬢様!?　じゃなかった、アイリーン様!?）」

「お嬢様？　私、貴族じゃないですよ？」

「わ、わふわふ（あ、いや、なんでもないです。こっちの話）」

「あと、私のことはアイリで良いですよ」

「わふわふ（分かった。じゃあ、アイリ様と呼ばせてもらうな）」

　騎士たちの治療を終えたアイリ様が、俺たちのところまでやって来ていた。

　声がまったく同じだから、後ろから話しかけられると見分け、いや聞き分けがつかないな。

「ふーん？」

　俺が顔を背けると、後ろに手を組んで俺の顔をのぞき込んでくるアイリ様。そんなところもお嬢様そっくりで可愛かわいい。

「アイリーン様……」

「今はみんな向こうで休んでるから、普段通りで良いですよ、ヘカーテ」

「……分かったわ、アイリ。お疲れ様。あなたも少し休んでちょうだい」

「休むのはヘカーテの方ですよぅ。ずっとみんなを指揮して、一番疲れているのはヘカーテじゃないですか」

　さっきまでの聖女然とした姿と違って、砕けた様子でしゃべるアイリ様。話し方までお嬢様にそっくりだ。

　同い年だったら、本当に見分けが付かなかっただろうな。

「私は大丈夫。どのみち今日はもう進むのはやめて休息を取るわ。騎士たちも傷が癒えたとは言え、疲労がピークに達している」

「ヘカーテも休むんですよね？」

「あなたは騎士たちにこの事を伝えて。私はこの子たちが森を案内してくれるそうだから、少し先行して偵察してくるわ」

「むー、それじゃあ休めてないですよぅ」

「すぐに戻るから安心して。帰ってきたらちゃんと休むわ。この子たちの食事も用意しておいてちょうだい」

　ヘカーテがこちらを見て、俺の頭をなでてくる。

　俺たちが未来から来た事情などはアイリ様にも伝えない方向なのかな。

　知ってもしょうがないし、ヘカーテ以外の人間が俺たちの正体を知ると、未来に影響を与えそうだしな。

「むーむー、ヘカーテばかりロウタさんたちと仲良くなってずるいです。私もお話ししたかったのにー」

「むくれないでちょうだい。あと、そのブサイクな顔は騎士たちの前ではしないでね。士気に関わるから」

「分かってますよーだ」

　口を尖とがらせるアイリ様は見た目より少し幼く感じる。それだけヘカーテに心を許しているんだろう。

「じゃあじゃあ、帰ってきたらちゃんと休憩しますよね？」

「ええ、さすがに無理をし過ぎたわ。一度しっかり休みを取らないと」

「わふわふ（良いね。わいもお休み大好き）」

「ロウタさんもお疲れですか？」

「わふわふー（疲れてなくても常に休みたいのです。あと、俺のことは呼び捨てでお願いします）」

「ロウタ？」

「わふっ！（イエス！　良いですね！）」

　お嬢様に呼ばれてるみたいで嬉しくなる。

「行くわよ、ロウタくん」

「わふっ（あいよ）」

「気をつけて下さいねー」

　手を振って見送ってくれるアイリ様に、俺はしっぽを振り返しながら、ヘカーテと一緒に森を進んだ。




　　　　†　†　†




「わふわふ（魔狼族が森のどこにいるかは分かってるんだよな？）」

「そうね、あの子たちがいま何をしているかも分かるわよ」

　ほう、未来のヘカーテからの情報はそんなことまで網羅してたのか。

「わふわふ（というか、あいつらも魔物だし、魔王に操られていたりしないのか？）」

　魔王軍に抵抗している最後の勢力って言ってたけど、魔王が魔物を操れるなら、なんであいつらだけは大丈夫なんだろう。

「直接魔王に触れられない限りは大丈夫のようね。彼らは月の眷けん属ぞくで、受肉した精霊に近いから、魔に染まりにくい特性があるのかも知れないわね」

　ふむふむ。なら一安心か。

「そうとも言えないわ」

「わふっ!?（えっ!?　なんで!?）」

「魔狼族も攻めに転じたようね。兵を率いずに帰ってきた五大魔将をひとりずつ倒すつもりみたい。今はそのうちのひとりの城を攻めているようだけど、かなり劣勢らしいわ」

「わふわふっ！（やべえじゃん！　早く行かないと！）」

　相手はどいつだ。ひとりならそこまで怖くないぞ。

「ナフラ」

「にゃーん（はいですー）」

「座標を吸血悪姫カーミラに設定、跳ぶわよ」

「にゃーん（畏かしこまりましたー）」

　ナフラが一鳴きすると、空間転移が始まる。

　俺の視界が白く染まり、景色が一変する。

「わふっ（うおっ!?　浮いてる!?）」

　地面を踏む感触がなくなって俺は焦る。

「にゃーん（浮遊魔法もサービスですー）」

　俺たちは森の上空に浮かんでいた。

「ちゅー！（ぬし様！　下を見るのじゃ！）」

　レンに言われて真下を見ると、水晶で作られた城が建っていた。

　深い森の中に、やたらと豪華な作りの城があると違和感がすごい。

　あの水晶の城の中は、確かカーミラが魔法で作り上げたトラップ満載の迷宮になってるんだっけ。俺が戦ったときは外からゲロビームを放って壊したので、中には入らなかったんだけど。

　外から見ると、水晶の城の中で激しい戦いを繰り広げる者たちが見えた。

　血風の刃やいばを纏まとって暴れるカーミラと、傷つきながらも懸命に戦い続ける魔ま狼ろう族たちだ。

「わふっ!?（うお、もう戦ってる!?）」

　魔狼族は劣勢のようだ。

　罠わなを躱かわし、上手うまく立ち回っているが、カーミラの血を使った刃の遠隔攻撃に近づけないでいる。

「グルルルルっ……！」

　地に響くようなうなり声。

　最初は魔狼族が上げているのかと思ったら違う。

「グルルルルルッ、グガアアアアっ……！」

　カーミラが目を深紅に染めながら、凶暴性を剥むき出しにうなっていた。

　力任せに魔法をまき散らす戦い方は、未来で見た高飛車なカーミラの姿とはかけ離れている。

「わ、わふぅ……（え、ええー……。ドン引きなんですけど……）」

「あの赤く光る目が魔王に操られている証拠ね。あの戦い方を見ると、まともな思考力も失っていそうだわ」

　のんきに観戦してる場合かよ。

　早く助けてあげてちょうだいよ。

「私？　無理よ。未来の私なら何とかなるでしょうけど、今の私は千年分の知識や技術を継承しているだけで、魔力は未熟なままだもの。高位の魔法を知っていても、それを扱う魔力がないわ」

「わふぅ（なんてこったい）」

　俺の他力本願作戦がっ。

「というわけで、ロウタくんお願いねぇ」

　ヘカーテはにっこり笑って言う。

　……お前、だんだん未来のヘカーテに似てきたぞ。

　いや、本人なんだから当然なんだけど。

「ここからなら不意を打てるでしょう？　それに相手は五大魔将最弱だもの。あなたの究極破壊魔法で一撃よ」

　可哀かわい想そうにミラーカちゃん。最弱呼ばわりされているぞ。まぁ、未来でも罠とか策略を使うタイプだったからな。

　おっと、今はミラーカちゃんじゃなくて、吸血悪姫カーミラか。

　向こうもこっちに気づいてないみたいだし、確かに今なら不意を打てそうだ。

　俺は大きく息を吸って、一気に吐き出す。

「ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンンッ!!（登場と同時に退場で、ごめんねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　俺のごんぶとビームが真上から城を貫き、カーミラを消滅させ、さらに地面を深々とえぐった。

　主あるじを失った水晶の城が、ひび割れて崩壊を始める。

　魔狼族たちは、戦っていた相手が突然消滅したので、何が起こったか分からず唖あ然ぜんとしている。

「わんわん！（おーい、みんなー！　そのままそこにいると危ないぞー）」

　俺が上空から声をかけると、また驚いた様子だったが、このまま城の中にいてはまずいと理解したのか、城にあいた穴からみんな脱出を始める。

　最後の魔狼族が城から抜け出たところで、地面から水が噴き出した。

「わふっ!?（うおっ、なんぞ!?）」

「ちゅー（地下水脈にでも当たったのじゃろう）」

　深く掘りすぎたか。ビームの調整が未いまだに難しいんだよな。

　未来でも温泉が掘れたりしたし、この森は水脈が多く走ってるのかもな。

「わふぅ（温泉思い出しちゃったよ。入りたいなぁ……）」

　もともとは調査をしに来た冒険者をもてなすために掘った温泉だったが、使ってもらえなかったので、結局森のみんなの憩いの場と化している。

　そう言えば最近は行ってなかった。未来に戻ったらまた入ろっと。

　などと考えている間に、水晶の城は水に沈んでいく。ちょうどこの辺りは窪くぼ地ちになっていたのか、このまま水が湧き続ければ、大きな湖になるかも知れない。

「ちゅー（ははぁ、なるほど）」

「わふ？（何がなるほどなんだよ？）」

「ちゅちゅー（ぬし様や、ここが未来のあの湖じゃ）」

　あの湖って、もしかして俺たちがよく遊び場にしているあの湖か。

　そう言えばカーミラが復活したときは、湖の底から水晶の城が浮上してきたんだっけ。

「わふっ（ってことは、あの湖を作ったのは俺？）」

　いやいや、おかしいぞ。

　俺は今回初めて過去へやって来たんだ。俺が作った湖のはずがない。

　たぶん俺たちがいない過去でも同様のことが起きていたんだろう。

「キーッキーッ！」

　って、キィキィうるさい。なんだよ？

「カーミラみたいね」

　羽をばたつかせて暴れる小さな蝙蝠こうもりを、ヘカーテが指先で捕まえていた。

　マジか、こいつがカーミラなのかよ。

「消滅する寸前、無意識で魂だけを体の一部に乗り移らせて逃げたみたいね」

　未来でもしぶとかったもんな。そのあとヘカーテに捕まるところまで一緒か。

「戻ったら、アイリをこの場所まで連れてきて、まとめて封印してもらいましょう。ここまで弱らせていれば、アイリの負担にはならないはずだわ。千年後に封印を解いたときには、カーミラの瘴しよう気きも抜けてまともに戻っていることでしょう」

　そいつは良かった。

　ヘカーテはナフラに命じてうるさい蝙蝠を空間魔法でしまってしまう。

　カーミラの件はこれで片が付いた。

　次は空から降りて、魔狼族に協力を仰ぐことだ。

　魔狼族たちは城から脱出して窪地から這はい上がってきたところだった。

　空中の俺たちをじっと見つめている。

　頼みを聞いてくれたら良いけど、『戦いを邪魔しやがって！』とか怒られたらどうしよう。泣いちゃうかもしれん。

　しかし、その心配は杞き憂ゆうだったようだ。

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　いと強き王よ！）」」」

　一発でキング認定されてしまった。

　空から光の槍やりで悪あしき魔物を葬る姿は、魔狼族からすれば神のように感じられたらしい。

　俺たちは大歓迎され、興味津々で話を聞いてくれる。

「──わんわん（──というわけなんだ。次の五大魔将を倒すには魔狼族みんなの力が必要になる。俺に力を貸してくれないか？）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　お任せ下さい！）」」」

　魔狼族たちは高らかに吠ほえ猛たける。

　まさか過去に来てまで同じノリになるとは思わなかったぜ。
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　俺たちは魔狼族といったん別れ、アイリ様の待つ馬車のところまで戻ってきた。

「お帰りなさい、ヘカーテ、ロウタ、ナフラ、レン」

「ただいま、何事もなかったかしら」

「はい、みんなに食事を配って、交代で休んでもらっています」

「わふわふっ！（食事!?　良いね！　俺も腹減った！）」

　時間的には過去に来てからまだそんなに経たっていないが、いつでも腹を空すかしているのが俺だ。

「はい、どうぞ」

　アイリ様が差し出してくれたのは、四角い固形物だった。

「……わふぅ（これ、めっちゃ見覚えがあるんだけど）」

　未来で森の調査にやってきた冒険者たちが死んだ目で食ってたやつじゃん。

　この雑草みたいな臭いも一緒だ。間違いない。

　栄養と保存性以外は全てクソと評判のゲロマズ携帯食料だ。

　よく考えれば、アイリ様たちは少数精鋭で補給もできない状況でここまでやってきたんだもんな。そりゃ食うものもこんなものしかないわけだ。

「はい、ヘカーテも」

「ありがとう、いただくわ」

　ヘカーテのやつ、普通に食っている。

　食べ慣れすぎて舌が麻ま痺ひしてるのだろうか。

「食べないんですか？」

「わ、わふ（う、うう……）」

　しかし、出されたものを残すなど、犬としてのプライドが許さん。

「わふぅ！（いただきます！）」

　口を開けると、アイリ様が携帯食糧を口に放り込んでくれる。

　ああ、懐かしいわぁ。この粘土みたいな食感。

　もっちゃもっちゃと咀そ嚼しやくしながら、俺は思い出に浸る。

　これを最初に食べたのは、ドリ子様ことエリザベスお嬢様のペットの餌としてだったんだよな。

　どんな種族でも関係なく栄養を摂取できる優れものらしいが、これを毎日食わされていたペットの魔物たちはストレスでおかしくなっていたに違いない。

「わふぅ……（まじぃ……）」

　嘔おう吐と感を我慢しながら何とか飲み下したが、舌の上にまだえぐみが残っている。

　こんなもの食い続けてたら、元気も出なくなるぞ。

「美味おいしくないですよねぇ、これ……」

　俺の隣に腰掛けたアイリ様が、もそもそと携帯食料を囓かじっている。

「わふぅ（ああ、アイリ様も美味うまいと思って食べてるわけじゃ無いのね）」

「当たり前です！　私、貧民窟の出ですけど、さすがにこれより美味しいものを食べてました！」

　アイリ様アイリ様、騎士の人たちが何事かとこっちを見てる。

　俺が何かやったって疑われるから、大人しくして。

　あと、さりげなく明かされるアイリ様の生い立ち。

　貧しい出から聖女と崇あがめられるまでになるには、苦労があったんだろうなぁ。

「いえ、教会の人に魔法の才能があると修道院に入れてもらえて、それからは食べることに困らなくなりましたね」

　アイリ様はシスターだったのか。

「もう還げん俗ぞくしましたけどね。私の封印魔法は血筋の誓約によって成り立つので、子供を産まないと」

　この世界の人間の結婚観は分からないけど、そんな魔法の継続のために子供を産むなんてつらいだろうな。

　魔王を倒して、せめて好きな人と結婚できるようにしてあげたいものだ。

「……その心配はないわよ」

　小声でヘカーテが教えてくれる。

「ファルクス家の女は、なぜかどの代でも大恋愛の果てに結婚するから、そのことに関してだけは不幸はないわよ」

　そっか、それは良かった。

　いや、良くない。良くないぞ。

　俺の愛いとしのお嬢様だって、ファルクス家の女だ。

　お嬢様もいつかは素敵な男性を見つけて結婚するのだろうか。

「わぐぐ……（ぐぬぬ、許せん……。絶対邪魔してやる……）」

　パパさんも協力してくれるに違いない。男ふたりで妨害してやるのだ。

「あら、いいの？　メアリちゃんの子供なら、きっととても可愛かわいいと思うけど」

「わ、わふぅ……!?（お嬢様の子供、だと……!?）」

　それは可愛いに決まっている。

　赤ちゃんを見守るのはペットの犬の役目だからな。

　暖炉の前で赤ちゃんと一緒にぬくぬく寝そべるんだ。

　いいな、それはすごくいい。

「わふぅ……（仕方ない。結婚を許そうじゃないか……。お嬢様を大事にしてくれたまえよ、キミィ）」

「……まだ相手も決まってないんだけどね」

　頭の中で赤子と一緒に戯れる妄想をする俺を、ヘカーテが呆あきれたように見下ろしてくる。

「？　何の話ですか？」

　おっと、小声で話していたが、聞かれてしまっていたようだ。

「わ、わふぅ（な、なんでもないですよー）」

　くっ、犬の口では口笛が吹けねぇ。前世でも別に吹けなかったけどな！

「むー。またヘカーテとばかり内緒話して、ずるいですー」

　アイリ様が俺に飛びかかってきて、お腹なかをまさぐってくる。

「わ、わふぅん（ああん、いやあん、もっとしてぇ）」

　さすがお嬢様のご先祖様。モフり方も完璧だ。

　お腹を中心になでられ揉もまれ埋うずめられ、思う存分アイリ様に堪能された。

「はふー。満足です」

「わ、わふぅ……（け、結構なお点て前まえで……）」

　俺は腰砕けになってひっくり返った。アイリ様、テクニシャンすぎる。

　俺の見た目にも全然怖がらないし、ファルクス家の大らかさは先祖代々受け継がれてきたものらしい。

「暗くなってきたわ。私たちも休みましょう」

　瘴気の影響か空は常に曇っているが、もう日が沈み始めているようだ。どんどん辺りが暗くなっていく。

「アイリは馬車の中で休んでちょうだい。あの中の方が外より暖かいわ」

「馬車、壊れちゃったんですよね。傾いてて寝にくいです」

　アイリ様の言うとおり、馬車の車輪が一つ欠けて傾いている。

　走るのは無理そうだし、馬がそもそもいない。

　俺たちがやって来たときに見た魔物のせいだろう。

「そうだ！　良いことを思いつきました！」

　アイリ様はいったん馬車へと向かうと、毛布を取って駆け戻ってきた。

「ロウタと一緒に寝れば暖かいです！」

　なるほど、それは名案だ。俺のモフモフは夜の冷気など寄せ付けないからな。

「いいですか？　ロウタ」

「わふっ（カモンベイベー）」

　俺は地面に寝そべり、かぱっと足を開いた。

　アイリ様と寝るのは大歓迎。だが、問題はそれを周囲が許してくれるかだ。

「まったく、しょうがないわね……」

　騎士たちが止めに入るかと思ったが、ヘカーテが許しを与えたため、こちらを見るだけで何かを言ってこようとはしない。

　少しは彼らにも信頼されたのだろうか。

「ふふー。やっぱり。とっても暖かいです」

　アイリ様は寝そべった俺に寄りかかると、毛布を被かぶる。

「わふー（俺も暖かーい）」

「ちゅー（なんじゃい、デレデレしおって。過去に来てまでそれか。見境なしにもほどがあるのじゃ）」

　アイリ様とはそう言うあれじゃないのでご安心下さい。

「ちょっとアイリ、そっち詰めて」

　なんとヘカーテまで入り込んできた。

　むはは、両手に花とはこのことである。

「むー、ヘカーテだってロウタと寝たいんじゃないですかー」

「効率よく暖を取るためよ。おやすみなさい」

　ヘカーテは毛布を深く被ると、そのままスヤスヤと寝てしまった。

　やっぱりかなり疲れていたみたいだ。

　アイリ様はようやく休んでくれたヘカーテにほっとすると、自分も俺に体重を預けてくる。

「おやすみなさい、ヘカーテ、ロウタ、ナフラ、レン」
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「わふっ（おやすみなさい、アイリ様）」

「にゃー（おやすみなさいですー）」

「ちゅー（わしにも忘れず挨拶をするところは認めてやるのじゃ。……おやすみなのじゃ）」

　そして俺たちは、つかの間の休息を取るのだった。
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「ヘカーテの言うとおり、この蝙蝠こうもりさんからは、強い魔の気配を感じますね……」

　キィキィと目を赤く光らせて暴れる蝙蝠を見て、アイリ様は頷うなずいた。

　夜が明けて、俺たちは歩いて昨日の戦いの場を訪れていた。

　今度はアイリ様や騎士の人たちも一緒だ。

　俺たちの前の窪くぼ地ちには、崩壊した水晶の城が、半分ほど水に浸つかっている。

　ここまでかなりの距離があったので、朝から歩いてもう夕方になってしまった。

　空間転移で跳んでも良いと思うのだが、それだと過去をいじりすぎてしまう可能性があるそうだ。

　本来の流れだと、アイリ様たちは歩いてここまでやって来ているはずなんだろう。

　俺が来たことで、魔ま狼ろう族と出会う機会が失われたように思うが、そこは大丈夫なのだろうか。

　まぁ、問題があればヘカーテが何か言うだろう。

　俺たちが代わりに戦うことで、五大魔将と直接戦うことがなくなったから、ここでアイリ様と魔狼族が出会うのは重要ではなくなったのかも知れない。

「この場所と一緒に封じれば良いんですね？」

「ええ、お願い」

「この蝙蝠さんが五大魔将のひとりだったとして、どうしてこんなに弱っているのか聞いても良いんですか？」

「だめ」

「むー」

　ヘカーテに即答されて、アイリ様は頬ほおを膨らませようとして、騎士たちの視線を感じて咳せき払ばらいをする。

「んんっ、分かりました。それでは封印を行います」

　アイリ様が蝙蝠になったカーミラに手をかざすと、薄い光の膜のようなものが球体となって包む。

　それはふよふよと半壊した水晶の城のところまで飛んでいき、光を強めていく。

　だんだんと強くなっていく光のまぶしさに目を細めた瞬間、光は破裂するように消えてしまった。

　あとに残ったのは、水晶の城の残骸と、そこから滾こん々こんと湧き出す水だけだ。そのうち水晶の城はこの水に飲まれて沈み、ここには大きな湖ができることになるだろう。

「それじゃあ、私たちはまた先へ進んで偵察してくるわ。昨日と同じように野営の準備をしてちょうだい」

「はーい」

　理由を聞いても答えないという態度をヘカーテがさっき示したので、アイリ様は半眼になってふてくされながらも大人しく従う。

「わふぅ（しかし帰ってきたらまたあの携帯食料が待ってるのかぁ……）」

　水はヘカーテが魔法で生み出してくれるので、新鮮なのを飲めるのだが、毎食粘土味の携帯食料ではやる気も起きないというものだ。

「にゃーん（あ、忘れてました）」

「わふっ？（えっ？）」

「にゃー（ほら、未来から出発するときにエルフの皆さんが持たせてくれたじゃないですか）」

「わふー？　わ、わふー！（あー？　ああーっ！　そうだ！　めっちゃ色々くれたじゃん！）」

　なんで今まで忘れていたのか。

「わんわんっ！（出せ出せ！　どんどん出せ！）」

「にゃーん（はいなー）」

　ナフラが手招きすると、空間魔法でしまわれていた料理の数々が降ってくる。

　まだ温かい。もらったときのままだ。

「わわ、すごいです！」

　アイリ様がぴょんぴょんと跳びながら驚いている。

「い、いったいどこから……!?」

「食事を生み出す猫……!?」

「この者たちは神の使いなのか……!?」

　後ろにいる騎士たちも同様だ。

　みんな温かい食事に飢えているのだろう。口からあふれ出す涎よだれに気がついてもいない。

「わふー！（うひょー！　美味そー！）」

　たくさん並んだ料理を一番に味わおうとした俺の首が後ろから引っ張られた。

「待て。待て、よ。ロウタくん」

　ぐえってなったじゃん。

　そんな犬に命じるみたいにさぁ……犬だったわ。俺を犬扱いしてくれてありがとう。

「食事はあとでしょう」

「わふぅ……（はぁい……）」

　今度は俺がふてくされる番だった。

「わふわふ（せめてナフラに収納し直させてくれよぉ。このまま放っておいたら冷めちゃうよぉ）」

「そうしたら、ロウタくんはナフラにこっそりお願いして道すがら食べようとするでしょう。だから駄目」

　ぐぬぬ、見破られている。

　ナフラは分け前を渡すことで買収できるが、飼い主はそうもいかなかった。

　未来のヘカーテめ、俺の情報を渡しすぎだ。俺の行動パターンが完全に読まれてるじゃないか。

「ロウター！　帰ってくるまで食べないで待ってますから、早く戻ってきて下さいねー！」

　アイリ様がまた見送ってくれるが、俺の足取りは重い。

「わふぅ……（はぁ、飯……俺の温かい飯……）」

　帰ってくる頃には冷めてしまっているだろうか。

　垂れ下がった尻尾を力なく振ってから、俺たちは次なる五大魔将の元へと向かうのだった。
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「わふー……（さて、諸君、準備はいいか……？）」

　俺は姿勢を低くした魔狼族に、小声でささやきかけた。

「「「ガウ……！　ガウ……！　ガウ……！（王よ……！　王よ……！　抜かりなく……！）」」」

　俺たちが今いるのは、おどろおどろしい雰囲気がある墓所だ。

　墓所の中央には石で作られた玉座があり、そこにローブを纏まとった巨大な骸骨が腰掛けている。

　あれこそが今回の標的である、死霊導師リッチーだ。

　遠征から自分だけ帰ってきたリッチーに部下はほとんどいないだろうが、地面の下にはまだまだ骸骨がいるような気がする。

　再生させないようにいっぺんに食うには、俺ひとりだと食い切れないかもしれないな。

　やはり魔狼族を助けに呼んで正解だった。

　空間魔法で魔狼族と一緒に近くまで跳んできたあとは、じりじりと足音を消しながらここまで接近してきたのだ。

　あとは機を見計らって食べ尽くすだけ。

　しかし、俺のテンションはいまいち上がらない。

「わふぅ……（リッチーの骨は美味うまかったけど、今は温かい飯の気分なんだよなぁ）」

「ちゅー（いい加減に諦めるのじゃ。早く戻れば、料理にもまだぬくみが残っておるかもしれんのじゃ）」

「にゃーん（骨でお腹なかがいっぱいになって、帰ったら料理が食べられないなんてことにならないといいですねー。その場合はナフラが代わりに食べて差し上げますからご安心下さいね）」

　何について安心するというのか。

「わふわふ（その心配は無用だと言っておくぜ）」

　俺の食欲は無限大。こいつらを食い尽くしたって、胃には余裕を残せるだろう。

「わふー！（よーし、前菜と思えば悪くない！　みんな突撃だ！　手はず通り食い尽くせー！）」

　俺の合図で魔狼族は一斉に立ち上がり、リッチーめがけて全力疾走する。

「!?　何ダ貴様ラハ!?」

　接近に気づいたリッチーが立ち上がる。

　未来では知能が高そうだったこいつも、片言でしゃべるばかりだ。

　やはり魔王の支配を受けて阿あ呆ほうになっている。

　そんな阿呆なリッチーは、俺たちに向かって魔法を放とうとするが、もう遅い。

　俺を筆頭に、魔狼族がリッチーの全身にかぶりつく。

「グアァァァァァァァァァァッっ!?」

　もぎ取った骨をボリボリと噛かみ砕いて飲み込んでやる。

「わふー！（やっぱうめえな、お前の骨！）」

　ちょっとかび臭いけど、それがチーズっぽい風味を感じてまた美味だわ。

「ヤ、ヤメロォォォォォォォォォォォォッ！」

　主あるじの危険を察知したのか、墓の下から次々と骸骨が這はい出てくる。

　だが、その可能性は事前に魔狼族に話している。

　魔狼族はリッチーを俺に任せ、周囲の雑魚を連携の取れた動きで処理していく。

　ボリボリ。バリバリ。ゴックン。

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　美味おいしいです！）」」」

　せやろ。美味いよな。その調子でみんなどんどん片付けてちょうだいよ。

　魔王軍との戦いで腹を空すかしていた魔狼族は、ここぞとばかりに骸骨たちを平らげていく。

　食欲の鬼となった俺たちを止める者など誰もいない。

　みるみる骸骨軍は数を減らしていき、リッチーも体の再構成を繰り返すが、そのたびにサイズがどんどん小さくなっている。

「ちゅー……（ポリポリ……。こんなもんが美味いとは、魔狼族は変わっておるのじゃ）」

「にゃーん……（固すぎてナフラの繊細な歯では噛めないですー……）」

　こんな美味いものを味わえないとは可哀かわい想そうに。

　一方俺たちは、美味しい食事にどんどんバイブスが上がっていく。

「わふー！（みんなー！　食ってるかーい!?）」

「「「ガウー！（いえーい！）」」」

　ノリノリで骸骨たちを平らげ、俺たちは文字通り、骨の一本も残さず完食した。

「ヤ、ヤメロ……ヤメテェ……食ベナイデェ……」

　小さな髑髏されこうべが俺の足元に転がっている。何とか頭だけを再構築したリッチーのようだ。

　おっとまだ食い残しがあったか。

「ヒ、ヒィッ!?」

「お待ちなさいな。ここまで弱らせれば充分よ」

　俺たちの熱い食事バトルを見守っていたヘカーテが、小さな髑髏をつまみ上げる。

「ナフラ、しまっておいて」

「にゃー（承知しましたー）」

　弱ったリッチーが空間魔法で収納される。

　明日はアイリ様たちをこの墓所まで連れてきて、カーミラのときと同じようにまとめて封印してもらうことになるんだろう。

「お疲れ様、ロウタくん。今日はこれで終わりよ」

「わふっ（やったぜ。早く帰って飯食わなきゃ）」

「……ちゅー（……あれだけ食ってまだ食うのか）」

　当たり前だろう。俺は有言実行の男だぜ。

　食うと言ったら絶対食う。

　結構時間がかかっちまったから、さすがにもう冷めちまってるだろうけど。

「ガウッ！（王よ！）」

　魔ま狼ろう族の群の中から、ひときわ大きい黒狼が前に出てくる。

　こいつ、ガロに似てるな。

　まぁ、狼の顔とか見分けが付かないから毛色でしか判断できないけど。

「ガウガウ!?（我らを置いてどこへ!?　このまま我らの王となって、群れを率いてくれるのではないのですか!?）」

　いや、そんな予定はまったくないけども。

　そもそも未来でも俺は自分が魔狼王だって認めてないからね。

　俺は養われたいが、面倒は見たくない男。

「わふわふ（お前たちの面倒はお前たちで見るのだ。ついでに俺の面倒も見てくれると嬉うれしい）」

「ちゅー……（真顔で何を言うておるのじゃ、ぬし様は……）」

　まごうことなき本心です。

「にゃーん（本心を語れば良いってものじゃないと思いますー）」

「わふー！（うっせー！　とにかく俺は魔狼族の王になんてならん！）」

「ガ、ガウ……!?（そ、そんな……!?）」

「わんわん！（それに今度俺に会えたとしても、千年後だぞ。そんな長い間不在にするやつは王に相応ふさわしくないだろう）」

　決まった。完璧に穴のない理論だ。

　これで魔狼族も諦めてくれるだろう。

　この世界の魔王は倒すから、その後の平和はお前たちが守っていってくれい。

「…………」

　俺の言葉に黒狼は黙り込んでいる。

　やべっ、怒らせちゃったか。

　魔狼族は顔が厳いかついから、怒るとなおさら怖いんだよな。鼻筋に皺しわが寄ると、ヒィってなる。

「わ、わふ……？（あの、俺の言ってること理解してくれた……？）」

　おそるおそる声をかけると、黒狼はカッと目を見開いた。

「ガウッ！（分かりました！）」

「わふっ（ひえっ、ごめんなさいっ）」

「ガウガウ！（王はつまりこうおっしゃられているのですね！　王がご不在の間の千年間この森の平和を守り通せば、王として再び降臨して下さると！）」

　え、全然違う。

「ガウガウ！（喜べ、皆の者！　王が約束して下さったぞ！　この使命、一族の名誉に賭けてまっとうするのだ！）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　お帰りをお待ちしております！）」」」

「わ、わふぅぅぅぅぅ！（いや、あの、待ってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！）」

　こうして、魔狼族との千年にも及ぶ盟約が、ここに締結されたのであった。
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「わふぅ……（おかしいなぁ……）」

「ちゅー（まだ言っておるのか。ぬし様が魔狼王となるのは天によって定められし運命なのじゃ。諦めて魔狼王フェンリルとして君臨するがいいのじゃ。あと、わしのことも娶めとるのじゃ）」

　どっちもノゥ！　絶対に断る。

「わふわふ（いや、そうじゃなくて、魔狼族の千年の盟約って俺たちが過去にやって来たから生まれたワケじゃん？　俺たちが過去へ行く前からこの盟約があったのはどういうことなんだろうと思ってさ）」

「……ちゅー？（……ぬぅ？　ぬし様が何を言っておるのかさっぱり分からんのじゃ）」

「わふぅ……（これだから脳筋千年喪女ドラゴンは……）」

　タイムパラドックスの話は、レンにはまだ早かったようだ。

「ちゅー！（ぬし様がわけの分からんことを言い出すからじゃろうが！）」

　うーむ、考えすぎなのかなぁ。

　ヘカーテも特に何も言ってこないし、元のこの時代では別の理由で盟約が結ばれたのかも知れない。

「わふわふ（まぁ、いいか。魔王を倒して未来が変われば、あとはどうでもいいや）」

　俺は悩みを放り捨てた。犬たる俺にこんな難しい問題が解けるはずがない。

「わふわふ（頭使ったら腹が減ったな。みんな、早く帰るぞー！）」

　俺たちはナフラの空間魔法でアイリ様たちが野営をしている近くまで転移すると、駆け足で帰った。

「わふわふっ！（なんか良い匂いがする！）」

　エルフ村で飲んだスープの香りだ。

「お帰りなさい、みんな。料理温め直しておきましたよ」

　アイリ様が焚たき火びの前で鍋をかき混ぜていた。

「わふわふ！（わー！　ありがとう、アイリ様！）」

　温かいスープと冷めたスープでは、ありがたみが全然違う。

　他にもパンやチーズなども炙あぶられて、香ばしい香りを漂わせている。

「わふわふ！（めちゃめちゃ美味そう！　早く食おう！　みんな座って座って！）」

　そして俺にスープをよそって！

「ふふっ、はいどうぞ」

　エルフ村でお土産を渡されたときに、食器も一緒に渡されていたから、全員に配っても問題ない。

　一番大きな器にスープを入れてもらった俺は、舌を火傷やけどしそうになるのも構わずがっついた。

「わふわふ！（うめー！　冷えた五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るわー！）」

　キノコと山菜からたっぷり旨うま味みの染み出したスープの滋味溢あふれることと言ったらもう。

「生き返るわね……。それにこの味付け、懐かしいわ……」

　スープを一口飲み、ヘカーテはほうと溜ため息いきをつく。

　ヘカーテはエルフだもんな。エルフ村の料理はさぞ懐かしかろう。

　騎士たちは場を騒がしくしないよう無言だが、一心不乱に料理を頬ほお張ばる様子は料理に夢中なのが丸わかりだ。

「わふわふ（そう言えば、火は使って大丈夫だったのかな）」

　昨日寝るときも火は焚かなかったから、てっきり魔王領潜入のために目立たないようにしてるのかと思っていた。

「私の結界魔法で周囲を遮断しているんです。よほど近くまで来ないと、魔物からは火も煙も臭いも感じられないと思いますよ」

　ほへー。アイリ様すげえ。

　この森までやって来るのも、その結界魔法で姿を隠しながらだったのかな。

「本当は煮炊きに結界魔法を使う余裕はなかったんですけど、五大魔将の封印がまるで消耗しなかったので」

　なるほど、今までは封印のために力を温存しておいたのか。

　五大魔将との戦いを俺たちが肩代わりしたおかげで、アイリ様に余裕が出来たのなら幸いである。

　こうやって温かい飯という恩恵にもあずかれたしな。

「結界を張るのは食事の間だけですけど、皆さん充分に温まって下さいね」

「もったいないお言葉……！」

　アイリ様が微笑ほほえむと、騎士たちは畏かしこまった様子で拝礼をする。

「わふわふ（まぁまぁ、そういうのは良いじゃん。みんなで仲良く食事しようぜ。アイリ様もほら、食べて食べて）」

「はいっ！　とっても美味おいしいです！」

「わん！（せやろ！　俺もお代わり！）」

　そんな風に楽しい食事が続くと考えていた時期が、俺にもありました。

「そろそろね……」

　ヘカーテがつぶやいて立ち上がる。

「わふん？（どうしたんだ、ヘカーテ。まだ料理は残ってるぞ）」

「残念だけど、食事の時間は終わりよ」

　ヘカーテが鋭い視線で森の奥を睨にらみつける。

「な、なんだ!?　何か来るぞ!?」

　騎士たちも何者かの接近に気づいたのか、剣を手にアイリ様を守る陣形を取る。

　同時に、森の木々をなぎ倒しながら、その者は現れた。

「ギ、ギギギ……！」

　重厚な鎧よろいを全身に纏まとった黒くろ鉄がねの騎士だ。

　巨大な斧ふ槍そうを両手で握りしめ、大地に足跡を刻みながらこちらへ近づいてくる。

　あれに比べれば、こっちの騎士なんかマッチ棒だ。鎧の厚みが全然違う。

「どうして……!?　結界魔法はちゃんと発動しているのに……！」

「アイリ、あなたは悪くないわ」

　ヘカーテが騎士たちには聞こえないように、アイリ様に話しかける。

「あれは物理的な痕跡をたどって私たちを見つけたわけじゃないの」

「ヘカーテ？　それはどういうことですか？　なぜ、そんなことを知っているのです？」

　どうやらヘカーテは未来の知識で、この黒鉄の騎士が現れることを知っていたようだ。

　その正体にも心当たりがあるらしい。

「ムダ、隠レル……！　吾わが輩はいノ鼻、精神ヲ嗅ギ分ケル……！」

　鎧の奥から紅あかい瞳を爛らん々らんと光らせながら、黒鉄の騎士は言う。

　まるで錆さびついた剣をこすり合わせたような声だ。人の、いや生物の発する声とは思えない。

「吾輩、ノ、名ハ！　ベリゴール！　獄魔大使ベリゴール！」

　黒鉄の騎士は高らかに名乗りを上げた。

「わふっ!?（ってこいつ、ベリゴールなのかよ!?）」

　ベリゴールは未来で勇者の剣に取り憑ついていた悪魔だ。

　正体を現し、俺と戦って倒されたあとは、包丁に加工され、ジェイムズのおっさんにプレゼントされることになった。

　本人も超一流の料理人に使われるという立場に満更でもなさそうだったが、ベリゴールの過去の姿ってこんなんだったのか。他の五大魔将と同様に知能が低下しているようだが、まだしゃべれるだけミラーカちゃんよりマシだな。

　確かベリゴールは精神だけの存在で、何にでも取り憑けるんだったか。

　勇者の剣に取り憑いていたときは、最終的に剣の巨人になって襲いかかってくるほど、自在に依より代しろを操っていた。

　と言うことは、この黒鉄の騎士も中には何も入っていないのかも知れない。

　よく見れば、黒鉄の騎士が動くたびに、関節から紫色のガスが漏れ出している。

　おそらくあれがベリゴールの本体だ。

　などと、悠長に分析できているのは、俺はこれから起きる結果が分かっているからだ。

「死ネ！　魔王様ニ仇あだナス者ドモ！」

　黒鉄の騎士が巨大な斧槍を振りかぶる。

「ひっ!?」

「怯ひるむな！　アイリーン様をお守りするのだ！」

　騎士たちは恐怖に飲まれながらも、アイリ様を守るため前に出る。

「へ、ヘカーテ！　私たちも戦わないと！」

　アイリ様が訴えかけるが、ヘカーテは騎士たちの後ろから動かない。

　そして、その視線は前ではなく、横にいた俺に向けられている。

「わふわふ（はいはい、俺の出番なワケね）」

　俺たちが五大魔将を倒しているのをアイリ様に知られて良いものかと思っていたんだが、計画を知るヘカーテがやれと言うのであれば、問題ない。

「わふわふ（はいはい、皆さん通して下さいねー）」

　俺は騎士たちを押しのけるようにして前に出る。

　騎士さんたち、膝が笑ってるじゃん。軽く当たっただけなのに、体を支えきれなくて尻餅をついた人もいる。

　まぁ、ベリゴールの威容を前にすれば、恐ろしくても仕方ないと言える。

　俺も初見だったら恐怖におしっこをチビっていただろう。それはもうジョビジョバと粗相していたに違いない。

　だが俺は知っている。こいつが俺にとっては全然怖い相手ではないことを。

「わふわふぅ！（かかって来いやぁ！）」

「死ネィ！」

　俺の挑発を受けて、ベリゴールが斧槍を大上段から振り下ろした。

　大地を割り砕かんばかりの攻撃が、俺めがけて降ってくる。

「わ、わふぅ！（や、やっぱちょっと怖ぇ！）」

　ビビった俺の頭に斧槍は直撃し、

　次の瞬間、持ち手の根元からへし折れて、彼方かなたへ飛んでいった。

「ナ、何ィ!?」

「わふわふ！（ふはは！　我が名はロウタ！　武器を破壊することにかけては一流よ！）」

　俺がゼノビアちゃんの剣をいったい何本へし折ってきたと思ってやがる。

　未来で戦ったときも、ベリゴールの全力の一撃は、俺の毛一本傷つけることが叶かなわなかった。

「グ、グアァァァァァァァァァァァァッ！」

　まだ武器が折れただけなのに、ベリゴールが苦しみだした。

「ちゅー（あやつが取り憑いていたのは武器の方だったのではないか？）」

　未来でも剣に憑ひよう依いしていたしな。相性みたいなものがあるのかも知れない。

　鎧から紫色のガスが吹き出し、中身を失った空洞の鎧が崩れ落ちる。

　空中で漂うあのガスこそがベリゴールの本体だ。

「アイリ、今よ。弱った今なら楽に封印できるわ」

「は、はいっ」

　アイリ様がヘカーテの合図で、ベリゴールに封印をかける。

「グ、ググググ……！」

　しかし、ベリゴールは最後の抵抗を試みる。

「アイリ！　大地ではなく、あれを封印に使って！」

　ヘカーテが指さしたのは、尻餅をついた騎士の剣だ。

　転こけた拍子に地面に突き刺さっている。

「ちゅー（なるほど、相性か）」

「にゃーん（さすがはヘカーテ様です。取り憑きやすい武器に誘導することで、封印を容易たやすくするわけですねー）」

　ヘカーテの狙い通り、アイリ様が封印先を変えた途端、ベリゴールの抵抗が弱まった。

　そして吸い込まれるようにして、ベリゴールは剣に封印されてしまった。

　未来でもベリゴールは剣に取り憑いていたもんな。ということはこの剣がのちのち勇者の聖剣になるわけか。

　まぁ、偽物なんですが。アルステラちゃんの一族を惑わせた悪い剣だが、この先の未来ではどうなっていくのやら。

「あなた」

　ヘカーテが剣の持ち主である騎士に話しかける。

「この剣には絶対に触れないでちょうだい。持ち主に絶大な力を与えてくれる剣へと変化したけど、絶対に、何があろうと、引き抜いては駄目よ」

　それ『押すなよ？　押すなよ？』になって、好奇心を強めるだけじゃなかろうか。

「は、はい」

　騎士は頷うなずいたが、その目は剣の白々しい輝きに惹ひかれているように見える。

　これは駄目そうですね。

　歴史を大きく変えないためには、この剣は持ち帰られないと駄目だから、ヘカーテの狙いはむしろ引き抜かせることにあるのだろう。

　ということは、この青年がアルステラのご先祖様になるわけか。

　だいぶ弱らせておいたんで、心を蝕むしばまれないように気をつけて下さいな。

「ロウタ！　大丈夫ですか!?」

　封印を終えたアイリ様が、俺のところへ駆け寄ってくる。

「頭！　痛くないですか！」

　そして慌てて回復魔法をかけようとしてくれる。

「わふぅ～（ああ～、ほわほわして気持ちいい～）」

　完全に無傷なのだが、アイリ様の回復魔法は風呂に浸つかったような心地よさがある。

「アイリ、魔力の無駄遣いはやめなさい。ロウタくんなら大丈夫よ」

　無駄遣いとはなんだ。俺が気持ちいいから無駄じゃないぞ。

「気持ちいいだけだから無駄だと言ってるのよ」

「で、でもヘカーテ。あんな攻撃を受けたのに……」

「わふわふ（マジで大丈夫っす。ほら、かすり傷も付いてないし）」

「本当ですね……」

　額をかき分けられて、怪我けがのチェックをされたあとは、ついでによしよししてもらった。

「ロウタはすごいんですね」

　すごいのはこのフェンリルボディですけどね。

　中身の俺が豆腐メンタルでも、外側は死ぬほど頑丈なのでやっていけているところがある。

「それに、ヘカーテはどうして五大魔将が来ることが分かったんですか？　結界魔法が効かないなんて誰も知らなかったはずなのに……」

　いかん、アイリ様が疑い始めている。

「その話はまた今度にしましょう。今の騒ぎを聞きつけて、他の魔物がやって来るかも知れない。ここは早急に引き払うわよ」

　ヘカーテはアイリ様の疑問を誤ご魔ま化かし、出立の準備を始める。

「…………」

　アイリ様はその後ろ姿を、心配そうに見つめるのだった。
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　夜が明けた後、順番が前後してしまったが、リッチーの墓所まで移動し、小さくなった骸骨とともに封印をかけた。

「この五大魔将も弱っていた理由は教えてくれないんですよね？」

「……ええ、悪いけど。あなたに聞かせてもしょうがない話よ」

「……そうですか」

　少し落ち込んだようにアイリ様は答え、俺と目が合った。

「ロウタは何か知ってるんですか？」

「わ、わふっ!?（な、なぜ俺がっ!?）」

「いつもヘカーテとどこかへ行っていますし、偵察なんじゃなく、ロウタが先に五大魔将を倒してくれてるんじゃないんですか？　ベリゴールもロウタが倒したようなものじゃないですか。それにどうやって五大魔将の場所を知ったんです？　たった二日でもう三体も封印できるなんて上手うまく行きすぎです」

「わ、わふふ（あ、あわわ）」

　矢継ぎ早の質問に俺はたじたじになる。

　意外なところでこの鋭さ、やはりメアリお嬢様のご先祖様だ。

「わ、わふぅ（ぼ、僕ぼかぁ、何も知りませんよ。可愛かわいいだけが取り柄のわんこに難しい話をしないでいただきたい）」

「むー。本当ですか？　嘘うそをつくとためになりませんよ」

　両耳をつかまれて、右へ左へこねられる。

「わふぅ（ああん、こねこねしないでぇー。ちょっと気持ちいいー）」

「もっとして欲しかったら、キリキリ吐くのです！」

「わふぅ（嫌だー。俺は黙秘権を行使するぞー。でもコネコネはもっとしてー）」

　うずくまる俺と食い下がるアイリ様の攻防が続く。

「アイリ、ロウタくんが困らせないで。彼が何者であれ、助けてもらったことは事実でしょう」

　ヘカーテが助け船を出してくれる。

　その言葉は周りで野営の準備を始めている騎士たちに言い聞かせるようでもあった。

　俺の存在は怪しまれてもしょうがないからなぁ。

　アイリ様の護衛である騎士たちが俺を警戒するのは仕方がないことだ。

「……分かりました」

　アイリ様の手が耳から離れ、解放された両耳がピンと立ち上がる。

　不満げな様子のアイリ様だが、あまり事情を知りすぎると、未来に影響を与えるかも知れないからな。許しておくれ。

　カーミラ、ベリゴール、リッチー、と立て続けに封印したアイリ様の負担を考えて、今日の行軍は中止になった。

「全然疲れていません」

　とはアイリ様の弁だが、嘘ではないのだろう。

　本来は、万全の状態の五大魔将を封印しなければならず、アイリ様の負担はかなり大きかったはずだ。

　それを俺が先に倒すことで、負担がかからなくなっているのだ。本当に疲れている様子はなさそうだ。

「いいから、今日はしっかり休みなさい」

「……分かりました」

　ヘカーテに強い口調で言い含められ、アイリ様は渋々引き下がる。

「私たちは少し先を偵察してくるわ」

「……またですか？」

「ええ、また、よ」

　アイリ様はまるで納得していない様子だったが、ヘカーテは一いち瞥べつもせずに歩き出す。

　ちょっと冷たいような気もするが、これも魔王を倒した未来に変えるためだ。ごめんよ、アイリ様。

　俺はヘカーテについて、野営地をあとにした。

「この辺りで良いかしら」

　空間魔法による転移は、この時代では存在しない大魔法に位置するらしい。

　まぁ、便利すぎるもんな。見られないように離れた場所で使うのは当然の予防策だ。

　未来の知識を得たヘカーテでも自分ではまだ使いこなせないようだ。

「にゃーん（それじゃあ、次はギガースのところですねー）」

　ナフラが空間魔法を発動させる。

　この駄猫がそんな大魔法を使えるというのが、なんか納得できないが、それを言うと俺に盛大なブーメランが返ってくるので口には出さない。

　景色が白み、次の瞬間には大きな滝が目の前にあった。

「わ、わふっ!?（お、おお、ここは!?）」

　この場所、めちゃくちゃ見覚えがある。

「ちゅー！（わしの巣じゃ！）」

　穴ぼこになっていない滝が悠々とそびえている。

　レンの言うとおり、ここはあいつが昔住んでいた巣だ。

　この近くにギガースがいるというのだろうか。

「ナフラ、場所を間違えたわね」

「に、にゃー（あ、あれー？　おかしいですねー。どうして座標がズレちゃったんでしょう）」

　ナフラが失敗しただけだった。

「わふー（やーい、おまえんちの猫、ポンコツホムンクルスー）」

「にゃ、にゃにゃっ!?（にゃ、にゃんですとー!?　ナフラはポンコツじゃありません！　きっと何か理由があるのですー！）」

「わふわふ（はいはい、ポンコツはみんなそう言うんだ）」

　だが、なんだかんだであいつが転移に失敗するところを見たのは初めてだな。

　猿も木から落ちるならぬ、猫もジャンプに失敗するか。

「ど、どうなっているんですか!?　ここはどこですか!?」

「わふっ？（えっ？）」

　本来ここにはいないはずの人の声が聞こえる。

「わふぅ!?（アイリ様ぁ!?）」

　野営地で留守番をしているはずのアイリ様が、なぜか俺たちのそばにいた。

「アイリ!?　どうしてここに!?」

　ヘカーテもこのことは予想外だったのか、驚いている。

「結界魔法で姿を隠して追いかけてきたんです。やっぱり何か隠していましたね」

　尾行されていたとは気がつかなかった。

　姿を見えなくするだけではなく、俺たちの鼻や耳からも隠れて追いかけられるとかチートすぎる。

　ベリゴールの探知が特殊だっただけで、本来なら誰にも見つからずに行動できるのか。アイリ様の力を温存させたのが裏目に出てしまった。

「にゃーん（アイリ様の存在を計算に入れていなかったから、転移場所がずれてしまったんですねー。つまりわたくしめは悪くなかったと。ロウタさん？　謝ってもらえます？）」

「わふぅ！（ポンコツなんて言って、すみませんでしたーっ！）」

　俺はナフラに土下座をかました。

　そんな三文芝居を見ていたヘカーテが、額に手を当てて溜ため息いきをつく。

「はぁ、ナフラ。アイリを野営地に返してきて。騎士たちも聖女がいなくなって困惑しているはずよ」

「嫌です。事情を話してくれるまで、ここを動きませんっ」

　そう言って、アイリ様は俺をぎゅっと抱きしめる。

「わふー（犬いぬ質じちに取られてしまったー）」

「そうです、犬質です。ロウタを返して欲しかったら、本当のことを話すのです！」

　この行動力、頑固さ。どれを取ってもお嬢様にそっくりだ。

「わふわふ（なぁ、ヘカーテ。もう、ここまで来たら話しちゃった方が良いんじゃないか？）」

　ここで無理に追い返しても、この人はまたやるぞ。もしかしたら自分の足でここまで追いかけてくるかも知れない。
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　お嬢様のことをよく知っている俺には分かる。アイリ様も同じ行動に出るはずだ。

　事情を話さず、下手に動かれた方がよほど未来に悪影響があるんじゃないだろうか。

「……私も焦っていたようね。アイリがこういう子だってことはよく分かっていたはずなのに」

「そうです。親友なのに私のことを忘れすぎです」

「信じられるかどうかも分からない、あまりに荒唐無稽な話になるわよ。それでも聞く？」

　ヘカーテはナフラからの千年分の情報を受け取ったからこそ、俺たちを受け入れてくれたけど、アイリ様は大丈夫だろうか。

　未来から助けにやって来たとか、魔法を知るものほど信じられないと思うが。

「聞きます。ヘカーテの言うことです。ちゃんと信じます」

「分かった。それじゃあ、少し長くなるけど、聞いてちょうだい」

　ヘカーテはアイリ様にこれから起きることを話した。

　魔王の封印には成功するが、その負担はあまりに大きく、ファルクス家の人間は代々短命になったこと。

　子供に封印の術式を受け渡しながら、何とか血を繋つないでいたが、千年後にその封印は解け魔王によって世界は滅ぼされること。

　未来のヘカーテは、世界と親友の一族、二つを救うために千年前から今の時代の魔王を倒す計画を立てたこと。

　その要が俺であり、魔王を倒すこと以外の未来を変えないように行動するため、アイリにも秘密で動いていたこと。

　その辺りの話を、アイリ様に聞かせた。

「そんな……」

　アイリ様は目に涙を浮かべていた。

「ヘカーテ……！　ごめんなさい……！　私のせいで……！　あなたに千年間もつらい思いを……！」

「謝らないで、アイリ。あなたのせいなんかじゃない」

　ヘカーテはアイリ様の背中を抱いてやりながら、妹をあやすように言う。

「それに計画が上手く行けば、私の千年間の記憶は幸せなものに変わるわ」

「……はい。必ず成功させましょう」

　アイリ様は涙をぬぐって強くヘカーテを見る。

「ヘカーテ、私にも何か出来ることはありませんか？　私もあなたたちの力になりたいです」

「……この計画で、あなたは数に入っていないの。強いて言えばこのまま五大魔将を封印して、魔王の封印だけは行わないで」

「そう、ですか……」

　事情を聞いてしまって、それでも自分に出来ることがないと知れば、歯がゆい思いをするだろう。

　ヘカーテはそれも見越してアイリ様に話さなかったのかも知れないな。

「ちゅー（おかしいのじゃ）」

「わふ？（今度はレンかよ。おかしいって何が？）」

　静かにしているなと思ったら、レンはずっと滝を見ていたらしい。

　まだこの巣に未練があったのだろうか。

「わふわふ（お前の巣を穴ぼこにしたのは悪かったよ。帰ったら直せないか試してみるから──）」

「ちゅー！（違うのじゃ！　この巣から、わしのものではない気配がするのじゃ！）」

「わふ？（どういうこった、そりゃ？）」

　千年前にはレンはもうこの巣で引きこもってたんだろ？　なのに、違うやつがここに住んでるのか？

「ちゅー（気配は同じ竜じゃが、わしとは違うのじゃ）」

「わふわふ？（なおさらワケが分からん。レンじゃない竜が住んでるなんてあり得るのか）」

　それとも後々やってきたレンが、ここの竜から巣を奪い取ったのだろうか。

「ちゅー！（そのようなことはしておらんし、わしは生まれたときからこの巣が住すみ処かじゃ！）」

　だとしたら、この中にいる竜はいったい何者だろうか。

「ちゅー……（ぬし様……）」

　レンがすがるように俺を見てくる。

「わふぅ（分かったよ。見に行こう）」

「ちゅー！（ぬし様！　ぬし様はやはり優しいのじゃ！）」

　ネズミにしがみつかれても全然嬉うれしくないが、俺もそのままにしておくのは気持ちが悪い。

「わふわふ（ヘカーテ、悪いんだがちょっと待っててくれないか。中を確認してきたいんだ）」

「……この場所に来ることになったのは、私がアイリの行動を読めなかったからだし、構わないわ。念のため、全員で行きましょう。ズレたとは言え、ギガースの居場所には近いから、危険がないとは言えない」

「わふっ（よし、じゃあ、全員で滝の裏へ出発だ）」

　レンの事情までは聞いていないアイリ様はきょとんとしているが、裏側から滝を見ると楽しそうにはしゃいでいた。

「わふわふ（中は千年後とあまり変わってないな）」

　俺を先頭に洞窟を進む。

「ちゅー（近いのじゃ、この先にその竜がおるぞ）」

「わふ……（ああ、だが用心した方が良いかもしれないぞ）」

　さっきから俺の鼻がある匂いを感じ取っている。

　血臭だ。

　その竜が浴びたものなのか、はたまたその竜自身の血なのか分からないが、この量はかなりのものだ。

　洞窟の角を曲がると、大きな空間に出る。

　ここはレンが寝床にしていた場所か。

　その中央に、巨大な生物が横たわっていた。

　レンとそっくりな蒼あおい鱗うろこを持ったドラゴンだ。

　体の大きさは、レンよりも数段大きいかも知れない。

　俺たちの気配に気がついたのか、ドラゴンが重たげに顔を上げる。

「ＧＵＲＯＲＯ……（それ以上、近づくでない……。我は最後のひとときを子と過ごしたいだけ……。静かにこの場を去ってもらえぬか……）」

　ドラゴンの眼めに敵意はないが、これ以上近づけば死力を尽くして戦うという覚悟があった。

「わふ（みんな、止まれ）」

　俺がそう言った直後だった。

「ちゅー！（カカ様！）」

　レンが俺の頭から飛び降りて、ドラゴンの元へと駆け寄っていく。

「わふ？（カカ様、だと？）」

「ＧＵＲＯＲＯ……（小さき者よ。何故なぜ、我を母と呼ぶ。我が子はこの卵ひとつだけ……）」

　横たわるドラゴンは、小さな卵を腹に抱いていた。

　小さいと言っても、ドラゴンと比べて小さいだけで、アイリ様の身長くらいは余裕であるだろう。

　ドラゴンはその卵を愛いとおしそうに体で守っている。

「ＧＵＲＯＲＯ……（我が夫はあの悪あしき魔王に殺された。この卵だけが我の唯一の家族……。そなたのような小さき者を子に持った覚えはないぞ……。死にゆく者をからかうのはよせ……）」

「ちゅー（いいえ、わしはあなたの娘です！　わしはレンヲヴルム！　猛たけき赤竜レツドドラゴンヴリドーラと静かなる蒼竜ブルードラゴンメリヲヴルムの仔こ！）」

「ＧＵＲＯＲＯ……!?（なぜ我と夫の名を……!?　それにかすかに感じるこの匂いはまさか……本当に、我が娘レンヲヴルムなのか……!?）」

「ちゅー（この姿を見て下さい、カカ様）」

　レンが変化を解く。

　そこには美しい蒼竜がいた。

「ＧＵＲＯＲＯ……！（おお、その姿は、まさしく我が思い描いていた娘の姿……！）」

　メリヲヴルムが驚きに目を瞠みはる。

「ＧＵＲＯＲＯ……（だが、何故……？　娘がふたりいるなど……？）」

「それは私から説明するわ」

　ヘカーテは未来から来た事情をかいつまんでメリヲヴルムに伝えた。

「ＧＵＲＯＲＯ……（そういうことであったか……。まさか死に目に成長した娘を見ることができるとは、かような幸運が訪れるとは、なんと素晴らしき最期か……）」

　そう言って、メリヲヴルムは目を閉じる。

　彼女の命は、もう尽きようとしていた。

「ＧＡＲＯＲＯ！（カカ様！　死なないで！　死なないで下さい、カカ様！）」

　ドラゴンの姿に戻ったレンが、メリヲヴルムにすがりつくが、傷はあまりに深く、もう動くことも出来ないようだった。

「ＧＡＲＯ……（カカ様……）」

　涙をこぼすレンの下を、アイリ様が通った。

「大丈夫です」

　アイリ様がメリヲヴルムの鼻先に触れ、回復魔法を唱える。

　すると、見る見る間に、深い傷が癒いやされていった。

「ＧＡＲＯ？（カカ様？）」

　レンが声をかけると、メリヲヴルムが再び目を開けた。

「ＧＵＲＯＲＯ（なんと、あれほどの深手が嘘うそのように……！　人族にこれほどの魔法の使い手がいたとは……！）」

　すっかり元気になったメリヲヴルムに、レンが飛びつく。

「ＧＡＲＯＲＯ！（カカ様！　カカ様！）」

　良かったなぁ、レン。

　でも、お前らが動くと足元の俺たちが踏み潰されちゃうので気をつけて欲しい。

　あと、卵。卵がひっくり返りそうになってるから……！
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　これで未来が変わってしまったのだろうか？

　本来、レンの母親はここで死ぬはずだったのを、アイリ様が助けたことによってどんな影響を与えるか分からなくなってしまったな。

「ＧＵＲＯＲＯ（では、我はしばらく身を隠そう。幸いにして、我が子はまだ卵より孵かえっていない。千年後にまた戻ってくれば、未来との齟そ齬ごは起きないのではないか？）」

　確かにそれなら流れは一緒だな。

　レンが千年間また独りぼっちなのが可哀かわい想そうだが。

「ＧＵＲＯＲＯ（なに、この子の成長を見守れないのは残念だが、千年程度は我ら竜族には大した問題ではない）」

　さすが竜族、時間に対するスケールが違った。

　そして、俺たちはメリヲヴルムと別れ、本来の目的である巨兵軍長ギガースの討伐に向かう。

「ＧＡＲＯＲＯ（ふふふ、千年後に帰れば、またカカ様と会える……！　嬉しいのじゃ嬉しいのじゃ……！）」

「にゃーん（良かったですねー、レン様）」

「わふわふ（嬉しいのは良いけど、その姿だと目立つだろ。他の魔物に見つからないうちにネズミに戻れよ）」

「ＧＡＲＯＲＯ（この姿の方がわしの真の姿だと言っておるじゃろうが……）」

　しぶしぶネズミに姿を変えようとするレンを、ヘカーテが止める。

「待って、レンちゃん。どうせならこのまま空を飛んでいきましょう」

　どうやらヘカーテには何か策があるらしい。

「えっ！　今度は空を飛べるんですか！」

　アイリ様はご機嫌だ。ギガース討伐にも付いてくるつもりらしい。

「ＧＡＲＯＲＯ！（そなたはわしとカカ様の恩人じゃ！　特等席に乗せてやるのじゃ！）」

「わーい、ありがとうございます！」

　俺たちはレンの背中に乗り、ヘカーテの案内に従って北へ向かう。

　そこは、未来では霊峰と名高かった山だが、今では魔王の瘴しよう気きに汚染されて、魔山と化している。

　レンはどんどん上昇し、分厚い雲を抜けると雲海が拡ひろがる青空へと到達した。

「わぁ、綺き麗れいですねー」

「わふわふ（お嬢様にも見せてあげたいなぁ。未来に帰ったらやってあげよっと）」

　景色の美しさに感動する俺たち。ヘカーテとナフラは何かをふたりで話している。

「ちょうどこの辺りね」

「にゃー（はい、座標もこの真下を指していますね）」

「それじゃあ、ロウタくん」

「わふ？（なになに？　ここから何かするの？）」

　何やるか、まったく聞いてないんだけど。

「元の姿に戻って良いわよ」

　元の姿って何？　この姿が俺そのものですけど？

「はいはい、それは分かったから」

　ヘカーテがぐいぐいと俺を押してくる。

「わふわふ！（ちょ、やめて！　不安定な場所なんだから！）」

「行ってらっしゃい」

　マジか。本当に突き落とすつもりだ。

「どうやってギガースを倒したか思い出して」

　そこまで言われて、俺はようやく思い出した。

「わふぅ……（そうだったわ……俺の本当のサイズ）」

　あまりに忌まわしい記憶で忘れていた。

　しかし、この雲の下にいるギガースを倒すには、この方法しかないだろう。

　俺は厳重にかけていた変化の術を解いた。

　その瞬間、俺の体は爆発的に大きくなった。

　視界は空の上のまま、俺の体と四本の足だけが、雲を突き破って巨大化する。

「わふっ（あっ、プチってした）」

　足の裏に虫を踏み潰すような嫌な感触がして、ギガースが潰れたことを知る。

　こうして勝負は一瞬で付いたのだった。

　ギガースからしたら、突然空の上から降ってきた犬の足に踏み潰されたことになるのか。

　何も分からないまま倒されて封印されるとは可哀想に。

　千年後ではお前の望みである睡眠をたっぷりと取るが良いぞ。
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　ギガースを封印した俺たちは、一度野営地に戻り、騎士たちに待機を命じた。

　秘密にしておきたかったアイリ様に知られてしまった以上、もうこそこそする必要はない。

　俺たちはすぐさま最後の五大魔将である百獣戦鬼ベヒモスを封印しに向かった。

「ロウタくんの巨大化した姿で、存在を知られた可能性が高いわ。魔王が何かしてくる前に、一気に片を付けるわよ」

　ヘカーテはもともとそのつもりだったようだ。

「わふわふ（しかし、ベヒモスとは俺、戦ってないんだよな）」

　やれるかどうか不安なんだけど。

　未来で一瞬だけ相対したときは、俺より強い気配すら感じた。

　やつが俺に惚ほれて力を捨てるという奇跡が起きなければ、負けていたのは俺の方だったかも知れない。

　しかも今のやつは瘴気によって洗脳されている状態のはずだ。

　まともに戦って勝てるだろうか。

　俺が不安になっている間に、ナフラの空間魔法は発動し、ベヒモスの場所まで転移する。

「わふっ!?（って、ド真ん前かよ!?）」

　大きな岩棚に寝そべる黄金の獅し子しがいた。体格は今の俺より少し大きいくらいだが、発せられる圧力は、ギガースの巨体以上だ。

「ゴウルルル……」

　やべえ、今の俺の声でベヒモスが目を覚ましてしまった。

　ベヒモスの瞳は深紅に染まっており、やはりやつもまた魔王によって洗脳されていることが分かる。

　ついに俺が全力で戦わなければならないときが来たのだろうか。

　やだなぁ。などと言っている場合ではない。

　俺は姿勢を低くし、すぐさま動けるようにベヒモスの動きに注目する。

「ゴウルルルルルル……」

　うなり声を上げて、ベヒモスはゆっくりと体を起こし、俺を見つめた。

　どうやら敵として認識されたようだ。

　ベヒモスは息を吸い、攻撃態勢を取る。

　そして──

「ゴウルルルルァァァァァッ!!（惚れたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　バキィンとガラスが砕けるような音がして、深紅に染まっていた瞳が青に戻る。

「わ、わふっ!?（こ、こいつ！　自力で洗脳を解いただと!?）」

「ゴウルル！（愛の力は全てを超える！　惚れた！　余はそなたに惚れたぞぉぉぉっ！）」

　お前、千年前からこんな感じなのかよ！
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「ゴウルルル（うむ、委細把握した。余はこのまま眠りに就けば良いのだな）」

「はい、封印に同意してくれれば、私の負担もほとんどないです」

　俺たちから事情を聞いたベヒモスはウキウキで地面に埋まっていた。

　ちなみにその穴はベヒモスが自分で掘っていた。

「わふわふ（最後までとんでもないやつだな。俺としては戦わなくて済んでラッキーだったけど）」

　むしろこいつに魔王と戦ってもらった方が良いんじゃないか。洗脳も解けたことだし。

「魔王に近づけばその瘴気の濃さは増すばかりだわ。結局のところロウタくん以外の魔物は魔王に近づけば、また配下にされてしまうでしょうね」

　あれ？　じゃあ、俺の背中に乗っている、このネズミと猫は？

「ちゅー（わしは竜族じゃからの。魔物とは別物なのじゃ。トト様やカカ様も洗脳はされていなかったじゃろ）」

「にゃーん（ナフラは錬金術で生み出されたホムンクルスですのでー）」

　そうだった。こいつらは魔物じゃないんだった。

「ゴウル！（ではな！　美しき白銀の狼おおかみよ！　そなたの名は次に目覚めたときに聞くとしよう！）」

　はいはい、千年後まで大人しく寝てるんやで。

　アイリ様の封印魔法が発動し、ベヒモスは抵抗することなく地中に封印された。

　これで五大魔将は全員封印できた。

　残すは魔王本人だけか。あいつだけは封印せずに倒してしまわなければならない。

　恐ろしい魔王だが、やつのことだけは何も知らないんだよな。

　どういう名前で、どういう姿で、どういう力があるのか、ほとんど分かっていない。

　分かっているのは、瘴気で魔物を洗脳し、意のままに操れるということと、やつをこのまま放置すれば世界が滅ぶのが確定しているということだけだ。

「用意は良い？　ロウタくん」

「わふわふ（良くはないけど、やるしかないのは分かってるぞ）」

「今までのは前準備にすぎないわ。本番はここからよ」

　ここは魔王領と呼ばれていて、魔王の居城があるんだろう。

　カーミラの水晶の城よりももっと立派で大きな城が建っているのを想像する。

　しかし、五大魔将と戦うためにこの森をあちこち飛び回ったが、それらしい建物が見えたことはなかった。

　ドラゴン化したレンの背中に乗って空を飛んだときも、瘴気が渦巻く森の中心が見えただけで、そこに何かが建っているようには見えなかった。

「その認識であっているわ」

「わふ？（え、城ないの？　魔王ってホームレスなのかよ）」

　俺でさえ立派なお屋敷で飼われているというのに。魔物の王様なのに自分の家がないのかよ。

　ぷぷー、可哀想。

「そういう意味じゃないけど、魔王自身が城と言えば近いかしら」

　進めば進むほど、前が見えなくなるほどの濃い瘴気が俺たちを覆う。

　アイリ様が結界魔法で瘴気を遮ってくれていなかったら、前に進むことも困難だっただろう。

「わふわふ（魔王自身が城ってどういうこっちゃ。意味が分からんぞ）」

　ヘカーテはそれには答えず、足を止めた。

「ここが魔王よ」

　ヘカーテの足元には黒い影があった。

　瘴気のせいで見えづらいが、その影はずっと向こうまで続いているように見える。

「わふ？（この影みたいなのが魔王？）」

「ロウタくんは、迷宮を知っているかしら」

　迷宮ってあれだろ。魔力が溜たまったところにポコポコ発生して、地下にダンジョンを造り出して、魔物を外から呼び寄せて洗脳したり、溜まった魔力で新しい魔物を作り出したりするやっかいなやつだろ。

　未来の森でも発生してたから、ガロたち魔ま狼ろう族に頼まれてしょっちゅうゲロビームで破壊してたものだ。

　アルステラちゃんが来たときなんて、背後から尾行して迷宮に潜ったことさえある。

　公園のトイレみたいな匂いがして臭いんだよな。

　魔物にとっては、あれが逆らいがたい良い匂いに感じるらしいが。

「そう、その迷宮が最大に育った姿が魔王の正体よ」

「わふっ!?（ええっ!?　魔王って魔物じゃないのかよ!?）」

　俺の中の魔王像が音を立てて崩れ落ちる。

　こう、イケメンな人型の魔族って感じを想像していた。

「この辺境にはたまたま魔力が集まりやすい場所があったの。誰にも見つからず長い長い時間をかけて、誰にも邪魔されることなく魔力が溜たまり続けた」

　魔力が溜まると魔物が生まれたり迷宮が発生するんだよな。

「それは正確ではないわ。正しくはその魔力に意識が生まれたときよ」

　意識があって、初めて魔力は指向性を持ち、その意識が望んだ姿を取る。ということらしい。

「それは生きたいと望む死に瀕ひんした野生動物か。財宝が欲しいと望む強欲な人間か。集まった膨大な魔力は触れた者の意識を元にその形を作る」

　そういうメカニズムだったのか。

「この影は言うなれば巨大な迷宮。大地ではなく次元の裂け目に根を張り、無限に等しい深さをもつほどの強大な力を保っているわ」

　入ったら出られない、底なし沼みたいなものか。

　そう言われてみれば、五大魔将を筆頭に魔物たちが操られていたのも、迷宮の特性に似ている。

　その規模があまりに大きすぎて、誰も気がついていなかっただけだ。

「仮に、この影を魔王迷宮と呼びましょう。この影、魔王迷宮の中に入ったら最後、暗黒に満ちた無限の回廊を歩き続けることになるでしょうね」

　俺はごくりと生唾を飲み込んだ。

「迷宮である以上、最奥にはその核が存在する。その法則だけは間違いないわ。だけど、無限に等しい距離を踏破できる者など存在しない」

　誰も踏破することが出来ない超ちよう弩ど級きゆうの大迷宮。

　それが魔王の正体だった。

「だから、封印するしかなかったんです」

　アイリ様が悲しげに目を伏せて言う。

　アイリ様も魔王の正体を知っていたのか。

　いや、知っていたからこそ封印魔法を思いついたのだろう。

　自分が命を賭けて考案した封印魔法が、子孫を苦しめ続け、そして最後には失敗すると聞かされたアイリ様の苦痛はどれほどだろう。

　自分はそのために生まれてきたのだと信じ、ここまでやって来たのに、それが前提から崩れてしまったのだ。

　でも、アイリ様は自分を哀れむより、その後のヘカーテの一生を悲しみ、それ以上は取り乱さずに行動してきた。はしゃぐ姿も空元気だったに違いない。それでも俺たちと一緒にここまでやって来た。

　とても強い人だ。そんなところも、やっぱりお嬢様に似ている。

「その未来を変えるために、私たちはいるのよ」

　その通りだ。お嬢様が早死にしちゃう未来なんて俺はごめんだぜ。

　末永く生きてもらって、俺と楽しく暮らすのだ。

「ここまで来れば、やること自体は簡単よ」

　千年をかけた計画の最後の手順をヘカーテは話す。

「未来の私では、千年前まで戻ってきても魔王迷宮を倒すだけの力を手に入れることが出来なかった。だけど、その問題がロウタくんのもつ膨大な魔力と究極破壊魔法、この二つのおかげで解決できたわ」

　究極破壊魔法は何でも破壊する。

　それは次元の隙間であろうと、無限の回廊であろうと同じことのようだ。

　ただ、その発動には恐ろしいほどの魔力が必要で、千年かけて修業したヘカーテでさえ、計画遂行に必要な出力を得られなかったらしい。

「だけど、ロウタくんならこの無限の回廊を突き破り、魔王の核を狙い撃ちに出来る」

　なるほどな、ヘカーテが俺が計画の要だと言っていたのはこのことだったのか。

「チャンスは一度だけよ。ロウタくんの魔力を以もつてしても、最大出力でやっと届くというところね」

　外せば終わりってことか。

「…………」

　いやいやいや、そんな大事な話を今しないでくれと言いたい。

　俺は本番に弱いことで有名なんだから、俺の中で。

　なんか緊張でお腹なか痛くなってきた気がする。先にトイレ行ってきて良い？

「狙いは私が付けるわ。ロウタくんはただ全力で究極破壊魔法を放って」

　それなら何とかなりそうだ。

　弱める方向での調整は難しいが、思いっきりぶっ放せば良いってだけなら簡単だ。

「ちゅー（究極破壊魔法はそんな簡単に撃てる魔法ではないのじゃがなぁ）」

「にゃーん（まぁ、ロウタさんですし。今さらですよねー）」

　外野は黙っていなさい。

「もう一度聞くわ。用意は良い？」

「……わふっ！（……おっけ。やろう！）」

　ぐだぐだ言ってても仕方がない。

　ヘカーテがやれるって言ってんだ。

　俺はそれを信じて全力全開でゲロビるだけである。

　ヘカーテは杖つえを掲げ、魔法を発動させる。

　おそらくそれは未来のヘカーテから受け取った魔法で、魔王の核の居場所を探知し、俺のビームの方向をわずかな狂いもなく制御するためのものだ。

　今のヘカーテでも扱える最大効率の魔法を練り上げ、ヘカーテは額に汗をびっしりと浮かばせながら合図をする。

「いつでも撃って良いわよ」

「わふ（それじゃあ、遠慮なく）」

　俺は今までで一番の力を込めて、息を吸う。

「ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォンン!!（魔王様、こんにちはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁそしてさようならぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　大きく開けた顎あぎとから、その数十倍の太さの光線が影に向かって吐き出される。

　影はその先に何も存在していないかのように、光線を飲み込んだ。

　全力のビームがどこに飛んで行っているか俺には分からない。

　俺にはこの影の向こうを知るすべがないからだ。

　狙いの修正はヘカーテが全力で行っている。

　ヘカーテは固く目を閉じ、核の動きをわずかも見逃さないよう、魔力による探知に集中している。

　俺に出来ることは、この魔力が尽きるまでビームを吐き続けることだけだ。

　ビームの放出は数十秒にも及び、あまりの光量に放っている俺ですら眩まぶしくて前が見えなくなる。

　そして、ついに俺の魔力が尽き、ビームの放出が止まる。

「……ゼェッ……ゼェッ……！（ど、どうだ、ヘカーテ……！　届いたか……!?）」

　このフェンリルボディが息を切らせるなんて久しぶりだ。

　体が成長してからは、初めてかも知れない。

　それほどの強さでビームを放ったにもかかわらず、影に変化は訪れない。

　夜の湖のように、静かな水面みなもを湛たたえているだけだ。

「…………」

　ヘカーテは杖を掲げたまま、答えない。

　魔王の核の観測はまだ続いているようだ。

　俺たちは、固唾を呑のんでそれを見守るしかない。

「……届いた」

　ヘカーテがつぶやく。

　それと同時に、影が激しくざわめいた。

　強風が吹き荒れるように、まるで生き物が苦しむように、影の水面は暴れ出し、ついには水状だった影に亀裂が走る。

　そしてガラスが割れるような音とともに、影は粉々に砕け散った。

「ち、ちゅー!?（や、やったか!?）」

　ちょっとレンさん、それはフラグだからやめて。

　だが、十秒経たっても二十秒経っても、砕けた影は動こうとはしなかった。

「今観測したわ。ロウタくんの究極破壊魔法は、確実に魔王迷宮の核を貫いた」

　その言葉で、俺たちはようやくホッと息をつくことが出来た。

「わっふぅぅぅぅぅぅぅ!!（やったぁぁぁぁぁぁぁっ！　これで未来が変わるぞぉ！）」

　お嬢様も死ななくて済むし、代々のファルクス家の人たちの寿命も延びるだろう。

　そうなると、お嬢様のお母様とかどうなるんだろう。

　元の時代に戻ったら生きてたりするんだろうか。

　まぁ、その辺の変化は帰ってから確かめるとしよう。

　俺たちの役目はここで終わりだ。

　ここから先の歴史はヘカーテが見守ってくれる。

「ありがとう、ロウタくん。あなたのおかげで、世界は救われたわ」

「わふわふ（よせやい。そんなスケールの大きいことを言われても困るぜ）」

　俺は単にお嬢様を助けるため、いや、もっと言えば俺の快適なペットライフを守るためにやって来ただけだ。

　頑張ったのはヘカーテだろう。千年間の苦労が実を結んで良かったな。

「ええ、千年後の私の苦労はいま報われたわ。私が大変なのはこれからだけどね」

　魔王が倒れた以上、歴史の流れは大きく変わるだろう。

　それを俺たちのいた未来に近づけるため、ヘカーテは未来の知識を駆使して修正をかけることになる。

　その千年はまた別の苦労の道になるだろう。

　俺にはこの先のヘカーテの千年を知ることは出来ないが、これからが大変なことくらいは分かる。

「わふっ（その礼は、千年後に言わせてもらうな）」

　俺からしたら一瞬だが、ヘカーテからすれば長い時間になる。

　それでも俺たちは変わらぬ友情を誓って、にっと笑い合った。

「ロウタ！　ヘカーテ！　みんなやりましたねぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　アイリ様が泣きながら、俺たちに飛びついてくる。

「良かったですぅ！　良かったよぉぉぉぉぉぉぉぉっ！　うえぇぇぇぇぇぇぇん！」

　ひとまとめに抱きしめられた俺たちは、ちょっと照れくさかったが、誰よりも喜んでくれるアイリ様が愛いとおしくて、そのまま顔をすり寄せた。

　それが、反応が遅れた原因じゃない。

　魔王を倒したはずなのに、瘴しよう気きが晴れないことに気づかなかった俺たちが愚かだった。

　濃い瘴気の向こうから、真っ黒な無数の手が襲いかかってくる。

「なっ!?」

　黒い手は砕けた影と同じ、何も反射しない真黒で俺たちの体に巻き付き、有無を言わせぬ力で、俺たちを引き寄せた。

　その先には、砕けたはずの影がまだ残っていて、俺たちはなすすべなく影の中に飲み込まれた。




　　　　†　†　†




「わ、わふっ!?（み、みんな無事か!?）」

　無数の手は俺たちが影に飲み込まれたら消えてしまったが、みんなの姿が見えないほどの闇に困惑する。

　足場がない。呼吸は出来るが、光がまったく届いていないのか、俺の視力を以てしても、まったく何も見えなかった。

「落ち着いて、みんな」

　ヘカーテの声だ。と同時に、光の球が浮かび、俺たちを照らす。

「みんな、いますか？」

「ちゅー（やれやれ、ひどい目に遭ったのじゃ）」

「にゃー（レン様が『やったか!?』とか言うからー）」

「わふわふ（そうだそうだ。レンが悪い）」

「ち、ちゅー!?（な、なんじゃとー!?　わしは悪くないじゃろ！）」

　どうやら誰も怪我けがなどはしていないようだ。

　ふざけている場合ではないが、今のやりとりで落ち着いた。

「わふ（ヘカーテ、これは魔王を倒せなかったということか？）」

「……確かに核は貫いたはずなのよ」

　だが、実際に影は健在で、俺たちは魔王迷宮に取り込まれてしまった。

　ヘカーテは血が出そうなほど、唇を強く噛かみしめる。

「……計画は失敗よ。逃げましょう。ナフラの空間魔法を使えば、ここから脱出は出来る」

「わ、わふわふ（お、おいおい。それじゃあ未来は……）」

「……変わらないわ。おそらく千年後は同じ未来に収束する」

　嘘うそだろ。ここまできて、失敗なのかよ。

「だけど、もう一度やるわ。千年かけて計画を練り直す」

　ヘカーテは悔しさと怒りのこもった目で、宣言する。

「今度は、こんな結末にはさせない」

　だけど、それじゃあ、今回のアイリ様は数年後には死んじゃうんだろ？　お前はそれで良いのかよ。

「ヘカーテ、私は大丈夫です」

　アイリ様は少し寂しそうな目をして、ヘカーテに寄り添った。

「魔王は私が封印します。最初からそのつもりだったんです。覚悟は揺らいでいませんよ」

「ごめんなさい、アイリ……」

「謝らないで下さい。ヘカーテは諦めてないじゃないですか。今度はきっと上手うまく行きますよ」

　マジでどうにもならないのか？　このままじゃ帰るに帰れない。

　千年後に帰ったとしても、もうすぐ死んでしまうお嬢様と魔王の復活が待っているだけだ。

　俺も残ってヘカーテの計画を手伝うか。それぐらいしかやることはないだろう。

　気力が一気になくなってしまった。

「ナフラ。脱出をお願い」

「にゃー……（はい、畏かしこまりました……）」

　ナフラが空間魔法を展開する。

　いつものように前足を招くように動かして──その動きが止まった。

「わ、わふ？（おい、どうしたナフラ）」

　逃げると決めたのなら、早い方が良いんじゃないか？

　やる気がなくなった俺だが、さすがにこのまま魔王迷宮で死ぬつもりはないぞ。

　しかし、ナフラは凍り付いたように動かず、それどころか、他のみんなも動いていない。

　これではまるで、時間が止まったようだ。

「ロウタさん、大おお神かみ朗ろう太たさん」

　その呼び声には覚えがあった。

　何より、俺の前世の名前を知っているのは一人しかいない。

「わふっ!?（女神様!?）」

　そう、目の前には俺を転生させた女神が立っていたのだ。




　　　　†　†　†




「半年ちょっとぶりですね、ロウタさん」

　ピンク色の髪をしたゆるふわお姉さんな女神様が、なぜか俺の前にいる。

　この女神様のせいで俺は犬ではなくフェンリルに転生させられることになったのだ。

　ここにいる理由を聞く前に、言いたい文句が山ほどある。

「わ、わふ──（こ、この──）」
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「会って早々なのですが、まずはこちらをお受け取り下さい」

「わ、わふ？（お、おう？）」

　女神様は静かな所作で膝を突き、見事な姿勢で頭を下げた。

「申し訳ありませんでした！」

　土下座！　女神土下座だ！　異世界転生のお約束だ！

　でもタイミングがめちゃくちゃだ。それって転生前にやるやつじゃないのか。

「いえ、このあとわりと深刻な話をしないといけないので、場を和ませてからの方が良いかな、と」

　そんな気遣いが出来るなら、俺をちゃんと犬に転生させられたんじゃないんですか。

「良かれと思ってやったんですよぉ」

　悪気がない分、余計に質たちが悪い。

　まぁ、フェンリルに転生させられてなかったら、今までのピンチも乗り切れなかったんだけどさ。

　金持ちの犬に生まれ変わりたかっただけなのに、どうしてこうなった。

「良かれと思って……」

　それ言っておけば良いと思ってませんか、女神様。

「てへっ」

　殴りたいこの笑顔。

　深刻な話があるって言われたのに、完全にしらけちゃったんですが。

「わふわふ（ていうか、女神様が現れたってことは、俺はこのあと死んじゃうんですか？）」

　次の転生先の案内にでも来たのだろうか。

「いいえ、事態はもっと深刻です」

　女神様は首を横に振った。

「このまま行けば、時間の円環が閉じ、ロウタさんは時間のループに囚とらわれることになります。正確にはループに囚われるのはヘカーテさんですが」

「わふわふ？（ループって、同じ時間を何度もやり直すってあれっすか？）」

　俺のにわかＳＦ知識だとそんなことくらいしか分からないぞ。

「はい、そのループです」

　合ってたらしい。

「このまま、ヘカーテさんの言うとおりにここを脱出して、また千年計画をやり直しても、結局失敗します。それは何度やろうと変わることはありません」

　まるで見てきたように、女神様は言う。

　いや、この悲しげな瞳は実際に見てきたのかも知れない。

「ごめんなさい。私も、この事象を観測できたのはたった今この瞬間なのです。神の権能で、起きる未来を全て見ましたが、何度やり直してもヘカーテさんは失敗することになります。そして、その記憶を何千年も受け継ぎ続けた結果、ヘカーテさんの心は壊れ、記憶の継承をやめます」

　それはどれほどの苦しみか、俺には分からない。

　だが、あのヘカーテが、あれほどアイリ様やお嬢様を助けたがっていたヘカーテが、すべてを諦めて投げ出してしまうなんて、どれほどの地獄だったのだろう。

「そして、また振り出しに戻ってループの完成です。記憶を継承しなかったヘカーテさんは千年かけて最初の魔王討伐計画を立てるでしょう。そして、すでにそのループは何周もしているのです。神である私でも数え切れないほどに、何度も何度も」

　じゃあ、俺がフェンリルに転生してきたことも一回や二回じゃないってことなのか。

　何万か何億か。女神様ですら分からない回数とか、恐ろしすぎて想像できない。

「わふ……（ああ、それでか……）」

　俺は気になっていたことの答えを図らずも知ってしまった。

　なぜお屋敷近くの湖が、俺が穴を開ける前から存在していたのか。

　なぜ千年前の魔ま狼ろう族の契約が、俺が過去に行く前からあるのか。

　なぜ千年前のお伽とぎ噺ばなしに、ロウタという俺と同じ名前の英雄が出てくるのか。

　すでにループが始まっていたというのなら、説明が付いてしまう。

「この先の世界の歴史はここで完全に止まっているのです」

「わふ……（そんな……）」

　俺は絶望にうちひしがれた。

　魔王の討伐に失敗したと聞かされたときよりひどい。

「わふわふ！（そんな、そんなことってあるかよ！　ひどいじゃないか！　みんな頑張ってここまで来たのに！　全部無駄だったなんて！　何度やり直しても無意味だったなんて！）」

「ロウタさん……」

「わんわん！（何とかならないのかよ！　このループを抜け出す方法は本当にないのかよ！）」

「ありますよ」

「わふぅーん！（あるんかーい！）」

　さっきまでの俺の叫びはなかったことにして欲しい。

　ていうか、あるなら先にそれを言えよ！　無駄にシリアスしちゃったじゃんか！

「今までは、私の観測がなく、そしてそれを伝える術すべがありませんでした。ですが、この瞬間だけは違う。歴史の特異点を今この瞬間なら書き換えられます」

　なんだよ。出来るんじゃん。それなら早くそれをやってちょうだいよ。

　もー、まじでビビったわ。おしっこ漏れてない？

「書き換えるのはロウタさん自身ですよ」

「わふ？（俺が？　え、俺がやるの？）」

　不思議な女神パワーでパパパパーじゃないのかよ。

「あなたは今、ふたつの岐路に立っています」

　女神様は指を二つ立て、一つを折る。

「ひとつはヘカーテさんと一緒に空間転移でこの場を離脱する道。これならば全員が助かりますが、魔王は倒されず、聖女アイリーンによる封印が行われるでしょう。先ほども言いましたが、これは円環が閉じることを意味しています。千年の周期で同じことが延々と繰り返され、再び振り出しに戻ることになるでしょう」

　俺が知りたいのはもう一つの方だ。

　だが、それを女神様は言いづらそうにしている。

「わふわふ（いやもう、言っちゃってくださいよ。そんな溜ためられると余計に不安になるって）」

「……分かりました。心して聞いて下さい」

　俺が急せかすと、女神様はもう一つの指も折りたたんだ。

「もう一つの道はあなたがこの場に残り、再度魔王の核に一撃を与えることです」

「わふ？（え？　そんなんでいいの？）」

　なんだ楽勝じゃん。

「ロウタさんの究極破壊魔法は確実に魔王にダメージを与えています。ヘカーテさんたちは気づいていませんが、魔王もとても弱っているのです。ロウタさんの全力の一撃がもう一度入れば、今度こそ倒すことが出来るでしょう」

　やったぜ。勝ち確じゃん。

　ビーム吐くだけで良いなら、いくらでも吐くよ。

「問題は、その後です。それで魔王を倒せたとしても、同時にこの大迷宮の崩落からは逃れられなくなります。次元の裂け目に落ちれば、あなたは永遠にこの闇を漂うことになるか、運が良くてもどこともしれない場所へ飛ばされることになるでしょう。そこは一億年後かそれとも一億年前か。そもそもこの世界ではない可能性もあります」

「わふー……（あー、なるほど……自分の命を取るか、みんなの命を取るかの二択かぁ……）」

　あるあるだな。

「わふわふ（ちなみに俺が逃げる選択をした場合、俺はどういう一生を送る──いや、いいや、分かりきってる）」

　お嬢様のいない生活を、俺が楽しんで生きるはずがない。

　千年後の時代に俺がもうひとりいなかった以上、どこかで脱落したんだろう。

「……こんな酷な選択をさせてしまって、ごめんなさい」

「わふわふ（まったくだぜ。あんたは酷ひどい女神様だ。金持ちの犬にしてくれと願ったのに、フェンリルに生まれ変わらせるわ、魔王を退治する代わりに自分の命を捧ささげろとか言うわ）」

「……本当に、ごめんなさい」

　深く頭を下げる女神様に、俺はひっくり返って思いっきり叫ぶ。

「わふわふぅぅぅぅぅぅっ!!（やだやだやだー！　死にたくない！　こんな暗闇に閉じ込められるのも嫌だし！　みんなと離ればなれになるのも嫌だ！　一億年前とか一億年後とか、たぶん人類いないじゃん！　美味うまい飯も食えないじゃん！　お嬢様にもう一回会いたいよう！　なでて欲しいよう！　ああああああ、もおおおおおお、絶対やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　……ふう、すっきりした。

　不満を吐き出したら、とりあえず落ち着いた。

　まぁ、この半年間の生活が、俺からしたら天国みたいなもんだったからなぁ。

　優しいお嬢様に、おっさんの美味おいしい飯に、お屋敷の人たちにも一杯可愛がってもらってさ。

　前世じゃボッチだった俺に、たくさんの友達まで出来た。

　もともと、俺はブラック企業で使い潰されて死んだ社畜だったんだ。

　そこで終わっていた人生が、ちょっとだけ延長されて、それが最高に幸せな時間だったってだけで、充分元は取れている。

　これだけ楽しい思い出をもらって、恩も返さず逃げ出すなんて、ファルクス家の犬がやることじゃないな。

　なにせ俺は、お嬢様の忠実な犬なので！　犬なので！

　大事なことなのでもう一回言っておく。

　俺はお嬢様が大好きな一匹の犬なので！

「わふぅ！（なら、やることはひとつだよな！）」




　　　　†　†　†




「本当に、良いのですね？」

「わふっ！（おう！　……ていうか、時間をかけると覚悟がにぶりそうなので、早めにお願いします）」

　ヘタれてしまうのも、やっぱ俺って感じだ。

　女神様はくすりと笑って、両手を組んだ。

「せめて、あなたの無事を祈ります」

　神様が祈ってくれるって、シュールな話だなぁと思った瞬間、止まっていた時間が動き出す。

「わふわふ！（ナフラ！　ちょい待ち！　いったんストップ！）」

「にゃ、にゃにゃっ!?（え、ええ!?　なんですかいきなり!?）」

「わんわん！（詳しい話をしてる余裕がねぇ！　俺を残して、お前らだけここから出ろ！　ここから先は俺ひとりで充分だ！）」

「ちゅー!?（はぁ!?　何を言っておるのじゃ、ぬし様！）」

「ロウタくん!?　まさか、何か思いついたの!?」

「わふ！（ああ、飛びきりの作戦を女神様が与えてくれたぜ！）」

　だから行ってくれ。マジで心細くて、やっぱり俺も連れて行ってって言いそうなんだから。

「ロウタ！　駄目です！」

　俺の様子から何かを感じ取ったのか、アイリ様が抱きついてくる。

「わふわふ……（アイリ様、一緒に旅が出来て嬉うれしかったぜ。こっちに来ても寂しくなかったのはお嬢様にそっくりのアイリ様がいてくれたからかもしれないな……）」

「ロウタ……」

　だから、行ってほしい。魔王は俺が倒すから、お嬢様が生まれる日まで、幸せを繋つないでいって欲しい。

「わん！（やれ、ナフラ！）」

「にゃーん（もー、ロウタさんはいつでもいきなりですねー）」

　ナフラが空間魔法を発動し、俺以外のものを影の外へ転移させる。

「ロウタ……！」

「ロウタくん……！」

　アイリ様とヘカーテが俺に手を伸ばし、その姿が掻かき消えた。

　憂いは絶った。あとは魔王を倒すだけだ。

「……わふ（……よし、やるか）」

　振り向いた俺の頭上に、消えたはずの重みを感じる。

「ちゅー（やるか、ではないわ）」

「わふっ!?（レン!?）」

「にゃーん（ロウタさんが何をする気か分かりませんけど、魔王の核はロウタさんが向いてる方向にはないですよー）」

「わふふっ!?（ナフラまで!?）」

　空間魔法で外に出た後、こいつらだけまた戻ってきたらしい。

「わふ……（お前ら、どうして戻って……）」

「ちゅー（わしが亭主ひとりを置いて逃げ出すと思うてか）」

「にゃー（ナフラめも、友達を放っておくほど薄情なつもりではないのでー）」

　結局、最後はまたこの馬鹿三匹か。

「わふわふー（まったくもー。おまえらはもー。格好つけさせろよー）」

「ちゅー（本当は嬉しいくせして何を言っておるのじゃ。声が震えておるぞ）」

「にゃーん（ロウタさんがヘタレなのは、私たちが一番知ってますからねー。どれだけ背中に乗ってきたと思ってるんですか。無理してたなんて丸わかりですよ）」

　お前らなぁ。そんなん言われたら泣いちゃうだろ！

　正直、めっちゃ心細かったです！

　そして、俺は女神様から伝えられた最後の手を伝える。

「ちゅー（いや、それどう考えてもぬし様だけじゃ無理じゃろ。さっき魔力使い切ったところじゃろ）」

「にゃー（そもそもどうやって狙いを付ける気だったんです？　放っても当たらなければ意味がないですよー）」

　言われればそうだ。

　あの女神、最後までポンコツかよ。

『ふたりが付いてくることも分かっていたんですー！』と女神様が弁解している姿が想像できる。

　言わないと伝わらないんですよ、女神様。

「ちゅー（魔力はわしが補おう。全部持っていけい）」

「にゃー（術式の制御は私にお任せ下さいませー。今のヘカーテ様より上手うまく狙撃してみせますよー）」

　レンとナフラの助けによって、俺は再度ビームを放つ姿勢を取る。

「わふっ！（行くぜ、お前ら！　準備は良いか!?）」

「ちゅー（いつでも良いのじゃ）」

「にゃー（どこでも付いていきますとも）」

　俺は自分の全てを絞り出すように、最後の咆ほう吼こうを轟とどろかせた。

「ガルルルルルルォォォォォォォォォォォォォォォォォォォオォォォォォォォォォンン!!（俺のペットライフを邪魔するものは、魔王だろうがぶっ飛ばぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあすっ!!）」

　真っ白な光の槍やりが、闇を切り裂いて突き進み、そして遥はるか彼方かなたの核を貫く。

　核は今度こそ完全に破壊され、魔王が声ならぬ悲鳴を上げて消滅していく。

　そして、次元の壁が崩れ去り、俺たちは裂け目の中を落ちていった。
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　目を覚ますと、隣にあるはずの体温がないことに気がつきます。

　私は、自分の頬ほおが濡ぬれているのを感じて、自分が悲しい夢を見たのだと思いました。

　ひとりで寝るには大きすぎるベッドです。

　おはようを言うはずの相手は、ここにはいません。

「ロウタ……。一ヶ月も留守にして、悪い子です……。帰ってきたらお仕置きなんですからね……」

　お尻をペンペンしてやります。

　嘘うそです。きっとロウタが帰ってきたらいっぱい甘やかしてしまうと思います。

　ロウタが姿を消して、もうじきひと月が経たちます。

　窓の外は雪が降り積もってすっかり冬景色です。

　あれから私の体調はすっかり良くなりました。

　熱に苦しむことも、突然息苦しくなることもなくなりました。

　ヘカーテ先生にも再発の恐れはないと太鼓判を押されました。

　でも、それを一緒に喜んでくれるロウタがいません。

「お嬢様、起きていらっしゃいますか？」

　ドアがノックされて、メイドのトアが朝のお茶を持って入ってきます。

　トアはすっかり一人前のメイドになりました。淹いれてくれるお茶はもうミランダと同じくらい美味しいです。

「ロウタ、昨日も帰ってきませんでしたか……」

「トアも寂しいですか？」

「……はい、少しだけ」

「私も、少しだけです」

　ロウタはきっと帰ってきます。

　ちょっと外が楽しくて、帰ってくるのが遅くなっているだけです。




　　　　†　†　†




　春になりました。

　ロウタはまだ帰ってきません。

　今日はお友達のエリザちゃんが遊びに来てくれました。

　おおきなトカゲさんのクリスティーナちゃんも一緒です。

　お父様の飛空船が正式に運用されるようになって、ふたりはよく屋敷まで遊びに来てくれます。

「メアリ、聞いてちょうだい！　あなたの絵が王都でまた賞を取りましたわ！　多くの美術商が、次の作品はまだかと五月蠅うるさいのですわ！」

「じゃあ、またロウタの絵を描かないといけませんね」

「……あれってロウタの絵だったんですの？」

「はい、全部そうですよ？」

「そ、そうですの。やはりメアリは天才ですわ。同じ絵であれだけ違う表現が出来るなんて」

「へへー、褒められました」

　私が喜ぶと、エリザちゃんは悲しそうな顔をします。どうしてでしょう。

「……ねえ、メアリ。私と一緒に王都の学校に通いませんこと？　あちらに行けば、友達がたくさん出来ますわ。そうすれば、寂しくも──」

　私は首を横に振ります。

「ロウタが帰ってきたときに、私がいなかったらきっと驚いちゃうかもしれませんから」

「そう、ですわね。まったくもう、あの子ったら、どこをほっつき歩いているんですの！」

「本当ですっ。悪い子ですっ。帰ってきたらもう逃がしませんっ」

　えいえいとやっつけるフリをすると、エリザちゃんが抱きしめてくれました。

　なぜか、涙がこぼれました。




　　　　†　†　†




　夏になりました。

「あいつがいないと、剣の収集が捗はかどって仕方がありません」

　ゼノビアさんの部屋はコレクションの剣がいっぱいです。

　実はロウタに斬りかかっては折られていたのを、私は知っています。

　お勉強をしているときに窓の外を見ると、ロウタと一緒にこっそり何かしているのがよく見えたのです。

　最初はとても心配でしたが、ロウタがとっても強いことを知っていたので、途中からゼノビアさんを可哀かわい想そうに思っていました。

「あいつめ、帰ってきたらこのローエンの新作で仕置きしてやります」

　そう言って、ゼノビアさんは買ったばかりの剣を嬉うれしそうに見せてくれました。

　やっぱり可哀想に思いました。
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　秋になりました。

　私は少し背が伸び、エリザちゃんより大きくなりました。

　エリザちゃんは背を抜かされて、ちょっと悔しそうでした。

　牛乳をたくさん飲んでいるそうですが、私の方が伸びるのが速いみたいです。

　ロウタが帰ってきたときには、大きくなりすぎて私だと分からないかもしれませんよ。
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　冬になりました。

「あいつがいないと、食糧が全然減らないんでさぁ。あいつひとりでどんだけ食ってたんだっていうね」

　がはは、と声を上げて笑うのはコックのジェイムズさんです。

　ジェイムズさんの料理はとても美味おいしくて、毎日食べても全然飽きません。

　ロウタもジェイムズさんの料理が大好きでしたね。

　ジェイムズさんもロウタがいないと作りがいがないと嘆いていましたよ。

　今日はアルステラさんが来てくれました。




　　　　†　†　†




　春になりました。

　あちこちで、魔物と人が争わないように活動しているアルステラさんは、世界中を飛び回りながらロウタのことも探してくれているそうです。

　ヘカーテ先生が、ロウタがこの時間軸に帰ってくる可能性はゼロじゃないと言っていました。

　難しいお話だったので分からないところも多かったですけど、ロウタは次元の裂け目に落ちてどこか遠くに行ってしまったそうです。

　どこに行ったか分からないということは、もしかしたらすぐ近くにひょっこり現れるかも知れない。

　ヘカーテ先生はそう言っていました。

　私もそう思います。

「やあやあ、済まない。今回もまた見つけられなかったよ。だが、任せてくれ。次こそはロウタくんを探し出してみせる！」

「はいっ、楽しみにしてますね！」

　本当にそう信じています。

　それなのにアルステラさんは悲しそうな顔をするのです。




　　　　†　†　†




　夏になりました。

「人間、ロウタ様はお帰りになりましたか？」

「ましたか？」

「隠すとためになりませんよー」

「なに？　まだですと？」

「帰ってきたら、教える、必ず」

　森に住んでいるエルフの五姉妹さんたちが、訪ねてきてくれました。

　エルフさんたちもロウタの帰りが待ち遠しいようです。

　ロウタのお友達の狼おおかみさんたちも、遠くからお屋敷を見ているのを知っています。

　みんな、ロウタの帰りを待っていますよ。

　早く帰ってきてくださいね、ロウタ。




　　　　†　†　†




　秋になりました。

「お嬢様は本当にお美しくなられましたね」

「むー、それって昔は綺き麗れいじゃなかったってことですか？」

「そういう顔をすると、昔のようですね」

「むむー。ミランダは意地悪です」

　今日はトアがお休みの日なので、ミランダが付いてくれています。

　お父様は私が元気になったので、あまり家にいることがなくなりました。

　お仕事がとても忙しいみたいです。

　それでも時間を作っては私に会いにきてくれます。

　いえ、少し違いますね。

　お母様に会いに、です。私はおまけです。

　ふたりはいつも仲良しです。弟か妹、どっちが欲しいか聞かれます。

　どちらでも可愛かわいいと思います。

　……私にもいつかそういう人が出来るのでしょうか。

　まったく想像できません。

　ロウタはどう思いますか？

　早く帰ってきてくれないと、次に会ったときには私はお嫁に行っているかもしれませんよ。




　　　　†　†　†




　そして、秋が去り、冬が来て、また春が訪れました。

「ロウタ……」

　窓の外をぼんやりと眺めます。

　お父様とお母様が心配そうに私を見ているのが、窓に反射して分かります。

　元気にしないといけないのに、みんなを心配させてしまうのに、どうしてか体が上手うまく動きません。

　笑顔を作ろうとしても作れなくなってしまいました。

「…………」

　庭の木には青々とした葉が付いています。

「……そう言えば、ロウタがうちに来たのはこのくらいの時期でしたね……」

　最初はとても小さな子犬だったのに、あっという間に大きくなって、それでも可愛いところは何も変わっていなくて、私のわがままにも辛抱強く付き合ってくれました。

　ボール投げをして遊んだり、湖で一緒に泳いだり、こっそりジェイムズさんの料理をつまみ食いしたりしました。

　とても楽しかった記憶が次々と思い出されて、私は涙を止められなくなってしまいました。

　ロウタに会いたい……。会いたいです……。

「メアリ……」

　お父様とお母様が私の肩を抱いてくれます。

　早く泣き止やまないと、ふたりをまた心配させてしまいます。

　私は無む理り矢や理りにでも笑おうとして、でもそれが出来なくて、声を出す元気もないのです。

　そんなときでした。

　窓がこんこんと叩たたかれます。

「メアリちゃん、ちょっと良いかしら」

　ヘカーテ先生でした。

「何か、ご用ですか……？」

「来てくれたら分かるわ」

　ヘカーテ先生の微笑ほほえみに、なぜか涙が止まりました。

　そして、誘われるままに、私は屋敷の外へ出ました。

「こっちよ、来て」

　ヘカーテ先生が私の手を取って歩いていきます。

　そこは屋敷の正門でした。

「ああ、来ましたわね。遅いですわよ、メアリ」

　エリザちゃんがいます。

「お嬢様、お顔を失礼いたします」

　ミランダが涙で汚れた私の顔をぬぐってくれます。

「やあやあ、そんな顔をしていては、彼が心配してしまうよ」

　アルステラさんもゼノビアさんも、私の知っている人がみんな屋敷の正門に集まっていました。

「ヘカーテ先生、これは……」

「ここに立って」

　ヘカーテ先生はみんなの前に私を立たせ、正門の外を向かせます。

「見えるかしら？」

　ヘカーテ先生が指さした先、そこには小さな白い点が見えました。

　それは少しずつこちらに近づいてきているようです。

「研究が実を結んだのが、本当についさっきだったのよ。大急ぎで知り合いを集めてきたわ。空間魔法をこんなに連続で使ったのは初めてよ。あー、疲れた」

　ヘカーテ先生の溜ため息いきはもう私の耳には届いていませんでした。

　私の足は勝手に歩き始め、そしてそれはだんだんと早くなって、息が切れるほど思い切り走っていました。

　その先にいるのが誰か、私にはもう分かっていたから。




　　　　†　†　†




「わんわん！（だーっ、もう！　お前らのせいで帰るのが遅れちゃったじゃないか！）」

「ちゅー！（ぬし様が食い気に惑わされたのがそもそもの原因じゃろうが！）」

「にゃーん（まさか異世界に飛ばされて、そこでも危機を救うことになるとは、さすがはロウタさんですねー。運の悪さは天下一ー！）」

　俺たちはお屋敷までの道を歩きながら、喧けん々けん囂ごう々ごうと怒鳴り合う。

　いつものことだが、本当にやかましいな、俺たち。

「わふー！（うるせー！　こうやって戻って来れたんだから、むしろ運は良い方だろ！）」

　いったい何分の一の確率だよ。宝くじ連続で百回当てるよりまだ難しいだろ。

「わふわふ（異世界にいたのに、ヘカーテから連絡が来たときはまじで驚いたぜ）」

「ちゅー（魔王封印の研究をする必要がなくなったので、わしらを呼び戻す研究を千年続けていたとは、凄すさまじい執念なのじゃ）」

「にゃーん（わたくしめのご主人様はすごい方なのですよー。魔力さえあれば、異世界からでも召喚を可能にしてしまうのです）」

「わふわふ（魔力と言えば、この首輪の存在を完全に忘れてたわ）」

　俺の魔力をじわじわと溜ため込み続けるこの首輪を動力源にヘカーテが召喚してくれたおかげで、俺たちは元の世界に帰って来られたのだ。

　ヘカーテいわく自前の魔力だけでは無理だったらしい。

「ちゅー（伝えられた時間と場所にすぐ向かっておれば、もう少し早く帰って来られたというのに、ぬし様が助けた者たちからの歓待に溺れるから遅刻することになったのじゃ）」

「わふわふ（異世界料理が美味うますぎるのが悪い。ジェイムズのおっさんの料理に勝らずとも劣らぬ逸品だった）」

「にゃーん（祝勝会は楽しかったですねー。何日も飲めや歌えの大騒ぎで）」

「わふっ（ちなみに、最後まで食い続けていたのは俺ではなく、ナフラだ）」

「ちゅー（つまり遅刻の原因は、この駄猫ということじゃな）」

「にゃーん！（なんでですかー！）」

　などとやり合っていると、正面から誰かが走ってくるのが見えた。

「わふわふわふわふ（おいおいおいおい、マジかよ。やべぇよ）」

　お嬢様が育っちゃってるじゃないの。

　過去で会ったアイリ様と同じくらいの年齢じゃないのかあれ。

　やばい、遅刻しすぎた。

「ちゅー（それより、早く行ってやらんでいいのか）」

「にゃー（メアリお嬢様、転びそうになってますよ）」

　おっと、こうしちゃいられん。

　お嬢様ー！　ただいま戻りましたー！

　俺が軽く駆けると、あっという間にお嬢様に近づいた。

「わふっ（おっとっと）」

　慌ててブレーキをかける。

　お嬢様はもう目の前だ。

「ロウタっ!!」

「わふーっ！（お嬢様ーっ！）」

　転ぶように飛び込んできたお嬢様をふかふかの毛で受け止める。

「ロウタっ、ロウタぁ……！」

「わふわふ（はいはい、お嬢様のロウタですよー）」

　お嬢様ったら酷ひどい顔になってますよ。

　涙と鼻水でくしゃくしゃだ。

　ブサ可愛いのでペロペロしておこう。

　お嬢様が駆けてきた向こうに目をやれば、懐かしい面々の姿が見える。

　おいおい、みんなまで集まってくれちゃったりして。

　これはあれか。歓迎会の流れか。

「ちゅちゅー（ぬし様は感動とは無縁の存在じゃのう）」

「にゃふー（本当、あり得ませんねー）」

　なにおう。俺だってメチャクチャお嬢様に会いたかったわい。

　ただ、先に泣かれてしまうと冷静になってしまうというアレなだけだ。

　お嬢様は俺の胸の中で、グスグスと泣き止やめないでいたが、それでも顔を上げて俺に大事な一言を言ってくれた。

「お帰りなさい、ロウタ」

「わんっ（ただいま、お嬢様）」

[image: ]




　　　　†　†　†




　庭の大きな木の下で、俺は昼寝をしていた。

　あの後、本当にみんながお帰りパーティをやってくれた。

　ジェイムズのおっさんなんか張り切って料理作りまくるし、みんな俺を見て泣いて喜んでくれるし、そのあとすげえ怒られたし、ドリ子様とかマジでキレてたし。

　ゼノビアちゃんはさっそく俺で試し切りを始めようとするし、アルステラちゃんまで乗っかるし、ギルド長のＯＬエルフさんは酔っ払って悪ノリするし。

　ヘカーテは高い酒飲みまくるし、パパさんは大泣きするし、ママさんは生き返ってるし、メイドさんたちは相変わらず美人だったし、トアちゃんとベティちゃんは全然背が伸びてなかったし。

　エルフの姉妹たちは相変わらず俺を甘やかそうとしてくるし、ガロたち魔ま狼ろう族は俺の帰還に喜びの遠とお吠ぼえを始めるし。

　五大魔将の連中は変わった未来でも元のポジションにいたし、ミラーカちゃんはツンデレメイドだし、リッチモンドさんはナイス執事だし、ベリゴールはキレッキレの包丁だったし、ギガースは石像の姿で寝たままだし、ベヒモスは相変わらず求婚してきてレンと喧けん嘩かになるし。

　みんなとにかく大騒ぎのパーティだった。

　ぶっちゃけ、クソ楽しかったです。

　お嬢様はその間、ずっと俺にくっついていて離れようとしなかった。

　というか、今もくっつかれている。

　寝そべった俺の体を背もたれに、お気に入りの本を読んでいる。

「ロウタ、動いちゃダメですよ。いま、良いところなんですから」

「わふぅん……（はーい……）」

　これはお嬢様による罰らしい。

　別に動かなくてもつらくないし、お嬢様とくっつくのは俺も好きなので、罰でも何でもないのがミソだ。

　何年もいなかった時間を埋めるように、お嬢様は俺との時間を大事にしてくれている。

「んんー……！」

　本を読み終えたお嬢様が伸びをして、だらんと俺にもたれかかってくる。

「ロウタ」

「わふ？（なんですか、お嬢様？）」

「これからはずっと一緒ですよ。今度こそ、絶対、ずっとずっと、一緒にいて下さいね」

「わふ！（もちろんですよ、お嬢様。ずっとずっと一緒です）」

　もう離れるつもりはありません。一生お嬢様の世話になって生きていきますとも。

　情けないはずの俺の誓いに、お嬢様は満面の笑みを浮かべて、ぎゅーっと抱きしめてくれる。

　俺たちの約束を祝福するように、涼やかな風が吹く。

　そして俺たちは、うとうとと微睡まどろみを楽しむのだった。





〈完〉　









　あとがき




　おはこんばんにちわん！　お久しぶりです！

　いや、本当にお久しぶりです……。よもや出版するのに一年かかってしまうとは、この犬いぬ魔ま人じんの目をもってしても読めなかった。

　いや、色々あったのですよ。

　体調がこの一年ずっと悪くて気分もシャッキリせず、息抜きに新作を書いてみたらそれも書籍化が決定してしまい、ありがたいことにそちらの売り上げも大変好調で、二作同時執筆でヒィヒィ言ってるところに、別の出版社様からお仕事の依頼まであって……ごめんなさい！　石を！　石を投げないで！

　ぜんぶ作者のスケジュール管理の甘さが原因です。石は投げないで下さい。




　しかし、こうして無事に皆さまの手にお届けできて、本当に良かった。

　だんだんと締め切りが迫り、これなら間に合いそうかなと思ったところに、結構な怪我けがをしてしまい（今は完治しております）、片手で執筆することになったときは、「これはもうあかん……」と諦めかけましたが、担当Ｋさんのギリのギリギリまで時間を捻出する緻ち密みつな工数管理によって何とか間に合いました。

　ガチでありがとうございます。普通なら間に合ってなかったと思います。有能編集すぎる。




　そんなこんなで、この七巻をもってワンワン物語は完結となりますが、ここまでお付き合いいただいた皆さまには感謝の言葉もありません。

　三年にも及ぶ（一年の空白は見逃して！）物語にお付き合い下さり、誠にありがとうございます。

　書籍の方はここで完結しますが、ｗｅｂの方で日常回を新連載する予定です。

　ロウタが美味うまい飯を食ったり、お嬢様と遊んだり、ゼノビアちゃんを煽あおったり、特にオチがないスローライフな短編ばかりになりますが、もしよろしければお付き合いいただければ幸いです。

『犬魔人』でググっていただければすぐたどり着くと思います。




　さらに宣伝が続いて申し訳ないのですが、もう一個だけ。

　カドカワＢＯＯＫＳ様より新作『聖女さま？　いいえ、通りすがりの魔物使いです！　～絶対無敵の聖女はモフモフと旅をする～』が発売されております！

　メチャクチャ強くて賢いけど、モフモフが好きすぎてちょっと頭がおかしくなってる女の子が主人公のお話です。

　黒いモフモフ魔王様も可愛かわいすぎるともっぱらの評判とのこと。ぜひ一度お手に取ってみて下さい。

　今ならまだ二巻ですので、追いつきやすいと思います。

　三巻は一月に出ると思います。

　たぶん、きっと、おそらく。未来の私の体調に期待しましょう。石は投げないで。

　飯いい田だとい先生による超絶面白いコミカライズ版も先日出たばかりなので、おすすめですぞ！




　……おかしいな。この巻で完結なのにちっともお別れ感がないですね。

　もっとしんみり行きたかったのに、この作者には無理なようです。

　ロウタたちの物語も、この先もぐーたらしつつも楽しい日々が続いていくのでしょう。

　作者も異世界転生してお嬢様に飼われて暮らしたいですが、この真っ白な原稿の山を先に倒さねばならないようです。くそっ。




　それでは、最後に謝辞を述べさせていただきたいと思います。




　次回こそはスケジュール通りに書きますと作者に言われ続けて、最後の七巻まで騙だまされた担当Ｋさん。

　わざとじゃないんです！　体調が！　体調が悪くて！　あと新作ゲームが！　ゴーストオブツシマが！　面白くて！　あ、そうだ、新作！　めっちゃ面白い新作持ってきますから！　そのときは今度こそスケジュール通りにやります！（守られる予感がちっともしない約束）

　最終巻まで見事に可愛いイラストを描ききって下さったこちもさん。

　ご一緒にお仕事できたことを光栄に思います！　沢山のキャラクターたちを生き生きと描いて下さって、ワンワン物語のもう半分はこちもさんで出来ていると言っても過言ではないでしょう。

　いや、半分どころか七割くらいかもしれない。いや、八割……私の文章の価値とは……（塩になって溶けていく作者）。

　コミカライズ担当の濃こい口くちｋｉｋｉ先生。

　まさか今回もスケジュール遅れ仲間になるとは……。これが類は友を呼ぶということか……。新刊めっちゃ楽しみにしてます！

　編集部の皆さん。デザイナーさん。校閲さん。営業さん。書店員さん。

　その他、多くの方々に支えられて、ワンワン物語は完結にまで至ることが出来ました。

　深く御礼を申し上げます。

　そして何より、最終巻まで付き合って下さった貴方あなたに、心よりの感謝を！




　またどこかでお会いできることを心待ちにしております！

　ではではー！





二〇二〇年七月　犬魔人　拝　
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